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第 1図  マダイ頭骨中の検出部位図

(1:前上顎骨, 2:主上顎骨, 3:口 蓋骨,13:主鯉蓋骨,16:下顎歯骨,17:角骨,19:方骨)
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第 1表 動物遺体種名一覧表

脊椎動物門 VERTEBRATA

魚 類 PISCES

硬骨魚綱 OSTEICHTHYES

l。 ニシン科の 1種      Clupeidae sp.

2.キス科の 1種      Sillaginidae sp。

3。 タ イ 科 の マ ダ イ      比 g夕鶴 物 ηογ TEMMINCK et ScHLECEL

4。 コチ科の 1種      Sparidae sp.

5。 ヒラメ科の 1種      Paralichthyidae sp.

両生類 AMPHIBIA

鳥 類 AVES

哺乳類 MAMMALIA

偶蹄目 ARTIODACTYLA

l.イ ノ シ シ 科 イ ノ シ シ    Stt sε η 力 ″ π

“

り 扇 解 TEMMINCK

2。 シ カ 科
ニ ホ ン ジ カ     &η 6%れ ″ %π れ ρθπ TEMMINCK

霊長 目 PRIMATES

l。 オナガザル科ニホンザル 施
““

ノ港
“

″ BLYTH

第 2表 土墳と検出種名の関係

土 墳 番 号 308 338

魚 類

- vvN ○

キス科 ○

マ ダイ ○ ○

コチ科 ○

Yr.tt+ ○ ○

両生類 ○

鳥 類 ○

哺乳類

イノシシ ○

=;l<Y t )t ○ ○

ニホンザル ○
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第 3表 魚骨出土数量表

種  名 部 位 S K308 S K338

=YYH 脊椎骨

キス科 脊椎骨

ダ

イ

前上顎骨
1

r

下顎歯骨
1

主上顎骨
l

r

口蓋骨
1

r

角 骨 1

方  骨
l

r

主鯉蓋骨
1

前頭骨

上後頭骨

基後頭骨

タイ科

第 1脊椎骨

脊椎骨 6

尾部棒状骨

コチ科 脊椎骨

Yt tfr+ 脊椎骨

第 4表 獣骨出土数量表 (P:小臼歯,M:大 臼歯)

種 名 部 位 数 量

イノシシ 上顎遊離歯 l M3
下顎遊離歯 l P4

″    l M2

″    l M3

″    r M3

1

1

1

1

1

シ  カ 手根骨

中足骨

中節骨

１

？

・

サ   ル 上顎遊離歯  l Pl
″    l  P2
″    l Ml

″    r Pl
″    r P2
″    r Ml
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第 9節 ―の谷遺跡群 出土の金属製品の材質分析

奈良教育大学教授 三辻利一

蛍光X線分析というのは試料にX線 (1次 X線)を照射し,その結果,試料表面で発生した蛍

光X線 (2次 X線)を検出器がキャッチし,エ ネルギー分析することによって試料表面の組成を

知る方法である。このように,蛍光X線分析は表面分析であるため,表面を含めて均質な試料で

あることが要求される。ところが,遺跡から出土する銅製品は表面は腐食しており,表面を含め

て均質な試料とは云い難いものである。このような試料の性格から,筆者は銅製品の定量分析を

することを差し控え,定性分析で材質を検査し, どのようなことが云えるかを検索してみること

にした。

試料は研磨することなく,そのまま,試料台にのせ,その全表面にX線を照射した。鋼製品に

はSn(ス ズ),Sb(ア ンチモン)を含む場合が多いので,高エネルギー領域をカバーするため, 2

次ターゲットとしてGd(ヵ ドニウム)を使用し,蛍光X線スペクトルを測定した。つづいて,Cu

(銅)か らPb(鉛)にかけてのエネルギー領域を拡大して検索するため,MO(モ リブデン)を 2

次ターゲットにして蛍光X線スペクトルを測定した。観測した蛍光X線スペクトルより,すべて

の場合に,銅製品の表面と裏面で成分元素は一致した。ただ, ピークの高さは若干異なった。

定性分析のための蛍光X線のエネルギーの同定には,Cuの Kα ,Kβ,Pbの Lα ,Lβ ,Snの Kα ,Kβに

よリエネルギー較正曲線を作成し, この較正曲線を使って銅製品の蛍光X線スペクトルを定性分

析した。

図 1には銅鏡の蛍光X線スペクトルを示す。この図の横軸は蛍光X線エネルギーであり,縦軸

は蛍光X線強度である。横軸の蛍光X線エネルギーは前記のエネルギー較正曲線によって解析さ

れた。しかし,縦軸の蛍光X線強度については腐食した銅製品の場合,定量性に問題があるので,

定性的に読みとることにした。図 1よ り,銅鏡はSn,cu,Pbを 主成分とする青銅であることがわか

る。図 1の左側をみると,Cu,Pbの ピークに比べて,Snの ピークが著しく高い。勿論,試料表面は

蛍光X線スペクトルにみられるように,Snに富むと思われるが,それが表面の腐食によるためか

もしれず, ピークの高さの違いがそのまま,試料の組成を表すとは考え難い。しかし, この点を

考慮に入れても,銅鏡の材質はSnが相当 リッチであると思われる。銅鐸や銅銭に比べて銅鏡にSn

の合有量が多いのはこれまでの報告の示すところである。この点では,本銅鏡は古代 。中世の青

銅鏡と同じ材質であると云える。一方,副成分元素としてはFe(鉄)と ごくわずかのSbが観測さ

れた。しかし,古代青銅製品にごくあたりまえにみられるAg(銀 )は検出されなかった。AgはCu

中の不純物とみられ,古代銅製品には必ずといってもよい位に認められる。逆に,現代コインに

なると,銅を電解精錬するため完全に除去されてしまう。しかし,電解精錬処理がなされなかっ

た近世以前の銅製品には多少ともAgが残存していることになる。しかも,面 白いことには古代か

ら近世へかけて時代が下がるにつれて,Agが観測されなくなる傾向がある。この理由はいろいろ
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考えられるであろうが,銅製品は幾度も鋳直されるため,鋳直しの過程でAgが脱落してしまうこ

とが原因の一つと考えられよう。この点では一の谷遺跡群の銅鏡は近世の製品らしい青銅鏡であ

ると云えよう。Feが混入することについての意味は不明である。

図 2には銅剣の蛍光X線スペクトルを示す。Cu,Snを 主成分として,若干のPbを含む典型的な古

代・中世型青銅である。Agの存在も確認される。

上述したように蛍光X線スペクトルをみる限り,銅鏡,銅剣とも材質は青銅であることには間

違いはないが,組成に差違があり,前者は不純物Agょ りみて近世的,後者は全成分よりみて古代・

中世的であるということもできよう。

図 1 銅 鏡 の 蛍 光 X線 ス ペ ク トル

QQQQp_2QQQQQQQQQQQQQQQe      12122曖 eC口こelE

KEUEX― Rハ Y  HS= 40EUノ CH     FS= 2肛

図 2 銅剣の蛍光X線スペク トル
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第10節 ―の谷遺跡群近世遺構出土の金属製品の材質分析

奈良教育大学教授 三辻利一

1。  はじ8う に

古代・中世の銅銭の分析データはこれまでにも報告例は多いが,その特質について述べた報文

は少ない。筆者はこれまでに多数の中国, 日本の銅銭の材質を蛍光X線分析によって調べた経験

をもつが,それによると古代から中世にかけて終始一貫して銅銭の材質は青銅 (Cuと Snの 合金)

であった。近世に入ると黄銅 (Cuと Znの 合金)を素材にした硬貨が出現し,現代ではCuと Niの合

金である白銅貨が使用されている。このように,銅銭の素材の主要な流れは青銅→黄銅→白銅で

あり,現代ではSn(ス ズ)は貴重な金属なので青銅貨を硬貨として使用している国は世界中には

一つもない。世界各国共通して,黄銅貨 (日 本では 5円 ,10円硬貨)と 自銅貨 (50円 ,100円 ,500

円硬貨)が併用されている場合が多い。このように銅銭の素材には一つの流れがあるが, これか

らはずれた素材の硬貨もある。この点については未だ十分なデータが報告されていない。また,

日本の近世の銅銭である寛永通宝の素材もおおむね青銅であるが,時と場合により,Pbの合有量

が多かったり,Snの合有量が少なかったり,ま た,黄銅銭,鉄銭が混じることもある。

今回は一の谷遺跡群その他の近世遺構から出土した寛永通宝とキセルの吸口,かんざしの材質

を蛍光X線分析法によって検索した結果について報告する。

2。 分析方法

試料は表面を研磨せず,そのまま試料台にのせ,試料全体にX線を照射した。Sn,Sbま での高エ

ネルギー領域をカバーするため,2次 ターダットとしてGdを使用した。また,Znを検出するため,

2次 ターゲットにMOを使用し,Cu,Pbの エネルギー領域を拡大した。元素の同定にはCuの Kα
,

Kβ,Pbの Lα ,Lβ,Snの Kα ,Kβを使って作成したエネルギー較正曲線を使用した。

試料の表面と裏面の両方にX線を照射し蛍光X線スペクトルを観測したが,含有元素について

の違いはなかった。蛍光X線強度に若干の違いが認められた。蛍光X線強度は試料表面の腐食の

状況によって異なるが,そ の差違は大きなものではなかった。したがって,Snの ピークの高いも

のはSnの 合有量が比較的に多いと判断した。しかし,蛍光X線分析は表面分析であり,今回分析

の対象となった試料の表面は腐食しているため,当然,得 られる蛍光X線強度には定量性は余り

ないと考えられる。そのため,蛍光X線強度についても定性的に解釈することにした。

3。 分析結果

はじめに,分析試料のリス トを表 1に示す。参考までに図 1には古代の典型的な銅銭である中

国漢代の五鉄銭の蛍光X線スペクトルを示しておく。横軸は蛍光X線エネルギーであり,エ ネル

ギー較正曲線を使って分析すれば, どんな元素が含まれているか,元素の同定ができる。縦軸は

蛍光X線強度であり,本来は含有量に比例するはずであるが,今回の試料の場合には定量性はよ

くない。図 1よ り,五鉄銭はCu,Snを 主成分とする青銅であることがわかる。この他に若干のPbを
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主成分として含む。さらに,不純物としてSb,Agを含むことがわかる。

以下に,今回分析した試料の蛍光X線スペクトルを示す。

図 2にはキセルの吸日の蛍光X線スペクトルを示す。Cu,Pb,Sn,Agの ピークが観測されるが
,

Cuの ピークが他の元素のピークに比べて圧倒的に高い。このことからCuに富む材質とみられる。

図 1の右側の蛍光X線スペクトルを見ると,Cuの Kα と印 の間に,Kβのショウダーとして小さな

ピークが認められる。これはZnの Kα でぁる。したがって,キ セル吸回はCuを主要成分とするが
,

わずかのZn,Pb,Snを 含有し,こ の点で青銅とも黄銅とも云える材質である。このような材質は銅

銭には認められない。

図 3にはかんざしの蛍光X線スペクトルを示す。図2と 比較すると,Pbが若干多いだけで,き

わめて類似したスペクトルと云える。この程度に類似すると,同一素材を使って同一場所で製作

した銅製品である可能性をもつと云えよう。

次に,45枚の寛永通宝の蛍光X線スペクトルを示す。

NQ l 図 4よ り,Snに富む青銅である。

NQ 2 図 5よ り,Pb量の多い青銅である。

NQ 3 図6よ り,Snに富む青銅である。

NQ 4 図 7よ り,Cu,Snを 主成分とする典型的な古代・中世型青銅である。

NQ 5 図8よ り,Snに富む青銅である。

NQ 6 図9よ り,Pb量の多い青銅である。

NQ 7 図10よ り,ヽ NQ 4と 類似する典型的な青銅である。

NQ 8 図11よ り,Snに富む青銅である。

NQ 9,10 図12よ り,Snの代わ りにSbを含む,Cuリ ッチのアンチモン青銅である。

NQll 図13よ り,Snに富む青銅である。

NQ12 図14よ り,Snに富む青銅である。NQ l, 3, 5, 8,11と 同質の材質である。

NQ13 図15よ り,Cu,Snを主成分とする典型的な青銅である。Agの ピークがわずかに認められ

る。

NQ14 図16よ り,Snに富む青銅である。

NQ15 図17よ り,Snに富む青銅である。

NQ16 図18よ り,Snに富む青銅である。

NQ17 図19よ り,Snに富む青銅である。

NQ18 図20よ り,Snに富む青銅である。

NQ19 図21よ り,Snに富む青銅である。

NQ20 図22よ り,Cu,Sn,Pbを主成分とする典型的な青銅である。

NQ21 図23よ り,Pb量の多い青銅である。しかし,不純物として,Sbを含有しない。
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NQ22 図24よ り,Snに富む青銅である。

NQ23 図25よ り,Snに富む青銅である。

NQ24 図26よ り,Pb量の多い青銅である。珍らしくSbを含む。

NQ25 図27よ り,Cuに富む青銅である。ただし,Sn量は少なく,不純物であるSbと 同程度の合

有量である。

NQ26 図28よ り,Snに富む青銅である。

NQ27 図29よ り,Cu,Sn,Pbを 主成分とする典型的な青銅である。

NQ28 図30よ り,Sn,Pb量の少ない青銅である。

NQ29 図31よ り,Sn,Pb量の少ない青銅である。蛍光X線スペクトルより,NQ28と NQ29の 材質は

類似している。

NQ30 図32よ り,Sn,Pb量 の少ない青銅である。しかし,Sbを Snと 同程度含有しており,NQ25

と類似した材質である。

NQ31 図33よ り,Sn,Pb量が少なく,Sbを Snと 同程度含有する。材質はNQ25,30と 類似。

NQ32 図34よ り,相当量のPbを含む青銅である。Agの ピークが認められる。

NQ33 図35よ り,Cu,Sn,Pbを主成分とする典型的な青銅である。

NQ34 図36よ り,NQ33と 同じ典型的青銅である。

NQ35 図37よ り,Cuに富む青銅である。NQ28,29と 類似の材質である。

NQ36 図38よ り,Pb量が多く,Snの少ない青銅である。Pbを除けば,NQ25,30,31と 類似した

材質となる。

NQ37 図39よ り,Cuに富む青銅である。Sbは検出されない。NQ28,29,35と 類似した材質であ

る。

NQ38 図40よ り,Snの代わ りにSbを 多量に含むアンチモン青銅である。NQ 9,10と 類似した材

質である。

NQ39 図41よ り,Cuに富む,Sn,Pbの 少ない青銅である。Sbも 含有する。材質からはNQ25,30,

31,36と 同質である。

NQ40 図42よ り,Cu,Sn,Pbを 主成分とする典型的青銅である。

NQ41 図43よ り,典型的青銅である。材質はNQ 4, 7,13,20,27,33,34,40と 類似する。

NQ42 図44よ り,NQ 4～ 40と 類似した材質である。

NQ43 図45よ り,NQ42と 類似した青銅である。

NQ44 図46よ り,Cuに富む青銅である。Sbを Snと 同程度含有する。材質的にはNQ25,30,31,

36,39と 類似する。

NQ45 図47よ り,Cu,Sn,Pbを 主成分とする典型的青銅である。NQ 4,7,13,20,27,33,34,

40,41,42,43と は材質的には同質である。
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以上の結果,Znを含有する近世後期型とも云える寛永通宝は一枚もなかった。ほとんどがCu,

Sn,Pbを 主成分とする青銅であった。これらのうち,NQ 4,7,13,20,27,33,34,40,41,42,

43,45の 12枚はCu,Sn,Pbを 主成分とする典型的な古代・中世型の青銅であった。これを I群 とす

る。これに対して,NQ l, 3, 5, 8,11,12,14,15,16,17,18,19,22,23,26(こ れら

をⅡ群とする)の 15枚 はSnに富んだ青銅であった。 I,H群はCu,Sn,Pbを 主成分とするものであ

り,こ の点では本質的に同質の材質とみられる。また,NQ 2, 6,21,24,32の 5枚 もPb量が多

いだけで, I,H群 とは本質的には同質の材質であろう。これらを一応,Ⅲ群としておく。一方,

NQ 9,10と NQ38の 2枚は殆んどSnを 含有しておらずアンチモン青銅と云えるものであり,他の42

枚の寛永通宝とは異質の材質である。しかし,NQ25,30,31,36,39,44の 6枚 も主成分Cuに富

み,Pb,Snを 少量しか含有しない。しかも,Snと 同程度にSbを含有し,ア ンチモン青銅とも云え

るものであった。これら8枚をⅣ群とする。残るNQ28,29,35,37の 4枚はSn量の少ない青銅で

あり,こ の点でⅣ群の寛永通宝と類似するが,Sbを含有しない点では異なる。これら4枚 もV群

としておく。

このように,45枚の寛永通宝を 5群に分類したが,こ のうち, I,Ⅱ ,Ⅲ群は材質的にみてCu,

Sn,Pbを 主成分としており,本質的には同質の青銅と云える。これに対して,Ⅳ,V群はSn量は少

なく,主成分とは云えないくらいであり,こ の点で互いに類似するが,Ⅳ群にはSbを 含有してい

るのに対し,V群にはSbは含まれていない点で異質のものと云えよう。

引用文献

1) 三辻利一 (1983):「 日本の古銭の成分について」日本金属学会会報,第 22巻 ,第 12号  P1062～ 64
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表 1 試料一覧表

試料番号 遺 跡 名 称 所 在 地 出 土 位 置 直径(cm) 特 項事記

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

37

38

39

40

41

42

43

44

45

一の谷遺跡群

杵田八丁遺跡

長 砂 古 遺 跡

延 命 遺 跡

利 生 寺 遺 跡

村中

高

跡

城

遺

松

″

観音寺市

豊 中 町

高 瀬 町

善通寺市

高 松 市

S X101

サ38第 2層
コ39第 2層
ヌ21第 3層

S T03

L3包含層

18第 203層

19第 203層

包含層

G6包含層

SD-1,SD-14

市道部(攪乱)

木樋中

C8第 5層

目隠し塀礎石直
下

116第 5層

C16第 4層

C12第 3層

A12第 3層

012第 3層

K18第 3層

B8第 3層

A16第 3層

C16第 3層
C16第 3層

F16第 3層

K16第 3層

012第 3層

012第 3層

18第 3層

18第 3層

C12第 3層

K80S B03第 3層

012第 3層

016第 3層

A12第 2層

C12第 2層

A8第 3層

B8第 2層

2.48

2.35

2.3

2.35

2.45

2.45

2.3

2.45

2.48

2.55

2.5

2.5

2.55

2.45

2.5

2.4

2.3

2.45

2.45

2.38

2.55

2.45

2.38
2.25

2.35

2.48

2.6

2.51

2.41

2.47

2.38

2.28

2.55

2.49

2.35

2.4

2.25

2.48

まずまず良好。

少し歪みがある。全体に不明瞭である。

少し歪みがある。“宝"の字が不明瞭である

判読困難である。

副葬品。

″ 8と癒着している。

10と 癒着している。

半分に割れている。かろうじて “寛"の 字が

判読されるのみ。

半分に割れている。いずれの字ともに判読困
難である。

少し歪みがある。左半分の文字が判読困難で
ある。

全体に不明瞭である。

良好。

非常に良好。

裏面に “文"の字が入る。ひび割れが少し入
る。まずまず良好。
“寛",“宝"の 2字が不明瞭である。

裏面に “文"の字が入る。半分が欠損。全体
に不明瞭である。明治。

裏面に “文"の 字が入る。全体に不明瞭であ
る。17世紀。

全体に判読困難である。17世紀後半。

“永"の字以外は不明瞭。17世紀。

全体に不明瞭である。19世紀後半。

全体に判読困難である。明治。

全体に不明瞭である。明治。

全体に不明瞭である。明治。
“寛",“宝"の 2字が判読困難である。明治。

全体に判読困難である。明治。

半分が欠損。かろうじて “永"の字が確認さ
れる。明治。
“寛",“永"の 2字が不明瞭である。明治。
全体に判読困難である。明治。
“寛"の字が不明瞭である。明治。

全体に不明瞭である。明治。

全体に不明瞭である。明治。

全体に不明瞭である。明治。
いずれの字ともに部分的に判読不可能であ
る。明治。

判読困難である。明治。

全体に不明瞭である。明治。

判読困難である。明治。

裏面に “文"の 字が入る。まずまず良好。明
治。
“寛"の字が不明瞭である。明治。

判読困難である。明治。
“寛",“宝"の 2字が不明瞭である。明治。

全体に判読困難である。明治。
“寛"の字が不明瞭である。明治。
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図 1 標準古代青銅銭,五鉄銭の蛍光X線スペク トル

12● e● l_petteetteeeette曖曖曖etteett12曖 etteettQ QQQQQQttQQQp_p_ep_cQQQQ

FS= 5K    КEUEX― RAY

06

(Gdタ ーゲット使用)

図 2 キセル吸日の蛍光X線スペク

QQQQQQQQQQQQQ

QQQQttCeCCecQQQQQ
FS= 5κ     κEUEX―

9-fv 卜使用)

QQQ
RnY

l-fv 卜使用)

QQQQQQQQQecQ電
HS= 21Eυ ′C ll

(MO

トル

e12曖曖eeeee曖曖ceeeelEcelEQee12eee曖 曖崚l■ e

FS= 5Ⅸ    肛EWE器―鳳nT  tts= 40EUノ C‖

(Gdタ ーゲット使用)

図 3 かんざしの蛍光X線スペク

Ｍ 。

　

　

ル

ceQcececeececeececeeQQQeeeeceeQ9

FSヨ  lK    K E tlE X― Rハ γ  HS= 4● Eυ ノじ

“

cceeeQQQQQeCCeCececeQQQQQQQQQQQe
FS= lK    KEUEX― RAY  HS= 20EU/CH

It'14 'lE

(Gdタ ーゲット使用)(MOタ ーゲット使用)
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QQQQttp_QQQQ

FS= 2K

Pb

ececece2巴 e

S= 4 0 Etr′・cH

図4 寛永通宝 (NQ l)の 蛍光X線スペクトル

(Gdタ ーゲット使用)

図5 寛永通宝 (NQ 2)

図 6 寛永通宝 (NQ 3)

ooceceeceeceQこ Q Q QttQ● ●QeQttQQQQQeC
FS= 2K    KEUEX― RnY  HS= 20EU/CH

(MOタ ーゲット使用)

の蛍光X線スペク トル

ccecececececcQQQQQecececeeQQ● 曖ce

FS= 2κ     κEUEκ ―RnY  H3= 20EUノ CH

(MOタ ーゲット使用 )

の蛍光 X線スペ ク トル

●etteeeececeeceecceecettQLDeeCeCeeLD

FS= 2κ     κEUEX― Rnl・   Hs= 20 Etrプ 。cH

ceeecececcece

FS= 2K    KEU

08・ 10 12・ 14 
・
16~

CCJCCCeCttcccttCCeCttQl

EX― RnY  H9= 40EU/じ ‖

1こ  16  2■  
‐
24 

‐
13

(Gdタ ーゲット使用)

曖曖e曖 1,崚颯e曖曖

=3 
導田E響 ●r‖

(Gdタ ーゲット使用)

…

|… |… |… |…

(MOタ ーゲット使用)
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図 7 寛永通宝 (NQ 4)

曖曖12121P曖 電e曖曖曖曖曖曖eQ曖曖曖曖曖曖曖eQ12僣ロロ曖口e

FS= 2Ⅸ     はElllE‖―冊曲Ψ  ttS= 40EWノ CH

の蛍光X線スペクトル

Qec曖嘔電曖ettlpttlplpe曖 曖曖曖e燿曖樫曖樫曖曖曖腱ettQ曖

FS= 2艦     置EWE‖ ―臓由V  ⅢS= 20EItllrC“

図8 寛永通宝 (NQ 5)

12e:212曖 曖電e電性曖曖曖曖曖elele曖曖曖e曖曖彎●曖曖檀曖煙●

FS= 2艦     餞EWE‖―PlnT  Hls= 4oEtllrcH

の蛍光X線スペクトル

lEICPIP口':pee□:pee崚 ロロ曖eett12e12曖 e曖曖曖曖e曖 崚e

図9 寛永通宝 (NQ 6) の蛍光X線スペクトル

●e00 0 0 LDe e eこ eceeceeeQQQtteecctteece

FS= 2K    KEUEX― RnY  HS= 20EU/CH

(Gdタ ーゲット使用)

|

(Gdタ ーゲット使用)

…
|… |… |¬

…
[… I:|… |… 1…
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図10 寛永通宝 (NQ 7)

口eett12口 l_●ロロ曖曖曖曖曖曖曖曖曜曖曜曖曖曖電曖PPPIP:口曖|]

FS= 2ド     はEttE‖―mmT  Ⅲs= 41DE叩 ノIEH

の蛍光X線スペクトル

CeCeC● L■ eCeCeececeececcet曖 電こ曖eQ● e

FS= 2K    KEUEX― Rハ 7  HS= 2● E tl.′ CH

図11 寛永通宝 (NQ 8)

●e曖曖ee12ce曖曖曖e12曖 12曖 e曖檀曖12曖 l12樫 曖曖12曖曖12●

FS= 2肛     旧EWEM― IFittT  H5= 4QEllllノ CH

(MOタ ーダット使用)

の蛍光X線スペク トル

曖12嘔 曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖檀ee曖曖曖曖1212121_ptt12曖曖曖e

FS= 2朧     脱EWE∬―P曲
:ド  ‖8= 20E叩∫[‖

(Gdタ ーグツト使用)

図12 寛永通宝 (NQ

Cu Pb

(MOタ ーゲツト使用)

10)の 蛍光X線スペク トル

●ceeeeeeeeeeeeeeeeettQ也 曖曖QQccceee

(Gdタ ーゲツト使用)

ce曖曖e慢颯曖曖曖曖:口曖曖121_p睦 理筐曖曖也曖曖l_p壇曖世lFel_W曖

Fs= 遭Ⅸ    REWE‖ ―R由・T  ⅢSt 4田 EIリギ!じ‖

||・

…

|… |°

~|・ ・ ・

|… 丁

…

|… |… 丁

~「

¬ |

(Gdタ ーゲツト使用)

日1・ 1].12 ・
14

(MOタ ーゲット使用)
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図13 寛永通宝 (NQll)の 蛍光X線スペクトル

eecececeeececeeeceeceettececttQQQe
FS= 2K KEUEX… RnY  HS= 40EU/CH

(Gdタ ーグット使用)

図14 寛永通宝 (NQ12)

●QQeec曖也ece● ●●●Qtte c e L● eeeececeeee
FS= 2K    KEUEX― lti n Υ  HS= 40Eリ ノCH

ecJeceeceQQceL● CCeL● CeteceeceeeQQte
FS= 2K    KEUEX― R∩ Y  HS= 20EUノ CH

(MOタ ーグット使用)

の蛍光X線スペクトル

曖lP曖曖曖12● 12曖曖e曖曖曖崚曖燿曖曖曖崚曖ettee曖12eeee

図15 寛永通宝 (NQ13)

EJccecececceLDttCeceeccecceQQQQQQQe

の蛍光X線スペク トル

12曖 曖l_p曖 ロロ12ett12曖 曖e曖曖ele1212e12ce曖 崚セQttQtte

FS= 2ほ     ぼEUE‖―置lRIT・  榊s= ごGECF′CH

01 0書  1= 1` こ■

日1 1日

(Gdタ ーゲット使用)

●き'12 24 
・
2摯

Pb P

日さ
・
t日
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図16 寛永通宝 (NQ14)の 蛍光X線スペクトル

CC● eCLDeCeecccJcこ QQQQeeQQQLDeQQQQQQQ

FS= 2К     КEUEN― RnΥ   Hs= 40Etlr cH

(Gdタ ーゲット使用)

(Gdタ ーゲツト使用)

図18 寛永通宝 (NQ16)

ecc● Qcececeecec曖 曖曖c曖 ●●●●LD曖 ●Qtte e e

FS= 2K    KEUEX― Rr sn lS= `:IEり ごむH

図17 寛永通宝 (NQ15)の 蛍光X線スペクトル

Qセ ceQQ● QQ曖 曖Qee      l_peettl_p曖 曖曖曖曖曖曖曖12曖 12曖曖曖曖曖曖曖曖曖12曖 曖樫哩曖IP

T  HS・  4● EUメ CH      FS= 2ド    はIEWE‖―駐山T  ⅢS= 2田 Elkllが 彎H

(MOタ ーゲット使用)

の蛍光 X線スペク トル

電ceecececceteceeeeセ eeceeeeeeeeeLD

■曖曖曖:2曖 !2曖 l口曖121212颯 l_● 曖曖l_p:212檀 置le曖曖曖曖曖曖曖le12

Ff= 2に     ‖ElllE‖―臓曲7  Hs= ご口EりがC“

(MOタ ーグ ッ卜使用)

FS= 2κ KEtlEX― RAΥ   HS= 2● EU′・CH

●LDeteCQeecececcttQttQセ CeQQ● QQ曖 曖Qee

Fう = 2民     REUEX― RnY  HS■  4● EUメ CH

KEUEX― Rr sn lS= `:IEり ごむH

r:'i"lt .l ' ,:' b 'E'j 'I l:t

(Gdタ ーグット使用)
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ccececececeeQQQQQQQQQQQQQQeQQeee
FS= 2К

図19 寛永通宝 (NQ17)

eeQQQQQQQQQQQQQQeQQeee

KEUEX― RnY  HS= 40Eり
`′
CH

の蛍光X線スペクトル

lFelEIPettettelpeeett12燿曖Qセ etee:2曖曖e12口曖ee

(Gdタ ーゲット使用)

図20 寛永通宝 (NQ18)

(MOタ ーゲッ

の蛍光X線スペク トル

LD e e e LDLD e e e C e e e Q● Qeeeceecececcecee

の蛍光X線スペク トル

曖曖曖曖曖12曖 曖lale曖 曖曖曖曖ette曖曖曖曖睦噌彎曖曖理曖曖曖|⊇

●●epeeeeecece
FS= 2K    KEU

ecece● eceeQ
HS= 40EU/CH

”
　
　
一　
　
　
　
ｎ

こ

Ｖ

「
―

―

Ｉ

Ｓ

ｅ

　

一

」

０

　

一Ｅ

¨

(Gdタ ーゲ ッ卜使用)

図21 寛永通宝 (NQ19)

曖颯el口留l口曖曖樫曖|ユ曖檀燿曖巳曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖崚ett121ple

FS= 置に    はEWEN―樅曲T  HIS= 40に叩r¨E‖

(Gdタ ーグット使用)

口ど 日4 16・ o■
'1●

(MOタ ーグ ッ
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図22 寛永通宝 (NQ20)

I_pel_OLpLp曖 曖e曖曖曖曖曖曖■ttQ曖曖曖曜曖曖曖曖tetttee曖

F33 2ほ     露Eり E潔―RttT  HSt 40E叩 プGH

の蛍光X線スペクトル

cleececccececc・ QcccecQQQeeceeceee

(Gdタ ーゲット使用)

図23 寛永通宝 (NQ21)

etteeee● e曖曖曖曖曖etteLtt■ e● Qtte曖 磁Q曖曖巳曖Q

FS= 2に     はEtuEX― PttT  H9= 4□ EW∫ CH

eeceQQQececececeQQQQQQQQQQQeeece
FS= 2κ     КEUEX― Rハ 1'  HS= 40EUダ CH

(MOタ ーゲット使用)

の蛍光X線スペク トル

ceecececeeeLDeCQQQQQQこ Q e cttQ Q Q● cee

p_LD e Q Qセ Q● cceccecttQQQQQQQeCCeecece

FS= 2K    k/EUEX― RnY  Hs= 2● Eげ ′・CH

(Gdタ ーグット使用)              (MOタ ーゲット使用)

図24 寛永通宝 (NQ22)の 蛍光 X線スペク トル

FS= 2K    K E tlE X― RnY  Hs= 20EUメ CH

08 12 16 21 24 2書

КEUEX― Rハ 1'  HS= 40EUダ CH

(Gdタ ーグット使用)

k/EUEX― RnY  Hs= 2● Eげ ′・CH
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図25 寛永通宝 (NQ23)

cQQceeceeceLDeeQ口 QQQtteeCeteQ● ceeロ

FS= 2K    KEUEヽ ―RnY  HS= 4oEU/CH

図26 寛永通宝 (NQ24)

曖ee曖曖曖曖曖崚曖曖曖曖ψ曖曖曖e曖曖曖曖曖曖曖曖:2曖 e曖曖曖

F33 2に     肛EltuE‖―RttT  ttS―- 4慟 E叩ノCH

の蛍光X線スペクトル

の蛍光X線スペクトル

eel_●曖曖l_pe曖 曖曖曖e曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖曖 l_● 曖:21_p曖 曖

(Gdタ ーグット使用)              (MOタ ーゲッ

図27 寛永通宝 (NQ25)の 蛍光X線スペク トル

●oo● eeeceeececeQQQeceeQecec口 崚cce

卜使用)

崚:2■■曖12瞳 曜曖崚電性彎曜曖電:P曖理lplPe曖 lP崚曖哩曖曖檀曖e

FS= 2肛    肛EttE‖ 一置山T  IH== ■OE叩∫嘔:H

(Gdタ ーグット使用)

1`・ こ●

Q口 曖LDeeCecceeecee
FS= 2K    KEUEX―

日:] 10

QeeeececeeceeceLD

RIn Y  HS= 20EU/CH

FS= 2″     僣IEttE‖―FinT  鮒言= 20EtllF CI「

|」」」」■t「‖¬‖
Pb

■4 □春 1■  1` こ■
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図28 寛永通宝 (NQ26)

12曖 12曜電e曖曖ee曖崚曖セe曖曖曖セ樫曖燿電曖曖電QttQ燿曖曖

の蛍光X線スペクトル

●e● eeettee曖 曖e樫世12曖置曖1212Q哩曖理曖1212曖 曖樫曖●

FS= 2H    ttE叩 〔‖―艦曲W'  鮒S= 2日 ElttrC‖

図29 寛永通宝 (NQ27)

e● o● ooooOececececetteQttQQQQceeece

FS= 2К     κEUEX― RAT  HS= 40EUノ CH

図30 寛永通宝 (NQ28)

eeQQここQeeeeeceetteeeecee● eceeL● eCe

FS= 2К     KEUEX― RRY  HS= 40Eり /CH

(MOタ ーゲット使用)

の蛍光X線スペク トル

!2こ 曖曖世曖理曖IP曖曖曖曖曖曖曖口:P曖電曖e理理曖彗ette僣理曖

(MOタ ーグット使用)

の蛍光 X線スペク トル

l_pl_p曖 曖曹哩e確曜Qセ |ヒセ僣曖eel_ptte曖 電曖曖曖曖曖曖曖e曖 崚

(Gdタ ーゲット使用)

Pb

KEUEX― RRY  HS= 40Eり /CH

14 0百  0■
‐
1日  11 14

(Gdタ ーグット使用)
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図31 寛永通宝 (NQ29)

崚曖:2曖せireeew曖 l口 |ョ曖こ曖曖曖IP曖崚曖僣曖曖ee優曖ettIE

|

Cu

Cu

P

図32 寛永通宝 (NQ30)

ceceecececececceQQQQQQQQQQQQQQCe
FS‐  5K    KEUEX― RAY  HS= 40EU/C‖

の蛍光X線スペクトル

!21p曖曖也曖l_pe曖 !p曖理曖曖曖e曖 !口曖e曖曖曖曖eQQ曖 曖ette

FS= 2慣    rrEwEN―僣輛r`  H〕‐ 28Fιけノ・C“

(MOタ ーゲット使用)

の蛍光X線スペク トル

曖曖曖曖哩曖曖曖曖曖e崚曖曖曖12曖ee曖曖曖ee曖 彎曖電曖曖曖曖

FS= 5‖     REWE鴛 ―餞曲T  rrs= 20Eり
「

cr4

図33 寛永通宝 (NQ31)
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図34 寛永通宝 (NQ32)の 蛍光X線スペクトル
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図37 寛永通宝 (NQ35)の 蛍光X線スペクトル
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図40 寛永通宝 (NQ38)の 蛍光X線スペクトル
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図43 寛永通宝 (NQ41)
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図46 寛永通宝 (NQ44)の 蛍光X線スペクトル
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第 3章 竹道北地区の調査

第1節 調査の経過と概要

一の谷遺跡群の発掘調査が横断道の工事工程との調整のために,工事用道路の仮設あるいは付

替に翻弄されたことと工事用道路部分およびカルバートボックス部分について散発的な先行調査

を要求されたことについては再三にわたり述べてきた。

こうした工事工程を優先する調査工程において,本調査区に限り調査員の意図した当初の計画

通 りに遂行することができたと考えている。調査期間は1985年 9月 27日 ～1986年 1月 31日 である。

当該地区は予備調査時に既に現存する方画地割の方向性に平行または直交する溝状遺構の一部

が検出できたことから本調査においても条里遺構の検出が期待された。

事実,上記の方向性を有する溝状遺構数条が検出できたが, とりわけ注目されたのが 9棟の掘

立柱建物跡 (S B08～ 15)である。しかもS B10～ 12014は形態と規模に差異が存在するものの

現存する方画地割と同一の方向性が見出せた。

また遺構が密集して検出された地区が黄褐色粘質土を基盤とするのに対して,南・北端部に至っ

ては上記の土壌が深く傾斜した後に消滅し,厚い土砂の堆積を確認した。特にノ。ハ19区の下位

において弥生時代前期の河道跡を検出している。
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第 2節 弥生時代前期の遺構 と遺物

'可

道跡 (S X20)

①遺構について

ノ19区東壁面に平行して北流した後に,ハ 19区中央部において直角に屈曲して西流する河道跡

である。遺構の規模は総延長2200cm,最大幅544cm,最深部124cmを測 り,形態は右岸が緩い傾斜

面を呈している。埋土中には弥生土器,土製紡錘車, 自然木が包蔵されていたが, とりわけ屈曲

部の河底部の調査時に多くの遺物を採取することができた。

なお本遺構の形成要因としては,徴高地西部の埋積谷が埋没過程において流路化したことが考

えられる。

②伴出遺物について

1。 土器 (第 449,450図 9～21,451図 )

壺形土器

1は ラッパ状に開口する長い口縁部を有する器形であり,内面に突帯が貼付される。日縁部の

2個の穿孔については蓋形の資料を固定するために用いられたことが考えられよう。 2～ 7は 口

縁部が短い形態であるが, 2は 日縁部内面に突帯を貼付することにより注目を造出している。ま

た 3の胴部は焼成後に人為的に穿孔されていることから実用性を抹消する意図によることが推測

できる。

甕形土器

8, 9は大型の器形であり,胴部最大径

が口径を凌ぐ。日縁部はわずかに外湾する

形態である。10,11の 口縁部の造作は 8,

9に共通するが, 日径が胴部最大径を凌駕

する器形である。12は上端部を平面化する

ことにより逆 L字形の口縁部を造出する。

13の 口縁部は内湾する形態であり,上胴部

に把手状の突起を造 り付ける。

ところで第451図 1～ 4は本遺構におい

て一括出土した資料であるが,1,2が 10,

11に酷似した器形である。

鉢形土器

15。 16の 口縁部は外湾する形態である。

―

雉

~  2

0 5cm

3

第448図 河道跡 (S X20)伴 出石器実測図

2。 土製品 (第 450図 22)

紡錘車が1点出土したいる。表面は中心部から外方向へ傾斜する形態であり,裏面は平坦に成

O
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第449図 河道跡(S X20)伴 出遺物実測図(|)
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第450図 河道跡(S X20)伴 出遺物実測図(2)
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第451図 河道跡(S X20)伴 出遺物実測図(3)  ~―

形されている。直径5。 3cm,最大厚1.4cm,重さ40.5gで ぁる。

3。 石器 (第 448図 )

1は磨製石庖丁である。背部は直線的な形態であり,刃部は外湾して逆三角形を呈する。

石鏃 (2)は無茎凹基式の資料である。

3の石錐は長い先端部を有する。

第 9表 竹道北地区掘立柱建物跡一覧表

遺 構 名 称 略 称 位 置
構  造 規  模

主 軸 方 位 挿 図 番 号
梁間 桁 行 梁間 桁行

第 8号掘立柱建物跡 S B08 ネ0ノ 20 2間 3間 N-59° 30′
 ―W 第452図

第 9号掘立柱建物跡 S B09 ネ20 2間 2間 316 N-60° 30′ ―E 第453図

第10号掘立柱建物跡 S B10 ネ20 1間 4間 N-61° 30′  ―W 第455図

第11号掘立柱建物跡 S Bll ヌ20 1間 2間 N-59° 30′  ―W 第454図

第12号掘立柱建物跡 S B12 ヌ20 2間 3間 N-27・ 30′ ―E 第456図

第13号掘立柱建物跡 S B13 ヌ21 2間 3間 N-36° 一E 第457図

第14号掘立柱建物跡 S B14 ネ21 2間 4間 N-27° 30′ ―E 第458図

第15号掘立柱建物跡 S B15 ネ・ノ20 2間 2間 257 N-28° 30′ ―E 第459図

規模 三単位cm
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第 3節 その他 の遺構 と遺物

1 掘立柱建物跡

(1)第 8号掘立柱建物跡 (S B08)(第 452図 )

ネ・ ノ20区 において, S D44の 埋没後にその上位に構築されている。梁間 2間 (352cm),桁 行

3間 (670cm)の 規模である。西壁面から桁行 1間幅の空間については庇状の施設あるいは間仕切

り壁面を有する独立した部屋としての利用が考えられる。    E   E
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第452図 第 8号掘立柱建物跡実測図

(2)第 9号掘立柱建物跡 (S B09)(第 453図 )

ネ20区の S B08の北西方 3mに位置する。北・東壁面が現用水路下に埋没しているために原形

0    1om
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は不明であるが,梁間 2間 (316cm),桁 行 2間 (340cm)の 方形気味の平面形態を有していると考

えられる。

なお北西隅部の柱穴を除く他の柱穴内部には柱痕が遺されていることから,柱材としては直径

7～ 17cmの丸材が用いられていたことが判る。
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(3)第 10号掘立柱建物跡 (S B10)(第 455図 )

ネ20区北半部において検出した。S B09と の直線距離は4。 4mを測る。

構造は梁間 1間 (443cm),桁 行 4間 (886cm)で あるが,特に東・西壁面

る2間幅に相当する規模である点が特徴的である。

また,遺存していた柱痕の測定により,柱材の規模が直径9.5～ 21cmで あっ

なお本遺構の柱穴がS D40045の 上位を穿って設けられていることから,

8
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は明白である。

(4)第H号掘立柱建物跡 (SBH)(第 454図 )

ヌ20区南端中央部に所在しており,梁間 1間 (187cm),桁 行 2間 (463cm)の 構造を有する。床

面積が最大8。 7m.と 小規模である点から居住遺構の性格を与えることは難しいであろう。

(5)第 12号掘立柱建物跡 (S B12)(第 456図 )

ヌ20区 においてS Bllの北東方2.6mの位置に所在する。梁間 2間 (458cm),桁 行 3間 (730cm)
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の構造を有しており,北壁面から桁行 1間幅の位置に間仕切 りの壁面が設けられていたことが考

えられる。したがって北壁面沿の空間は庇状の施設あるいは独立した部屋として用いられたもの

であろう。
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⑬ 一A′

|

L=14′ 500里
B′

L=14′ 500里
A′

0     1m

第457図 第 13号掘立柱建物跡実測図

(6)第 13号掘立柱建物跡 (S B13)(第 457図 )

ヌ21区西半部において検出した。梁間 2間 (495cm),桁 行 3間 (670cm)の 構造を有する遺構で

ある。

(7)第 14号掘立柱建物跡 (S B14)(第 458図 )

①遺構について

ネ21区南半部に所在 してお り,遺存する構造 と規模は梁間 2間 (477cm),桁 行 4間 (790cm)で

ある。ただし北壁面幅が 2間構造であるのに対 して,南壁面は中央部に柱を有 しない 1間構造で
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ある点から,本遺構が南方へ拡大することも十分考えられるであろう。

(8)第 15号掘立柱建物跡 (S B15)(第 459図 )

ネ0ノ 20区 においてS D38039が埋没した後,その上位に構築されている。構造は梁間 2間 (257

cm),桁行 2間 (293cm)で ある。北壁面中央部の柱穴の埋土に柱痕を確認しているが, これによ

ると柱材は直径14cm程度の規模の丸材であったことが推測できる。

ところで本遺構の東壁面とS B08の西壁面はほぼ同一ライン上に設けられていることから規格

的に構築されたことが考えられよう。しかも両者が至近距離 (lm)にある点は,本遺構がSB

08の付属的な性格を有することを示唆している。

◎

|

m
L=14′ 500里

A′

第458図 第 14号 掘立柱建物跡実測図
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(9)掘立柱建物跡伴出遺物について (第 460図 )

本項において報告する資料は総て各掘立柱建物跡の柱穴の埋土中より出上したものである。し

たがって遺構の廃絶時期を示唆する遺物が主体であることが考えられる。

E      E 1は円盤状の粘土塊を底部に貼付すること

により,高台部が造出されている。また底部

内面に強いナデ調整を施すことにより,底部

の壁面を薄く仕上げる。黒色に発色した資料

である。

2, 3は黒色土器の高台部分であるが, 2

が直線的に開脚するのに対して, 3はやや内

湾気味に開脚する形態である。なお前者の内

面には暗文を観察することができる。

4については遺存する部位が少ないために

原形を復元することが難しいが,深い器形が
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房雹    朕ダメ恣恣ギダ  L_十 二
m 5は いわゆる小皿と呼称される遺物に相当

する。第459図 第 15号掘立桂建物跡実測図

6の器形については判然とするに至らなかった。 7, 8は土師器の椀形の器形である。とりわ

け 8の遺存状態が良好であり,直線的に開脚する高台部と外反気味に開口する日縁部が特徴であ

る。 9は容量が極めて小さい皿形の資料である。

5

--- -J^

o 
'ott4 SB12#

第460図 竹道北地区堀立柱建物跡伴出遺物実測図
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2土 坑

(1)第253号 土坑 (S K55)

①遺構について

ノ20区西端部において検出した最大径56cm,深 さ

4 cmを 計る不整円形の平面形態を呈する遺構であ

|

2

る。

'1図

1,2)    :°
2 

ョ ::l―
」 匿 ｀ L

②伴出遺物について (第4(

0         10cm
これらはいわゆる小皿の資料である。両者ともに

口縁端部がやや肥厚する形態である。 第461図 竹道北地区土坑伴出遺物実測図

(2)第254号土坑 (S K56)

①遺構について

ノ20区の中央部から南寄 りの位置において検出した。 S K55と の直線距離は 8mでぁる。不定

形な平面形態を呈 してお り,長径168cm,短径108cm,深さ6.lcmの 規模を有 している。

②伴出遺物について (第461図 3)

椀形の器形の高台部分である。

3 溝状遺構

掘立柱建物跡による集落の東,西,南縁辺部に平行する位置において,居住遺構に付設するこ

とが考えられる溝状遺構を10条 (S D34,35,50,51,53～ 57,61)検 出した。これらの遺構に

ついては,方向性が居住遺構のそれに完全に合致する特徴を有している。

ところで集落の北縁辺部に人為的に穿たれた溝状遺構が検出されなかった要因については,当

該地区が凹地状の地形を呈していたためであると考えられる。

その他の不規則な方向性を示す遺構は自然の営力により形成された流路であろう。

(1)第 66号溝状遺構伴出遺物について (第462図 3～ 8)

甕形土器

3, 4は く字形に外反する日縁部を有する。 5は変化点が不明瞭な平底, 6がやや突出した平

底の形態である。

高杯形土器

7は杯部の屈曲部以上の部位の長さが,屈 曲部以下の部位の長さを凌駕する器形である。また,

日縁部の湾曲が弱い。 8の脚部は端部が水平方向に屈曲するが,屈 曲部以上の部位は筒状の形態

である。

(2)第74号溝状遺構伴出遺物について

1。 土器 (第 462図 9)

9は椀形の器形であり,高台部が水平方向に開く。
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2。 須恵器 (第462図 10,H)

10は鉢形の器形である。杯身 (11)は遺存状態が著しく悪い。

3。 瓦 (第 462図 12)

平瓦片が 1点出土している。表面には細目の布目痕が認められる。

(3)第 75号溝状遺構伴出遺物について

1。 土器 (第 462図 13～ 17)

13は甕形土器であり,胴部最大径が口径を凌駕する器形である。

14,15については椀形の器形であることが考えられる。いずれも断面三角形の低い高台部を有
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第462図 竹道北地区溝状遺構伴出遺物実測図
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態は全 く不明である。

2.石器 (第 463図 1)

する。

-   2

1   S D49

無茎凹基式の石鏃が 1点出土してい    2 S D52

る。

(4)第76号溝状遺構伴出遺物につい

て (第 462図 18～20)

0           5 cln

第463図 竹道北地区溝状遺構伴出石器実測図

18は椀形の器形であ り,底面がやや突出する。19,20については皿形の器形が考えられよう。

(5)第79号溝状遺構伴出遺物について (第 462図 21)

原形は豊中町宮山窯跡出土の大型高杯の杯部片に類す る器形が考えられる。凸条 2条の下位に

櫛描波状文を施す。

(6)第84号溝状遺構伴出遺物について (第 462図 22,23)

22は 口径の小さい皿形の器形であ り, 日縁端部を丸 く成形する。23については遺存状態が悪い

ために原形を復することが難 しいが,高台を有する椀形の器形であることが推測できる。

(7)第85号溝状遺構伴出遺物について

1。 土器 (第 462図 24)

原形を明らかにすることは難 しいが,脚台部を有する椀形の器形である。

2。 石器 (第 463図 4)

小型のつまみ部を有する石錐である。

4 不明遺構

(1)IPll列状遺構 (S X24～ 29)

ネ21,22区 において, S D50にはぼ平行する方向に,小規模なピットが列を 7条形成 している

状態が確認された。 これらの構築位置は集落域の東縁辺部に相当することから,建物を包囲して

いた柵列の一部が遺存 していることが考えられる。                  1

しかしながら,構築時期を明らかにする遺物は採取されていない。

(2),可道展亦 (S X17, 21)

調査区の北,南端部の低地が流路化 したことが考えられる。

①S X17伴 出遺物について

1。 土器 (第 464図 1)

鉢形の器形であ り, 日縁部をく字形に外反する。
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|-6 S X17
7   s x21

0                  1ocm―●

7

第464図 竹道北地区河道跡伴出遺物実測図

4
く2ゝ   5

第465図 竹道北地区河道跡 (S X17)

0            5 cm

伴出石器実測図

2.須恵器 (第 464図 2～ 6)

蓋杯

2,3の かえし部は内傾する形態であることから既に形骸化の過程にあることが考えられる。

また器高が低いために浅い器形 となる。

壺

4, 5の 口縁部はいわゆる玉縁状を呈 し,胴部は肩が張る形態である。 6は短頸壼 と考えられ

る資料であ り,頸部が直立する。 したがって蓋を有 しなかったことが想定できる。なお以上の遺
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物の特徴は陶色第 2型式第 4段階の資料において認めることができる。

3。 石器 (第 465図 )

1は両端部に扶りを有する形態の打製石庖丁である。背部は祭J離調整を施さないために原石の

自然面を遺している。

2, 3は無茎凹基式の石鏃である。

石錐 (3, 4)は小型のつまみ部を有する。

(3)S X21伴出遺物について (第 464図 7)

丁 .N.

4

脚部と考えられる須恵器であるが,上部の形態は全 く判

らない。 1個の粘土塊を棒状に成形した後,外面を削るこ

とにより10面 の縦方向の平面を造出している。

L=14′ 200m

A―一

A′
 5 土坑墓

ヌ21区南西部において,江戸時代以降に構築されたこと

が推測される 4基の埋葬遺構の調査を行った。ただしこれ

らの遺構 と併存 していたことが考えられる遺構は検出され

ていない。

(1)第 1号土坑墓 (S T01)(第 466図 )

一 A′
 土坑の規模は長径74cm,矩径53cm,深 さ14cmを測 り,不

整な長楕円形の平面形態を呈する。また底面に密着した状

態の木製の棺材が遺存していた。

(2)第 2号土坑墓 (S T02)(第 468図 )

L=14′ 200m
A――          ――A'

0           25Cm

―
第468図 第 2号土坑墓

実測図

第466図 第 1号土坑墓実測図

第467図 第 4号土坑墓伴出遺物実測図
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他の 3基の遺構に比すると小規模であることが判る。土坑の規模は長径39cm,短径22cm,深 さ

3 cmである。底面から遊離した位置において棺材の一部が採取できた。

.N。   (3)第 3号土坑墓 (ST

年    03)(第
469図 )

A′  土坑の平面形態は整然 と

した長楕 円形 を呈 してお

り,長径84cm,短径47cm,

深さ20cmの 規模を測る。

(4)第 4号土坑墓 (ST

― A′ 04)(第 467,470図 )

土坑の平面形態は不整な

長方形であり,長径48cm,

L=14′ 200m

A―一

士璽

鉢

皿

o           25Cm

―

第469図  第 3号土坑墓実測図

2.須恵器 (第 471図 H～28)

蓋杯

第470図 第 4号土坑墓実測図 短径39cm,深 さ6 cmの 規模

を有している。底面に密着した状態の棺材を検出している。

6 包含層出土の遺物

1。 土師器 (第 471図 1～10)

2～ 6は椀形の器種である。 7は皿形の器形であるが,胴

部に屈曲部を有するために容量が小さくなる。 9,10は把手

状の形態である。

11の つまみ部は形骸化の過程にあることが判る。13～ 15は 小型の資料である。

杯身 (17,18)は 高台部が外方向に開脚する形態である。

23の 口縁部は端部を屈曲させることにより肥厚する。

24は容量の小さい鉢形の器形である。25～ 27は陶邑第 1型式の資料に類する遺物である。

21については皿形の器形が考えられる。

3.瓦 (第 471図 29)

布 目瓦の小片が 1点 出土 している。

4。 石器 (第 472図 )

結晶片岩の崇J片 を利用 した打製石庖丁である。両端部に扶 りを施していることが判る。なお原
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材料の石材の性格により,鋭利な刃部は造出されていない。

・・
８

Ｒ

＝

日
一

3

三ヽ二II=士≡≡≡≡(14

…

5 
｀
と正三⊥=≦董亀

12

、ヽ====二===」ヒ
=三

二二
===買「 17

|

２９
　
　
・〓
口
　
２

彗
ヽ
□
鐵

記
Ｌ

Ｉ

■皇趙
一一一一一一一一

一一一一一一一一

ハ
ーＩ

Ⅵ

、

Q Ψ oЮ

乳

〉
15

ゝ≡三王
=≡≧=二豊聾可

亀 8
_ヽ__二_』ョL _―「-20

2(戻][[]三 二 [][]~~~~~~~~171

ヒ円¬¬_____TCln

第471図 竹道北地区包含層出土遺物実測図
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第472図 打製石庖丁実測図
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童
日

昭和61年 1月 14日 ,香川県教育委員会 教育長 吉田 茂氏は四国横断自

動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘の際に 4基の土坑墓より出土した骨につい

て,香川医科大学法医学教室において下記事項を鑑定し,書面をもって提出

するように本鑑定人に依頼された。

鑑 定 事 項

一の谷遺跡群出土の骨 (1号墓 [ST-01], 3号墓 [ST-03], 4号墓

[ST-04]について,

1 人骨,獣骨の別   2 性別  3 生活年齢 (成人か幼児か)

4 火葬の有無     5 いつ頃 (時代)の骨か

6 死亡原因      7 その他参考事項

以   上

よって,私は,歯科医師 十川 和彦氏 (木田郡三木町,当教室研究生)

及び香川医科大学文部技官 大井 敏彦氏の各補助を受けて諸検査を行い
,

検査結果を総合的に検討して本鑑定書を作成した。

一の谷遺跡群出土の骨 (1号墓 [ST-01], 3号墓 [ST-03], 4号墓

[ST-04])|ま ,

1 全て人骨であ り,歯牙の歯冠部,頭蓋骨片,長管骨々片である。

2 性別は, 1号墓 [ST-01]と 3号墓 [ST-03]は男性, 4号墓 [S

T-04]は不明である。

3 生活年齢は何れも成人であ り, 1号墓 [ST-01]は 20歳前後, 3号

墓 [ST-03]は 50～ 60歳, 4号墓 [ST-04]は 12～ 18歳である。

4 何れの骨 も火葬は行われていない。

5 骨の時代及び死亡原因は不詳である。

主

―-524-―



鑑定資料の骨は何れも小さい破片であり,鑑定資料としての限界が著

しい。今後は発掘現場における専門家の立合検査が望ましい。

鑑 定 理 由

第 1項 人獣骨の鑑別と部位の判定

資料の何れにも,ほ 完ゞ全なヒトの歯冠部が含まれ, 1号墓 [ST-01]
の資料には鳩卵大内外の頭蓋底骨々片 (側頭骨錐体)で ヒトの内耳孔部のも

の左右側各 1個,ま た, 3号墓 [ST-03]の資料には同じく小鶏卵大でヒ

トの右側の内耳孔部のもの 1個を各存するので,

○資料は,全て人骨である。

形態学的な特徴によって資料の各部位を判定した。即ち,

01号墓 [ST-01]の資料の内,部位の判明したものは,下図歯式による

歯冠部29個,鳩卵大内外の頭蓋底骨々片(左右側の側頭骨錐体の内耳孔部)

2個,母指頭大内外の頭蓋骨々片10個,長 さ約6.5～ 8.Ocmのルト骨々片 2個

である。

(右上)87654321 1  2  3  4  5  6  ×  8 (左上)

(右下)8765432× × 2345678 (左下)

0 3号 墓 [ST-03]の資料の内,部位の判明したものは,下図歯式によ

る歯冠部14個 ,小鶏卵大の頭蓋底骨々片 (右側の側頭骨錐体の内耳孔部)

1個,母指頭大内外の頭蓋底骨々片 7個,小指頭大～小鶏卵大の頭蓋骨々

片19個,長 さ約3.0～ 5.Ocmの 下顎骨々片 (順孔開口部)2個,小鶏卵大の

脊柱の椎体骨々片 1個,長 さ約3.0～ 6.Ocmの 長管骨々片 5個である。
(fiI) x x 6 x 4 g x xlx Z x 4 x x x x (EI)
(fiT) 8 7 6 5 x x x xlx x 3 x 5 6 7 8 (ET)

以
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0 4号 墓 [ST-04]の資料の内,部位の判明したものは,下図歯式によ

る歯冠部12個 である。

(fi-t) x x x x x x x xlx x x x x x x x (左上)

(右下)× 765× 32111234× 67× (左下)

第 2項 性別と年齢の判定

3号墓 [ST-03]の下顎骨々片 (順孔開口部)を除いて,資料の骨破片

から性別や年齢を判定することは不可能である。しかし,ほ 完ゞ全な形態を

残す各歯牙の歯冠部が参考となる。

l号墓 [ST-01]の歯冠部は29個あり,上顎の左右側切歯と下顎の左右

犬歯が大きく男性である。一方,智歯 4本を萌出しているが,歯牙の咬耗は

エナメル質に限局して軽度であり,左右上下の大歯に殆ど咬耗を認めない。

なお,個人の咀疇状態や食習慣によって歯牙の咬耗は著しく左右されるが
,

「咬耗値による推定年齢算出表」によると歯牙の咬耗度及び推定年齢は次表

の通 りである。(竹井哲司 :歯の咬耗による年齢の推定, 日本法医学雑誌 ,

24 (1),  4-17, 1970)

歯牙の咬耗度 (括弧内は推定の咬耗度)

０

７
Ａ

一

Ａ

６

Ａ

一

Ａ

５

Ａ

一

Ａ

４

Ａ

一

Ａ

３

Ａ

一

Ａ

２

Ａ

一∴一
Ａ

２

Ａ

一

Ａ

３

Ａ

一

Ａ

４

Ａ

一

Ａ

５

Ａ

一

Ａ

６

Ａ

一

Ａ

７

Ａ

左側 第 2大臼歯

第 1大臼歯

第 2小臼歯

第 1小日歯

犬

倶J

内

右側 第 2大臼歯

第 1大臼歯

第 2小日歯

第 1小日歯

犬   歯

歯

歯

切

切

側

内

歯

歯

歯

切

切

A
A
A
A
A
A
A

-3.85
-0。 48

-0.30

+0.85
-6.33
-2.81
-3.20

A
A
A
A
A
A
A

-4.02
+1:63
-3.89
-5.69
-0.59
+1.48
-1.20

咬耗度数値の合計は-28.40であり,基本データーの平均年齢45。 82歳

に加えると,本例の推定年齢は17.42歳 である。
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〇 以上の諸検査の成績を総合して, 1号墓 [ST-01]は ,20歳前後の男

性と認める。

3号墓 [ST-03]の歯冠部は14個 あり,下顎臼歯部の咬耗が極めて著し

く,強力な咀疇が行われたことが推定されるので男性と判定される。一方 ,

下顎の骨片においては,順孔の開口方向は側方から見ると後上方より後下方

に40度,上方から見ると前方より後方に58度である。順孔の開口方向は加令

に伴っていずれの角度も小さくなり(上條 雅彦著 !口 腔解剖学 1 骨学(頭

蓋学),ア ナ トーム社,1982, p.331),頭 孔の形態から判断すると,いわゆ

る老人である。また,歯牙においては,智歯が蒻出し, しかもその咬耗が象

牙質にまで著しく及んでおり,その他の各歯冠尖端部の咬耗も象牙質まで高

度に達している。なお,歯牙の咬耗は,各個人の咀嘘状態や食習慣によって

著しく左右されるが,「咬耗値による推定年齢算出表」(竹井哲司 :歯の咬耗

による年齢の推定, 日本法医学雑誌,24(1), 4-17,1970)に よると歯牙

の咬耗度及び推定年齢は次の通 りである。

③

７
Ｃ

一

③

６
Ｄ

一

０

５
Ｃ

一

Ｃ

４
０

一

０

３
Ｃ

一

Ｃ

２
０

０

２
０

一

Ｃ

３
０

一

Ｄ

４
０

一

０

５
Ｃ

一

Ｄ

６

Ｃ

一

③

７
Ｃ

歯

歯

切

切

側

内

歯

歯

切

切

側

内

歯牙の咬耗度 (括弧内は推定の咬耗度)

一

:+:一

左側 第 2大臼歯

第 1大臼歯

第 2小日歯

第 1小臼歯

犬   歯

+3.23 右側

+0.49
-0.69

+0。 76

+0。 51

-0。 81

--1.72

第 2大臼歯

第 1大臼歯

第 2小臼歯

第 1小臼歯

犬   歯

D
D
C
C
C
C
C

D
D
D
D
C
C
C

+6.84
+0.50
+3.90
+2.40
-0.10
-0.57
-0.00

咬耗度数値の合計は+16.46であ り,基本データーの平均年齢45。 82歳

に加えると,本例の推定年齢は62.28歳である。
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〇 以上の諸検査の成績を総合して, 3号墓 [ST-03]は 50～ 60歳の男性

と認める。

4号墓 [ST-04]の歯冠部は下顎のもののみ12個 であるが,性別判定に

参考となる特徴を認めない。一方,下顎においては永久歯の歯列が完成され

ているが,各歯冠尖端部に咬耗を全 く認めなく,下顎の右第 2小日歯が永久

歯としては少し大きく同第 1乳臼歯の可能性を否定できない。なお,「咬耗値

による推定年齢算出表」(竹井哲司 :歯の咬耗による年齢の推定,日 本法医学

雑誌,24(1), 4-17,1970)に よると歯牙の咬耗度及び推定年齢は次表の

通 りである。

歯牙の咬耗度 (括弧内は推定の咬耗度)

歯

歯

切

切

側

内

歯

歯

切

切

側

内

咬耗度数値の合計は-28.40であり,基本データーの平均年齢45。 82歳

に加えると,本例の推定年齢は17.42歳 である。

i一 i一 i一 i丁 i~I~1111-1-i一 I-1)一 i

左側 第 2大田歯

第 1大臼歯

第 2小日歯

第 1小日歯

犬   歯

A
A
A
A
A
A
A

-3.85
-0.48
-0.30

+0.85
-6.33
-2.81

-3.20

右側 第 2大田歯

第 1大田歯

第 2小日歯

第 1小日歯

犬   歯

A
A
A
A
A
A
A

×

-7
A

-4.02

+1.63
-3.89
-5.69
-0.59

+1.48
-1.20

〇 以上の諸検査の成績を総合して, 4号墓[ST-04]は,年齢は,12～ 18

歳であり,性別は不明である。

第 3項 火葬の有無

1号墓 [ST-01]と 3号墓 [ST-03]の資料の内には,灰白色であり

外観上は火葬骨を示唆するものも少数ある。しかし,各資料を実体顕微鏡で

検査したところ,骨の海綿質,級密質,骨小梁などの微細構造が灰白色の骨

の全般に亙って完全に保たれており,それらの微細な間隙に土砂の浸入を認

める。また,その他の資料に比べて,灰白色の資料は数倍重 く,ま た,硬度
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も硬い。

高温によって火葬することにより,骨は完全に灰化されて灰白色になる。

その場合に,骨はもろくなり,骨の微細構造は特に外表部分において破壊さ

れる。従って,

○ 灰白色の資料に,火葬は行われていない。また,変色の原因としては,

埋葬後における泥水の浸透が推察される。

なお,昔の特異な葬送の慣習として,自骨化した特別な骨のみに処理を

施すことが民俗学的に考察されるかも知れない。しかし,本件資料の場合,

灰白色の骨片の形態から推測して大小さまざまの骨がその処理の対象 と

なっていて不自然である。

第 4項 骨の時代及び死亡原因

何れの資料においても,骨の時代と死亡原因との推測に参考となる所見を

認めない。

第 5項 その他

鑑定資料の骨は,何れも小さい破片であり,鑑定資料としての限界が著し

い。また,歯冠の内には,同一の資料に同じ部位のものが 2個あるなど発掘

後の資料の混在が示唆された。一般に骨片は淡茶褐色に変色して, もろい状

態であるが,発掘現場においては,歯牙及び骨の形態がより完全な状態であっ

たことを否定できない。

今後は発掘現場における専門家の立合検査が望ましいことである。また,

当研究室としても,古墳等の発掘調査にできるだけ協力する所存です。

以上をもって鑑定主文の理由とする。

この鑑定は昭和61年 1月 14日 から同年 3月 15日 までの間に行ったものであ

る。
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昭和61年 3月 20日

¬口761-07

香川県木田郡三木町大字池戸1239番地の98

鑑定人

香川医科大学教授 (法医学)  恒成 茂行①

―-530-―



第 4章 竹道南 0山 の前北地区の調査

第 1節 調査の経過と概要

両調査区については,市道流岡・中田井線を境界として異なる地区名で呼称したが,調査結果

よリー連の遺跡地であると考えられる。そこで本節に包括して報告したい。

まず,公団の工事用道路設置計画により山の前北地区の西端部(幅 10m)の調査に着手した(1985

年 8月 1日 )。 当該地区については予備調査において数条の溝状遺構の所在が判明していたのみで

あったが,本調査においては複数の掘立柱建物跡を検出し,新たに居住域としての知見を得たの

である。さらに市道流岡・中田井線に接する位置に弥生時代前期と考えられる河道跡が埋没して

いることを確認した。

次に調査の主体は竹道南地区に移 り,現場事務所用地を除く総ての対象地の全面発掘を行った。

事務所西側部分においては建物跡にみる生活遺構は全く遺存しておらず,既に検出されている弥

生時代前期の河道跡の延長部分とこれにほぼ平行する方向に穿たれた数条の溝状遺構を確認し

た。

ところで,一の谷遺跡群の調査目的にいわゆる条里遺構の調査がある。これは,吉岡町 0古川

町を中心とする沖積平野面に認められる方画地割を旧刈田郡において施行されたと考えられる条

里制に基づく土地区割の遺構と認識する点をよりどころとしている。したがって本調査において

現存する地割に平行あるいは直交する遺構が検出できるならば,条里遺構としての必要条件の一

つを充たすと考えていた。とりわけ予備調査により当該地区においては多数の溝状遺構が検出さ

れたために条里遺構の存在が期待されたのであるが,本調査では上記の条件を充たす溝状遺構は

検出し得なかった。

また,北半部については全く遺構が存在しておらず, しかも後の調査により検出された遺構の

性格が全 く異質である点から,竹道南・北地区が一連の遺跡地でないことが判明するのである。

この後,調査の主体は竹道北地区および山の前南地区残部におき,山の前北地区残部の調査を

再開したのは1986年 2月 5日 である。山の前北地区の基盤層を形成する土壌が黄褐色粘質土であ

る点については既に終了した西端部の調査により明らかであったが,東方へ掘削を継続するにし

たがい,基盤層が深く傾斜する事実を把握した。さらに14ラ イン以東においては基盤層は明らか

に異なる土壌に変化した後に消滅し,最下層である礫混じりの砂層を基盤とすることが判明した

のである。そして遺構の大部分が黄褐色粘質土を基盤層とする西半部において検出されたことか

らこの堆積状況の差異は土地利用の点に多大な影響を及ぼしたことを遺構の存否から推測するに

至った。

山の前北地区は 3月 27日 をもって完掘 し, これにより昭和60年度の総ての調査を終了した。

一方,竹道南地区の現場事務所用地については昭和61年度 4月 3日 ～ 6月 18日 に調査を行った
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が,西半部において検出した溝状遺構,河道跡に連続すると考えられる遺構などを確認したに止ぅ

た。そして建物跡に代表される生活遺構が皆無である点から,居住域としては不適当な自然条件

を有していることを再認識した。
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第 2節 遺構 と遺物

1 掘立柱建物跡

第10表 山の前北地区掘立柱建物跡一覧表

遺 構 名 称 略 称 位  置
構  造 規  模

主 軸 方 位 挿 図 番 号
梁 間 桁 行 梁間 桁行

第 6号掘立柱建物跡 S B06 2間 3間 N-57・ 30′ ―W 第473図

第 7号掘立柱建物跡 S B07 ′ヽ12 2間 2間 N-63° 30′ ―W 第474図

第16号掘立柱建物跡 S B16 ム10 2間 3間 N-60° 30′ ―W 第475図

第17号掘立柱建物跡 S B17 マ12 1間 1間 N-25° 30′ ―E 第476図

第18号掘立柱建物跡 S B18 マ14 2間 4間 N-61° ―W 第477図

第19号掘立柱建物跡 S B19 マ13 2間 3間 N-29° ―E 第478図

規模 :単位cm
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(1)第 6号掘立柱建物跡 (S B06)(第 473図 )

ミn区北半部に所在しており,南壁面の 2基の柱穴を失っているものの梁間 2間 (374cm),桁

行 3間 (576cm)の 構造であることが判る。また,内部構造については西壁面から桁行 1間幅の空

間が家屋の本体から独立している。したがって庇状の施設あるいは複数の部屋を有していたこと

が推測できる。

(2)第 7号掘立柱建物跡 (S807)(第 474図 )

マ12区西半部において検出した。北。東壁面部の柱穴の配置が不規則であるが,梁間 2間 (376

cm),桁行 2間 (420cm)の 規模である。しかも床面中央部に柱穴 1基を伴 うことから高床の構造

を有していたことが考えられる。
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第474図 第 7号掘立柱建物跡実測図

(3)第 16号掘立柱建物跡 (S B16)(第 475図 )

ム10区において検出した。東壁面部については現用水路下および調査対象地区外に埋没 してい

るために判然 としないが,現状では梁間 2間 (464cm),桁 行 3間 (562cm)の 構造を有 している。

ただし,東壁面から桁行 1間幅の空間については独立 した部屋,あ るいは庇状の遺構が設けられ

ていたことが考えられる。
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(4)第 17号掘立柱建物跡 (S B17)(第 476図 )

マ12区中央部に所在しており, S B07と の直線距離が1.2mで ぁる。梁間 1間 (340cm),桁 行 1

間 (393cm)の 構造を有するが,柱数に比して柱間距離が長い点が特徴である。

ところで,建物の主軸方位はS B07の それに合致しており, しかも両者の北壁面の位置が同一

ライン上に連続して構築されている事実から並存していたことが考えられる。

(5)第 18号掘立柱建物跡 (S B18)(第 477図 )

マ14区南半部に所在しており, S B21022の東方118 cmに位置する。構造及び規模は梁間 2間

(298cm),桁 行 4間 (598cm)で ある。ところで,北 0南壁面の柱間距離は両端部に比して中央部

が短い規模であることから,出入日の施設の存在,あ るいは間仕切 りを目的とした壁面の構築に

よる内部空間の使途の分化の様相などが推測できる。

(6)第 19号掘立柱建物跡 (S B19)(第 478図 )

マ13区において検出した梁行 2間 (478cm),桁 行 3間 (622cm)の 規模を有する遺構である。い

わゆる総柱の構造であることから高床の形態が考えられよう。
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2 土 坑

まず山の前北地区において総数38基の土坑状の遺構 (S K14～ 41,44～ 53)を検出した。ここ

であえて土坑状と呼称したのは,埋没状態の確認時において明確な平面形態を見出すことが困難

であるのみならず,埋土と基盤土壌の識別に難渋したことから,人為的な構築遺構としての性格

を有しないことが考えられるためである。あるいは自然の営力によって生じた凹地状の地形であ

る可能性を示唆したい。

一̈
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なお本遺構中,第 224号土坑 (S K26)が 最大規模を有しており,長径440cm,短径312cm,深 さ

60cmを 測ることができる。

また竹道南地区フ14区において隅丸長方形の平面形態を呈する墓様の遺構 (S K66)を 調査し

たが,性格を決定する資料は入手することができなかった。検出した規模は長軸長176cm,最大幅

123cm,深 さ28cmを 測る。

なお山の前北地区マ14区北西隅部において 2基の土坑 (第240,241号土坑)を検出しているが
,

これらについては近世以降に構築された可能性が高いことから詳細なデータを残していない。

3 溝状遺構

竹道南地区東半部において検出した北北東から南南西方向の流路を呈する遺構 (S D68,69,

73～ 75)と 東西方向の流路 (S D70～ 72,76～ 78)については,直線的に穿たれている点から当

時の土地区画に合致した生活遺構であることが考えられる。しかしながら,その他の遺構は規則

的に掘削されていない事実により自然流路として形成されたと考えることが妥当であろう。しか

も大部分の遺構が同一の方向性を呈するうえに複合した状態により埋没していたことから,長期

間にわたって当該地域が流路化するに適した形状であったがために埋積が漸次的であったことが

推測できる。

｀
R=二三二

=J二

__至玉〔F二 1                          2

…
3

4    ・5

≦睾 6`

不 藁 Ю
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第479図 竹道南地区溝状遺構伴出遺物実測図(|)
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(1)竹道南地区溝状遺構伴出遺物について

①第94号溝状遺構伴出遺物について

1。 土器 (第 479図 1～ 3)

1～ 3は短い高台部を有する椀形の資料である。いずれも高台末端部が外方向へ開 く形態であ

るが, 3についてのみ端部を平面化する。

2。 須恵器 (第 479図 4, 5)

杯身 (4)のかえし部は短 く内傾する形態であることから陶邑第 2型式第 6段階の遺物に類す

る。

5は低い高台を有する器形である。

②第136号溝状遺構伴出遺物について (第479図 6～ 9)

壺形土器

6は小片であるが, ラッパ状に広 く開口する口縁部形態が考えられる。 7は上胴部の一部であ

る。

③第137号溝状遺構伴出遺物について

1.土器 (第 479図 10～ 12)

壺形土器

10は肩部の資料である。

甕形土器

11の 口縁部は外反する形態である。

甑形土器

12は単孔式の器形であるが焼成後に穿孔されたことが判る。

2.石器 (第 481図 5)

小型の柱状片刃石斧が 1点出土している。既に基部を失っているために着柄部の形状が判然と

しない。

④第135号溝状遺構伴出遺物について

1。 土器 (第 480図 )

壺形土器

1は頸部から口縁部にかけて直立気味に外反する器形である。 2は大型品であり, 日縁部が短

かく外湾する。 3の 口縁部内面には水平方向に突帯が貼付される。底部 (15,16)は 脚台状を呈

する資料である。

甕形土器

5～ 7は逆 L字形に屈曲する日縁部を有しており,特に 5については内部方向へも突出した形

態を示す。 8, 9の 口縁部は外湾する形態である。
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第480図  竹道南地区溝状遺構伴出遺物実測図(2)

2。 石器 (第 481図 1, 2)

1は大型の挟入柱状石斧の基部である。特に快部の全周が紐掛けにより,著 しく摩耗している

ことが判る。 2については蛤刃の形態の磨製石斧の刃部であることが考えられるが,既に使用に

よる摩耗の状態が著しいために鋭利さを失っている。

⑤第115号溝状遺構伴出遺物について (第481図 3)

本資料は小型の石槍に分類することができると考えている。柳葉形の形態を呈しており,両面

に細かい調整祭J離 の痕跡をみることができる。

⑥第136号溝状遺構伴出遺物について (第481図 4)

基部を失っているものの,全長12.8cmを 測る大型の石槍である。着柄を容易にすることを目的

として茎部が造出されている。
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第481図 竹道南地区溝状遺構伴出石器実測図

⑦第50号溝状遺構伴出遺物について (第482図 4)

横長景J片を素材としたナイフ形石器が1点出土しているが,土器片を伴うことから後世に混入

したことは明らかである。

4 河道跡

①遺構について
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第483図 竹道南地区河道跡 (S X16)

竹道南地区において最大幅488cm,

最深部63cmを 測る河道跡 (S X16)

を検出した。その流路方向は前記の

自然流路と考えられる複数の溝状遺

構の方向性に完全に合致している。

②伴出遺物について

1。 土器 (第 483図 1～ 5)

甕形土器

1は く字形に外反する口縁部を有

する器形である。 2の 口縁部は緩 く

外反する形態であ り,端部を横位に

ナデることにより上下に肥厚する。

5の底部は上げ底の脚台状を呈す

る。

0                10cm

伴出遺物実測図

屁
~  2

^
~ 3

,電 482 図浪実器石出伴構遺状溝

４
　
区地北一訓

レ
¨
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甑形土器

4は不完全な平底を有する単孔式

の器形である。

2。 土製品 (第 483図 6)

1  支脚形土製品と考えられる資料が

1点あるが,原形は全く不明である。

3。 須恵器 (第 483図 7～ 13)

蓋杯

7は肩部と端部の変化点が外方向

へ突出するために鋭い稜線が形成さ

れる。また端部はほぼ直立する形態

であり,末端部を肥厚して凹面化す

る。以上の特徴は豊中町官山窯址出

土の杯蓋に酷似すると考えられる。

809の端部は直立あるいはやや内

傾する形態であり,端面を造出する。

さらに肩部と端部の変化点は意図的

―

呻

⌒

兒骰鞣獣“̈南道

・　

　

６
　
　
竹第484図

o                  5Cm

(S X16)伴 出石器 実測図

に鈍い稜線を形成する。 これらは 7に比すると新しい様相であろう。 11～ 13は内傾するかえし部

を有するが,前 2者については先端部のみを直立させる。いずれも日径に比 して器高が低いため

に浅い器形であ り,陶邑第 2型式第 5段階の遺物に類すると考えている。

4。 石器 (第 484図 )

1は端部に扶 りを有する形態の石庖丁である。背部については調整が施されていないために自

然面が残る。

石鏃 (2～ 5)が茎部を有 しない形態であるのに対 して, 6は有茎式の形態である。また前者

のグループについては凹基式 (2, 3)と 平基式 (4, 5)に大別することができる。

石錐 (7)力 1`点 出土している。

5 ピット群

上部構造を伴っていたことが考えられる遺構は検出できなかったが, フ14015区およびホ14区

において集中して穿たれている状態が確認できた。

6 包含層出土の遺物

(1)旧石器時代の遺物 (第 485図 )

基盤層の掘削中に出土 したナイフ形石器が 1点ある。本資料は横長祭J片 を素材 としてお り,先

端部を欠損 している。
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(2)縄文時代の遺物

①土器 (第487図 1)

外面に細かい縄目の痕跡を観察

することができる。

②石器 (第486図 )

マ14区において自然流路と考え

られる凹地形の トレンチ調査を

行った際に,礫石錘が1点出土し

ている。扁平な自然石の長軸方向

の両端部を打ち欠くことにより,

紐掛りが造出される。

5 crn

第485図 ナイフ形石器実測図

(3)弥生時代の遺物 (第 487図 2, 3)

壷形土器の口縁部が 2点ある。いずれもラッパ状に開口する形態

であり,小規模な端面を有する。また内外面については,ヘ ラ磨き

調整により平滑に仕上げられている。

(4)古墳時代の遺物 (第 487図 4～ H,488図 )

蓋杯

一
ｏ

杯蓋 (4)は肩部が張る形態であるために,端部がほぼ直立する。したがって原形は半球形の

器形が想定できる。 5は肩部に稜線が形成される。 6, 7, 9はかえし部が直立気味に立ち上が

る形態の杯身である。 8についてはかえし部が既に機能を失っており,形骸化してい́ることが判

0           5 Cm

第486図 礫石錘実測図

ヽ

―‐

＝

却

Ξ

3

9

0         1 0cln

第487図 竹道南地区包含層出土遺物実測図

―-544-―



iち Iか

も容量が小さいことから蓋として用いられたことも考えられ

   ∈≦菫」 lLし

壺 0         1 ocln

10は短頸壼に分類し得る資料であり, 日縁部が緩 く外反する。また
 第        区

胴部は球体状を呈する。                         包含層出土遺物
実測図

鉢

nは鉢形の器形が復元できる。日縁部が肥厚した形態である点が特徴である。

高杯

第488図 の脚端部は上方に屈曲する。
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第 5章 山の前南地区の調査

第 1節 調査の経過と概要

調査区西端部において工事用道路の計画部分 (幅10m)について先行して調査を開始した (1985

年 7月 12日 )。 予備調査によって既に遺構が稀少である事実を把握しており,本調査においてもわ

ずかに掘立柱建物跡 3棟 と溝状遺構 5条を検出するに止った。西端部の調査は8月 7日 に終了す

るが,残部については調査が一時中断し,主体が他地区に移った。そして1986年 1月 6日 より再

度調査を実施した。しかしながら,西端部の調査において検出した溝状遺構の延長部分以外には

新たに 2条の溝状遺構を確認したのみであり,遺構密度は極めて稀薄であった。

特筆すべき出土遺物としてはヨ8区の基盤層を形成する黄灰色粘質土に包蔵されていたナイフ

形石器がある。この遺物の出土により基盤層の形成年代を推測する手掛かりが得られたのみなら

ず,遺跡地内の洪積層の直上面あるいは遺跡地の東南部に展開する洪積台地上に旧石器時代の遺

跡が所在する可能性を示唆したのである。

調査終了は2月 12日 である。
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第 2節 遺構 と遺物

1 掘立柱建物跡

第H表 山の前南地区掘立柱建物跡一覧表

(1)第 3号掘立柱建物跡 (S B03)(第 489図 )

ヨ4区南端部において検出した。 S D06,07が埋没した後,その上位に構築されている。

基本構造は梁間 2間 (164cm),桁 行 2間 (296cm)であるが,北壁面についてのみ中央部に柱を

有しない。また,南 0東・西壁面中央部の柱穴の位置が不規則である点については,壁面を構成

しない可能性が考えられる。

本遺構は復元される床面積が4。 9m.と 小規模であることから恒常的な居住遺構とは考えられな

い 。
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遺 構 名 称 略 称 位 置
構  造 規  模

主 軸 方 位 挿 図 番 号
梁間 桁行 梁間 桁行

第 3号掘立柱建物跡 S B03 ヨ 4 2間 2間 N-62° 30′
 ―W 第489図

第 4号掘立柱建物跡 S B04 ユ 5 1間 3間 N-64° ―W 第490,491図

第 5号掘立柱建物跡 S B05 ユ 506 1間 3間 N-26・ 30′
―E 第492図

規模 :単位cm

L=曖 β∞ m

A一    L=12′翌Ψ B_ 一B′

房 L=12′ 800m

第489図 第 3号掘立柱建物跡実測図
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(2)第 4号掘立柱建物跡 (S B04)(第 490,491図 )

ユ 5区南端部に位置する。梁間 1間 (394cm),桁 行 3間 (812cm)の 構造であ り,全壁面に庇状

の遺構を伴っている。同遺構の柱穴規模は,総て小型であることから補助

的に上部構造を支えていたことが考えられる。

3基の柱穴内部に根石が遺存する。
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一0                 10Cm

第491図  第 4号掘立
柱建物跡伴出
遺物実測図
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第492図  第 5号掘立柱建物跡実測図

(3)第 5号掘立柱建物跡 (S B05)(第 492図 )

S B04に近接 して構築されてお り,両者の間隔は1.6mを測る。

構造は,梁間 1間 (328cm),桁 行 3間 (520cm)で あるが,西壁面において柱穴 1基が未検出で

ある。

ところで,本遺構とS B04については建物の方向性に共通点が認められることと相互の位置関

係の点において共存 していたことが推測できる。

2 溝状遺構

直線的な方向性を有する第38,40号溝状遺構 (S D12,14)除 いて,他は総て自然流路 と考え

i:[場[I::誓 [」ふ:を 1:[≦T16[喜I~¬′
=可=  ＼＼__L/

i[[[[il二】軋警[:1重ij[嘲 111  1 :3♀
:   LTT引卜__」〕Cln

た。                        493図 物奥獨闇
南地区溝状遺構伴出遺
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(1)第34号溝状遺構伴出遺物について (第493図 1)

甕形土器の口縁部が 1点出土している。日縁端部に横位のナデ調整を施すことにより,端面を

形成する。

(2)第 36号溝状遺構伴出遺物について (第493図 2)

甕形土器の底部と考えられる資料であり,平底の形態を呈する。

3 ピット群

小規模なピット群を検出した

が, これらは規則的に穿たれて

おらず,散在する状態を示すこ

とから構造物を伴わない遺構で

あることが推測できる。

この うち 1基の内部から第

494図 の磨製石斧の基部が 1点

出土しており,蛤刃を有する太

型の形態が復元できる。

ハ

0            5 crn        O 5 cln

第494図 磨製石斧実測図  第495図  ナイフ形石器実測図

4 包含層出土の遺物 (第 495図 )

基盤層である黄灰色粘質土層の上位から,縦長剥片を素材としたナイフ形石器が 1点出土して

いる。全長6.2cm,主要lll離 面の最大幅1.2cmを測る小型の資料であり,石材の表面は既に著しく

風化している。

なお本資料の出土により,当該地区の基盤層の形成年代の上限が旧石器時代まで湖ることが判

明したが,ユ ニットの検出には至らなかったことから本遺跡地は生産遺跡ではなく,消費遺跡で

あると考えるべきであろう。
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第 6章 おわりに

最後に一の谷遺跡群の歴史的な位置について考察するとともに,集落の変遷を詳にすることに

よりまとめにかえる。

第 1節 ―の谷遺跡群 の位置

1 弥生時代前期において一―特に生業の問題について一―

日本における稲作の開始時期の問題については,考古学関係者のみならず多くの一般人が関心

を寄せるところであるが,北部九州および畿内の一部を除く日本列島の本州以南の大部分の地域

において,弥生時代にその初源をみることができることが定説化して既に長い時間が経過してい

る。すなわち本遺跡平塚地区において採取することができた石庖丁が総て弥生時代に製作,使用

されている事実により,当該地域においても同時代に稲作が行われていた点については疑 う余地

がないと考え得るのである。

ところが,従前より弥生時代すなわち稲作という図式を繰 り返し強調したがために,当時の生

産活動 (生業)についても農耕を唯一無二とする錯覚に陥った人々を多くみることができる。そ

こで本調査において上記の図式が明らかに誤 りであることを指摘する資料を入手することができ

たことから,以下に紹介することにより,当時の生業の実態をかいまみることを試みてみようと

考えている。

さて生業の問題は道具とその使用対象物を欠いては論議することが難しい。そこでこの条件を

充たす資料として平塚地区において検出した第 8,38号土坑に注目したい。これらは弥生時代前

期後半頃に食物残滓を廃棄することを目的として構築されたことが瞭然であり,埋土の水洗選別

作業を行 うことにより,動物の微細な歯牙と骨を採取することができた。したがらて上記の条件

のうちの後者が充たされたのである。採取された動物遺体については種の同定作業を経て第 2章

第 8節の結果が得られたが,当時の人々が他動物を捕獲し,食用に供していた事実が一部判明し

たのである。

一方,道具については遺跡全体より出土した石鏃が総数384点を数えるばかりでなく,石槍の使

用をも明らかにされている点から,依然狩猟活動が盛行している状況を想像することが難しくな

いと考えている。しかしながら本調査においては弥生時代の漁携用具を見出すには至っていない

ため,魚類については他所からの搬入という手段を考慮しておかなければならないであろう。

次に磨石と石皿を採取すると同時に,竪穴住居の内部に炭化物と灰を保管していた事実を確認

している。すなわちこれらの石器は,堅果物あるいは植物の地下茎の製粉用の道具として用いら

れていた資料である。また灰については製粉後の食物の加工 (ア ク抜き)段階において不可欠な

物質であることが証明されてお り,普段に貯えることからその使用頻度の高さを知ることができ

よう。
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さてここに示した生産活動については,総て縄文時代にそれらの初源をみることができること

から,弥生時代の食生活の内容が前時代との間において,決 して隔絶していないことが判る。し

かしながら,磨石,石皿など植物質食料の調理に用いられた道具類が減少の過程にある点につい

ては本遺跡においても判然としており, コメを食することを主とし,堅果物などは保存食に代表

される非日常食料として,従的存在の位置付けが始まったことが推測できるのであ る。

ところが,狩猟,漁榜活動については,依然縄文時代における実態に異なるものではない点を

指摘できると考えている。

以上の考察より弥生時代においては,縄文時代から継承した生業形態から外来系の生業形態で

ある稲作への移行は必至ではなく, とりわけ食生活にみる保守的な側面においては前代の技術を

継承する事例を多くみることができるのである。したがって私たちは,弥生時代の生業について

の検討を行 う過程において,当時の人々が縄文時代以来の伝統を一様に棄却するとともに,新た

に大陸系の習慣の選択に至ったと考えることは性急であり,事実誤認の危険を伴 うことを改めて

認識することができるのである。

2 弥生時代終末期から古墳時代初期において一―特に生産力の問題について一―

本遺跡においては,弥生時代に製作された金属製品は銅鏡以外には全く出土していない。とり

わけ鉄製品が皆無であるのに対して,依然生産用具としての石器を相当量使用していた事実によ

り,従前からの弥生時代後期頃が石製利器から鉄製利器への移行期に比定されるとする見解は容

易に受容できない可能性を暗示していることが考えられる。

そこで本遺跡に並行する時期において,善通寺平野に営まれた稲木遺跡 (C地区)と 彼ノ宗遺

跡を比較資料として用いることにより,当該時期の一の谷遺跡群の内在的な生産力の評価を行っ

てみたい。まず稲木遺跡 (C地区)は扇状地形の扇端部を占地しており,1984年 の四国横断自動

車道建設に伴 う事前調査により,竪穴住居跡,集石墓,遺物包含層から鉄製品が出土したことが

報告されてい る。なかでも「打ちグワ」と呼称される鉄製鍬先は香川県下に例を多くみない資料

であり,当時の革命的な農耕具であると考えられている。また彼ノ宗遺跡についても扇状地形の

扇端部に営まれた集落跡であることが判っており,西辺部を現弘田川が廻流する位置にある。や

はり1984年 に実施された発掘調査の結果,複数の鉄製品が出土してい る。すなわち弥生時代終末

期頃に善通寺平野に展開した集落においては鉄製品が普遍的に利用されていたことが推測できよ

う。もちろん観音寺平野においては一の谷遺跡群周辺の同時期の集落跡の調査事例が少ないため

に,同一の条件下において比較することは困難であると考えられることから,上記の点について

は憶測の域を出ないことをあらかじめ断っておく必要があろう。

ところで,以前に筆者は鉄製品の使用と有機的な関連を有する事象として地形と土壌について

示唆したことがあ る。それは鉄の要求が,耕作の対象を軟質から硬質な土壌へ変化させたことに

起因したと考えるべきであるとする見解である。すなわち善通寺平野の遺跡群は扇状地上に展開
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する以上,集落の構築と耕地の拡大のためには鉄製利器が絶対不可欠な道具であることが考えら

れる。ところが,一の谷遺跡群においては集落を沖積平野内の徴高地形を占地して営んでおり,

堅牢な土壌の掘削を避けていることが判る。したがって本遺跡内における集落の営造と耕地の拡

大に際しては,鉄製利器を必要とするに至らなかったと考えることができるであろう。

さて鉄製品を所持しないことは自ずと農耕による生産力の向上を計ることが難しいことを示唆

していると考えることはできないであろうか。そこで以下には本項の主眼である遺跡の有する内

在的な農耕生産力を評価する。

そこでこの課題を解決するためには,本遺跡が有していた総ての生産手段による個々の出来高

を加算することにより,数量化することが常套手段であると考えられるが,具体的な数値を掲げ

ることが不可能であるために, ここでは後出する古墳 (特に前期古墳)の営造力を傍証資料とし

て用いることにしたい。無論,古墳の出現時期と本集落の盛行時期が隔絶しているために,直接

の因果関係を求めることは難しいのが現実である。しかしながら古墳の営造力の蓄積が既に当該

時期に始まっていることはあながち否定できないと考えている。

筆者が記述するまでもなく,古墳は被葬者が有していた権力と支配力のモニュメントであるば

かりではなく,その営造に関与した地域の生産力の象徴としての性格を内在していると理解され

ている。そこで現観音寺市域において確認されている前期古墳を網羅してみたいが,現状におい

て発生期の古墳は存在しておらず,鹿隈鐘子塚古墳を唯一前期古墳としてあげることができるの

である。また一の谷遺跡群の近隣においては 5世紀中葉頃の青塚古墳をみることができるが,当

該地域に、本集落の盛行および廃絶時期に連続して営まれた前期古墳を見出すことができないの

みならず,周辺地域に墳丘を有する大型の埋葬遺構が出現するのは集落の廃絶後 1世紀余が経過

して後のことである。すなわち集落の盛行当時においては大型の埋葬遺構を営むに至る余剰生産

力を有していなかったことが推測できるのである。そこでこの要因として,本集落に居住してい

た人々が鉄製品を求めなかった事実を再度強調しておきたい。

第 2節 集落の変遷

以下に各時代別の集落の変遷を検討する。

(1)旧石器時代

平塚,竹道南,山の前南地区において基盤層の掘削時に舟底形石器とナイフ形石器が出土した

ことから,本遺跡地内の洪積層の表層に同時期の遺跡が営まれていたことを想像することは困難

なことではないと考えている。さらに山の前北地区の溝状遺構よリナイフ形石器を採取したこと

から,周辺地域においても同時期の遺跡が所在する可能性が示唆されている。

(2)縄文時代

本遺跡において無住の期間が継続しているが,竹道北,南地区において各々縄文土器と礫石錘

が出土したことから,人間活動が完全に停滞している状態は想定できない。ただし同時代の遺構
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を検出することはできなかった。

したがって弥生時代以前の本遺跡地については利用頻度が極めて低いことが判る。

(3)弥生時代

本遺跡の主体を構成する時期に相当しており,前期後半頃の平塚地区において初めて集落の萌

芽が認められる。とりわけ竪穴住居跡 2基に対して,彩 しい数の土坑が穿たれる点が特徴である

が,そ の性格を判然とすることができたものは少数に留まっている。なお,当時の集落は小規模

であり,居住遺構の複合体としての集落が形成されるまでには,同時代終末期を待たなければな

らない。

ところで,同時期に平塚地区をはじめ竹道北,南地区において小規模な埋積谷の埋没が開始し

ている状態が認められており,遺跡地が平坦地化する過程が判る。その結果,居住することが可

能な土地の面積が拡大したことが事実である。

ところが上記の集落の廃絶後は,終末期の集落が営まれるまでの期間に顕著な人間活動の痕跡

を残していない。わずかに大型土坑 (S X328)が後期前半頃に構築されたことが判るに留まる。

したがって前期の集落の廃絶の契機と継続しない要因を判然とする手掛 りは得られていない。

弥生時代終末期の集落は,前期の集落とは隔絶した位置に営まれていたことが判る。しかも前

期のそれが微高地形の縁辺部を占地するのに対して,終末期からはより高位置に移動しているこ

とが瞭然である。さらに集落規模が圧倒的に拡大するとともに,微高地全体を居住地化するに至っ

ている。

なお,集落を形成する竪穴住居跡は総数29基が検出されているが, これらの先後関係について

は,第 6号竪穴住居跡が最も先行して構築されたことが判 り,他は古墳時代初期に至るまで機能

を継続したことが推測できるのである。

また居住域と隔絶した位置に壷形土器を転用した土器棺墓 2基が構築されている。

(4)古墳時代

竹道北・南地区を中心としていわゆる初期須恵器と呼称される5世紀頃に製作された須恵器が

散布している。しかしながら,当時の明確な遺構を見出すには至っておらず, しかもこれらの資

料の多くが河道跡および溝状遺構内に埋没していた事実より,高位置から水流により運搬された

ことが考えられる。

古墳時代前,中期頃の本遺跡地は再び無住の地と化している。

さて古墳時代後期 (6世紀後半頃)の平塚地区において特殊な遺構が営まれている。それは第

1, 2号溝状遺構である。本文中に記述したとおり,同遺構については堀様の防御施設の性格を

与えることが可能であることから, コ字形に区画された内部に特殊な施設が存在していたことが

推測できるが,併存していた遺構を検出することはできなかった。

本遺構の廃絶後,奈良時代から平安時代中葉頃に至るまでの期間の土地利用の実態を知ること
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は不可能であり,全 くの空白時期と言える。

(5)平安時代

竹道北地区に掘立柱建物による集落が出現しており,建物跡についてはその方向性により3時

期に大別することが可育ビであると考えている。さらに香門,山の前北・南地区において検出され

た掘立柱建物跡についてもほぼ同時期に構築されたことが想定できるのではなかろうか (た だし

第18号掘立柱建物跡を除く)。

鎌倉時代から江戸時代前期に至る期間について,考古学的研究方法を用いるならば,やはり空

白時期と考えぎるを得ない。

(6)江戸時代

18世紀に平塚地区の一部が民家の敷地として利用されている。しかも近代に作成された地籍図

にこの建物を認めることができることから,江戸時代中期以降近代に至るまでの期間は民家が存

在していたことが判る。したがって本調査区が完全に耕地と化したのは明治時代以降現代に至る

までの約 1世紀中のことであったことが追跡できる。

同時代の様相を他の調査区において知ることは極めて難しいが,竹道北地区において土坑墓 4

基,山の前北地区において掘立柱建物跡 1基 と土坑 2基を検出している。

(7)空白時期の問題

集落の変遷を概観することにより,特に奈良時代以降の本遺跡に資料が遺存していない長い空

白時期が存在することが判明する。無論, これは考古資料のみを手掛 りにしているために生じる

問題点であり,文献資料によれば,こ の空白を埋めることが可能になることは十分考えられよう。

とりわけ本調査が旧刈田郡の条里遺構の調査を第一の目的としていた以上,空白時期として簡単

に処理することは怠慢であるとの誹 りを被ることを覚悟しなければならないであろう。
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5。 岩橋孝「観音寺市村黒遺跡採集の土器」『瀬戸内海歴史民俗資料館だより』第15号 1983

6.観音寺市市長公室秘書課 1986

7。 石鏃の分類方法については鈴木道之助氏の意見に従った。鈴木道之助「石鏃」『縄文文化の研

究』第 7巻 1983

8.以前,筆者は弥生時代の甕形土器と鉢形土器の底面に穿孔を有する資料を甑として認定する

見解については賛否両論がある事実について報告したことがある (真鍋昌宏 。西岡達哉他『四

国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 第六冊 稲木遺跡』 1989)。 基本的な姿

勢は当時と異ならないことから,本稿においても底面に穿孔を有する遺物については単孔式(1

個の穿孔)あるいは多孔式 (複数の穿孔)の甑形土器と呼称するものとする。

9.渡辺誠氏により精力的な調査,研究が行われている。渡辺誠『縄文時代の植物食』 1975

10.例えば石野博信氏は弥生時代中期の近畿地方にみられる炉跡の両端部に 2基の小穴を有する

竪穴住居跡について,北部九州地方から移住した人々が居住していたことを示唆している。石

野博信「移住した人々の住居」『同志社大学考古学シリーズH 考古学と移住 。移動』 1985

11.大山真充他『瀬戸大橋建設に伴 う埋蔵文化財調査概報 (Ⅶ)下 川津遺跡。岡宮古墳 。聖通寺

班茂膨ホ』   1986

12.埋葬遺構より出土する不完全な人工遺物については,埋納時において意図的に破壊されたこ

とが考えられる。

13.薦田耕作「乾遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 第一冊』 1987

14.薦田耕作「上一坊遺跡」『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 第一冊』

1987

15。 渡部明夫「永井遺跡」 『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 第九冊』

1990 に掲載される予定である。

16.渡部明夫・真鍋昌宏『高松城東ノ丸跡発掘調査報告書』 1987

17.真鍋昌宏他『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査概報』昭和63年度 1989

18.観音寺市『観音寺市誌』通史編 1985 p315

19。 日野尚志「讃岐国刈田郡における官道 (南海道)と 条里・郷との関連について」F東北地理』

第28巻 2号 1976

20。 京極家編纂『西讃府志』 (『復刻讃岐叢書 増補西讃府志』 1973 藤田書店)p523～ 525
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21.註 19に 同じ

22。 藤澤良祐「本業焼の研究(1)」 『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅵ』 1987 p209～ 211に よれ

ば,腰錆の第 4型式から第 5型式に相当すると考えられ,時期は18世紀末から19世紀初頭頃に

比定されている。また,仲野泰裕「浅間山の大噴火 (天明三年)に伴 う泥流層下の瀬戸美濃陶

器」『愛知県陶磁資料館研究紀要 5』 1986 p60～ 62に よれば, B-2ま たはB-3群に相当

すると考えられ,時期もほぼ上記藤澤編年と同じ頃と考えられる。

23。 大橋康二『南川原窯ノ辻窯・広瀬向窯一肥前地区古窯跡調査報告書第 3集―』 1986 p27～ 31

によれば,青磁染付B類は18世紀第Ⅳ四半期から19世紀初頭頃に比定されている。

24.大橋康二『南川原窯ノ辻窯・広瀬向窯一肥前地区古窯跡調査報告書第 3集一』 1986 p27～ 31

によれば,青磁染付A-3類 も18世紀第Ⅳ四半期から19世紀初頭頃に比定されている。

25。 大橋康二『南川原窯ノ辻窯・広瀬向窯一肥前地区古窯跡調査報告書第 3集一』 1986 p27～ 31

によれば,青磁染付A-1類 も18世紀中葉頃から19世紀初頭頃に比定されている。

26。 註23に同じ

27。 註23に同じ

28.註 22に同じ

29。 註23に同じ

30。 註23に同じ

31.愛媛県の砥部焼については,現在は磁器を中心に焼成しているものの,その前身は陶器窯で

あったことが知られている。現在,砥部町において操業している梅山窯付属の資料館において,

展示されている陶器の中に,同様の技法を持つものがならべられている。

17世紀後半～18世紀にかけて焼かれた北川毛窯の製品の中に377に酷似した陶器片が紹介さ

れていた。今後,磁器だけでなく陶器についても出土品の産地推定のうえで砥部焼に関心を払

っていくことが必要となってこよう。

32.愛媛県埋蔵文化財調査センター『愛媛県総合運動公園 (動物園)整備計画埋蔵文化財調査報

告書 (Ⅱ )』  1984 p14・ 19に見られる第 9図大下田 1号窯跡ステ場の遺物 2の 9の遺物は、

本遺跡包含層出土の404遺物に酷似している。

33。 広島県埋蔵文化財調査センター『敷名番所跡伝承地発掘調査報告書』 1987 p3・ 12・ 15～ 18

によれば,広島県輛町において幕末から昭和13年にかけて,輛焼と呼ばれる備前焼系の陶器が

焼かれていたことが知られている。

34。 高槻城跡遺跡調査会『高槻城三ノ丸跡発掘調査概要報告』 1987 p13040によれば,堺環

濠都市集落において,備前焼系の陶器が焼かれていたことが記されている。

35.徳島県の大谷焼については,正式な発掘調査が行われていないものの,地元窯元が所有して

いる遺物の中には,大谷焼初期の磁器片などとともに大谷焼陶器に押されていたと考えられる
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“本備前"の刻印もあり,大谷焼陶器を当時のプランドであった備前焼に似せて焼き,販売し

ていたことが知られている。(資料所有者並びに教示者は,大谷焼元山窯の田村功氏である。記

して感謝する。)

36。 本報告において,紹介する公正図の使用にあたっては観音寺市教育委員会中野幸四郎氏 。小

山利幸氏並びに同市矢野道夫氏,同市税務課固定資産係に御教示・御尽力頂いた。記して感謝

する。

37.『地理』V01.25 NQ4 古今書院 1980 においては,地籍図についての特集が組まれ地理学

においても高い関心をはらわれるようになってきており,明治初年の地租改正などの近代史の

成果とともに, これら明治年間につくられた地籍図の利用についても,近世考古学を対象にし

ていく場合不可欠の要素となってこよう。

38。 吉田靖編『日本の美術 NQ60 民家』 1971 p31～ 34に よれば, この山田家住宅は18世紀

後半以降のものと考えられ,にがりを柱穴内に入れることによって腐食を防いだとされている。

39。 官澤智士「近世民家の地域的特色」『講座日本技術の社会史 7 建築』 1983 p164～ 169に

おいて,神奈川県伊藤家住宅の他,秋田県鈴木家住宅 0岩手県旧後藤家住宅 。京都府渡辺家住

宅などの近世民家の前身建物について報告がされている。

また,奈良国立文化財研究所『日本における近世民家 (農家)の系統的発展』 1985 p lll

において,伊藤家住宅の前身建物について取 り扱われている。

40。 田中文男「新田村における付合い慣行の形成過程―下総国布鎌新田の場合一」『普請研究』第

二号 1983 p28～ 30

41.田 中文男「新田村における付合い慣行の形成過程一下総国布鎌新田の場合一」『普請研究』第

二号 1983 p31～ 32

なお,近世民家の研究成果や『普請帳研究』の存在・資料の入手にあたっては,財団法人四

国民家博物館の桂真幸氏に大変お世話になった。記して感謝する。

42.森正康氏 (松山東雲短期大学)の御教示による。記して感謝する。

43。 近世村落研究会編『近世村落自治史料集第二輯土佐国地方史料』 1956 p579～ 582

44。 本稿脱稿後,『香川県史 4 近世 H』 において,川野正雄氏が同書「衣服。住居よりみた農民

の生活」において,香川県における近世民家の様子を史料を用いて紹介されている。以下,参

考のため抜粋することにする。

p396 「御巡見一見記録」(鎌田共済会郷土資料館)

天保 9年 (1826) 東讃 。長尾西村  掘立て式 242戸 /410戸 中

鴨部村   掘立て式 209戸 /317戸 中

西讃・宇多津村  掘立て式  44戸/866戸 中

西讃・岡田西村  掘立て式 206戸 /261戸 中
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慶応 2年 (1866)鵜足郡下法軍寺村 掘立て式  46戸/175戸 中

また,同氏は,同書 p397～ 398に おいては,江戸時代前期の検地帳から,当時の農山漁村の

屋敷地の広さについて,小豆島 (天領)の例を示している。興味深い史料である。参考にされ

た い 。

45。 大田博太郎「民家調査の現状」「現代のエスプリNQ221-民家0日 本人の住居の知恵一』 1985

p78

46.註 14に同じ p1790180

47。 石野博信「掘立柱建物の調査」『古代学研究』 92 1980

48。 東京都東大和市『旧官鍋作造住宅解体調査報告書』 1987

49.玉井哲雄「近世における住居と社会」_『 日本の社会史 第8巻一生活感覚と社会―』 1987
p130～ 133

50。 註27に同じ

51。 註27に同じ

52。 宮澤智士「近世民家の地域的特色」『講座 日本技術の社会史 7 建築』 1983 p156に おい

て,宮澤は「 これら (近世民家)は,柱筋が一直線に通ることもまれで,正確な直角 もでてお

らず,平面はひどく歪んでいる」と指摘している。今後,考古学的調査によって検出した柱穴

群をどのように認識して掘立柱建物として完結させていくかが大きな課題となってこよう。

また,近世掘立柱建物の集積とその評価についても,伊藤博幸『西光田遺跡』 (『岩手県水沢

市文化財報告書第 5集』 1981 や高橋興右衛門「岩手県に於ける中・近世の掘立柱建物一遺

跡紹介を中心として―」などで積極的に行われようとしている。ただ,そ こにおいてもかなり

歪な掘立柱建物を想定しており,全国的な近世掘立柱建物の集積が期待されるところである。

53.註 20に同じ p806

54。 中山城山先生原著『標註国詳 全讃史』 (『復刻讃岐叢書 国詳全讃史』 1972 藤田書店)

p498

55。 菱屋平七『筑紫紀行』や十返舎一九『金刀比羅参詣膝栗毛』下巻などに記されている。後者

は坂出市鎌田共済会郷土資料館に所蔵されており,簡単な風呂甕のイラス トが書かれている。

56.本稿においては,須恵器による時期決定は総て中村浩氏の陶邑古窯跡群出土遺物の編年観に

従った。中村浩「第 6章和泉陶邑窯出土遺物の時期編年」『陶邑Ⅲ』 1978

57.武藤雄六 0小林公明他『曽利一第二,四,五次発掘調査報告書―』 1978

58。 松本敏三「香川県出土の古式須恵器―宮山窯址の須恵器一』『瀬戸内海歴史民俗資料館年報』

第 7号  1982。 同「四国地方」『日本陶磁の源流一須恵器出現の謎を探る一』 1984

59.渡辺誠「採集対象植物の地域性」『季刊考古学』第 1号  1982

60.こ の点については,既に渡辺誠氏により以下の 3点 にまとめられている。コメの出現により
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堅果類は 1。 主食の座をコメに譲った 2。 消滅せず, コメの不足を補う役割を果たすように

なった 3.新 しい食品形態を形成した。渡辺誠「堅果類」『季刊考古学』第14号 1986

61.真鍋・西岡他 1989

62.笹川龍一『彼ノ宗遺跡一弘田川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告一』 1985

63.真鍋・西岡他 1989
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第12表 竪穴住居跡伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

署190図

1
横ナデ。 横ナデ。

鋸歯文。
横・斜 ナ 長石

石英
口縁部務
存。

SB301

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 石 英
口縁部÷
存。

内
ゲ
外
ナ
描

¨̈̈
¨̈一」

摩耗。 縦ハケロ。
は
含

授
耀
」

砂
と
ま

口縁部士
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜 ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜指ナデ
(指頭痕)。

り
目
。

上
キ

右
タ

石英
口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦・横。斜
ナデ。

縦・斜 ナ 長石
石英

口縁部轟
存。

摩 耗 。 摩 耗 。 摩 耗 。

少 量 の
石
石 英

雲母

長 口縁部÷
存。

縦・斜ハケ
目。

縦 。斜ハケ
目。

は
含

授
だ
」

砂
と
ま

底部完存。

斜ハケロ。摩耗。
長石
石英

底部完存。

摩耗。 斜ハケロ。
石
英

長
石 底部完存。

斜ヘ ラ削
り。

夕
後

ケ

リ

ロ

ハ

上
キ
縦
６

右

夕
斜
目

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

底部完存。

摩耗。

右 上 リタ
タキ ロ。
斜 板 ナ デ
後横 ナデ6

長石
石英

底部完存。

デ
痕

ナ
頭

斜
指

署警リタ
縫島1管
肖Jり 。

斜ナデ(指
頭痕)

箸警リタ
縫島l管
肖」り。

石
英

長
石 底部完存。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

長石
石英 底部÷存。

横ナデ(摩
耗)。

斜 ナデ(摩
耗 )。

指頭痕。

右上り。横
タタキロ
後斜ナデ。

斜ナデ(摩
耗)。

横
ロ
デ右上り。一帥』

斜 ナデ(摩
耗 )。

破
ロ
デ脅̈絣」

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 斜ハケロ。

リ
ロ

ヘ
牡舜斜．横肖‐り。

石
夕
後

ラ

ケ

ヘ
ハ
斜
り
。

斜
後
削

リ
ロ

ヘ
牡着斜．横肖‐り。

石
夕
後
ラ

斜ヘラ削
り。

右。左上り
タタキロ
後斜・横ヘ
ラ削り。 』弾

少
粒

口縁部
=存。

横ナデ。 斜ハケロ。縦ハケロ。
斜ハケロ。
縦・斜 ナ 縦・横・斜

ハケロ。
縦 。斜 ナ 縦・横・斜

ハケロ。
長石細片
石英細片

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 横・ 斜 ナ
斜ナデ。 横・斜 ナ

斜ナデ。
石
英

長
石

口縁部
=存。

横ナデ。 斜ナデ(指
頭痕)。

斜ナデ(指
頭痕)。

斜ナデ(指
頭痕)。

斜ナデ(指
頭痕)。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部

=
存。

摩耗。 斜ナデ。 横 。斜 ナ
斜ナデ。 横・斜 ナ 石

英
長
石 底部今存。
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

第1∞図
22

横ナデ。 横・斜 ナ
斜板 ナデ。 ナデ。 指頭痕。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

SB301

横・斜ハケ
目。

横 タタキ
目(摩耗)。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

底部サ存。

第1"図

1
摩耗。 摩耗。

斜ハケロ
後横ナデ。摩耗。

夕
後

目
。

リ

ロ

ケ

上
キ
ハ

右
夕
斜

斜ヘラ削
り。

り
目
。

上
キ

右
タ

少量の石
英

ｌ
τ部縁

　
。

口

存
SB 302

2
斜・縦ヘラ
肖Jり 。

斜ヘラ削
り。

は
含授だ」

砂
と
ま

底部完存。

摩耗。 摩耗。
は
含陵炭」

砂
と
ま

底部完存。

4 摩耗。 摩耗。

多量 の 長
石

多量 の 石
基

底部今存。

縦・斜板ナ
斜ハケロ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

底部完存。

横ナデ。
斜ハケロ
後横ナデ。

斜ナデ。 斜ハケロ。
り
目
。

上

キ

右

タ
簾 状 ハ ケ

目。

り
目
。

上
キ

右

タ

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横・斜ハ ケ
目。

縦・横・斜
ナデ。 斜ハケロ。縦・横・斜

ナデ。 斜ハケロ。
縦・横・斜
ナデ。

長石
石英

ほぼ完存。

横ナデ。 横ナデ。 横タタキ
目。

斜ハケロ。

左

タ。右．”
目。

横
上
キ

斜ハケロ。
横 タ タ キ
目。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜指ナデ。横 ナデ。
り
目
。

上

キ

右

タ 跡皓魏
砂
と
ま

完存。

横ナデ。 縦・横・斜
ナデ。 横ナデ。

縦・横。斜
ナデ。

縦・横・斜
ナデ。

縦・横・斜
ナデ。

縦・横・斜
ナデ。

長石
石英

口縁部ウ
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜指ナデ。横ナデ。
り
目
。

上

キ

右

タ

砂粒をは
とんど合
まず精緻。

完存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横・斜 ナ 左上 リタ

タキロ。斜
ハケロ。

石英

１

一４部縁
　
。

口

存

摩耗。 私・左上り神斜ナデ。

摩
右

夕
後

長石
石英

底部完存。

摩耗。 摩耗。
は
含

授
炭
」

砂
と
ま

底部完存。

第1%図
斜ヘ ラ削
り。

摩耗(縦ハ
ケロ涯U亦 )。

石の

石
量

長
多
英

底部今存。SB 303

講皿図 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
′、ヶ
縦 ヘ
ガキ

。

斜
後

ミ
”機ナデ。斜ラ肖‐り。

左
夕
斜

ヘ

長石
石英

口縁部今
存。

SB 305

第晰図
1

摩耗。
凹線 3条。

摩耗。 横ナデ。
は
含

を
ど

」

粒

ん
な

砂

と
ま

口縁部÷
存。

SB 306

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
大粒の長
石
石英

口縁部畜
存。

―-564-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

第獅図
3

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 縦指ナデ。縦ハケロ
後横ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
算

口縁部÷
存。

SB 306

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦 。斜ハケ
目。

石 英
口縁部争
存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 摩耗。 斜ハ ケロ。 石 英
口縁部豊
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ。
斜ハケロ。

縦・斜ハケ
目。

斜板ナデ。
斜ハケロ。

縦・斜ハケ
目。

ほ
含

授
耀
」

砂
と
ま

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部務
存。

縦 板 ナ デ
後横 ナデ。

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

縦
ガ
耗

斜 ナ デ。
縦 ヘ ラ ミ
ガキ。

長 石
石 英

底 部 は ぼ
完存。

摩耗。 縦 。斜ハケ
目。

長石
石英

底部÷存。

斜ナデ。 斜板 ナデ。
長石
石英

底部与存。

摩耗。 摩耗。

少 量 の 長
石
少 量 の 石

=

底部完存。

摩耗。 摩耗。
縦・横・斜
ナ デ (摩
耗)。

斜板ナデ。
縦・横・斜
ナ デ (摩
耗)。

斜板ナデ。摩耗。
石
英

長
石

口縁部
=存。

第翻図
1

横ナデ。 横ナデ。

横ナデ。
半裁竹管
文。
竹管文。

石
英

長
石

口縁部
=存。

SB 307

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜 ナデ。 斜ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜 ナデ。
石
英

長
石

口縁部島
存。

4 横 ナデ。
斜ハケロ
後横ナデ。横ナデ。 斜ハケロ

後斜ナデ。
斜ハケロ
後斜ナデ。

斜ハケロ
後斜ナデ。

削

ナ
ラ
斜

へ
後

。

斜
リ
デ

石
英

長
石

口縁部与
存。

5 摩耗。 摩耗。 摩耗。 詢
キロ。耗。

右

夕
摩

長石
石英

底部完存。

6 摩耗。 斜ハケロ。摩耗。 斜ハケロ。摩耗。 縦・斜ハケ

目。
斜ヘラ削
り。

石
英

長
石

口縁部
=存。

第211図

1
横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ハケロ。 石の

石
粒

長
大
英

口縁部
=存。

SB 308

2 摩耗。 摩耗。 摩耗。

削
縦
頭

ヘラ後斜．難ゝ

斜
リ
ナ
痕

り
目
。

上
キ

右

タ
長石
石英

口縁部+
存。

3 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部サ
存。

―-565-―



挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第211図

4

摩耗。
斜ハケロ。

右。左上り
タタキロ。斜ハケロ。

左

タ
。右．
”

目
。

横
上
キ

石の

石
粒

長
大
英

底部完存。 SB308

5
斜指ナデ
(指 頭痕。
摩耗。)

夕
摩

上

キ
＞
ｏ

左

夕
耗

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

摩耗。
摩耗。
斜ヘラ削
り。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
英

底部完存。

7
縦・横ナデ
(指頭痕)。

摩耗。
石
英

長
石 底部今存。

ケ

・横
デ
ｏ

ハ
縦

ナ

斜
後
斜

り
目
。

■
キ

右
タ

ケ
溝
ｙ
ア・

ハ
縦
ナ

斜
後
斜

横 タタキ
目。

長石
石英

螂ケ。

横ナデ。
ケ

ヘ
キ
。

ハ
斜

ガ

斜
後

ミ

夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

左

夕
斜

′、ヶ
斜 ヘ
ガキ

。

斜
後

ミ

夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
斜

長石
石英

口縁部:
存。

横ナデ。
ケ
創

・斜′
鶴

・・ア。

横

ロ

ナ

横 。斜 ナ
ケ

ナ・斜′、剣
。

横
ロ
デ

斜ナデ。
ケ

ナ・斜′、剣
。

横
ロ
デ

夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

左

夕
斜

少 量 の 長
石

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ。
指頭痕。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ。
指頭痕。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ。
指頭痕。

圧
夕
斜
摩

”″略承ヽ

硬
上
キ
ナ
鍾

長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 斜ナデ。
指頭痕。 斜ナデ。 斜ナデ。

指頭痕。
斜 ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石

=

口縁部+
存。

横ナデ。 横・斜 ナ
斜板 ナデ。

斜ハケロ
後横・斜指
ナデ。

斜板ナデ。
指頭痕。

は
含

授
だ

なし、。

砂
と
ま

口縁部÷
存。

図２‐２

２０

第

右

夕
斜

ガ

デ
。

夕
後

ミ

ナ
リ
ロ

ラ

＾

斜
上

キ

ヘ
キ

指頭痕。
斜ハケロ。

夕
後

ケ

リ
ロ
ハ

上
キ
・斜

＾

右
夕
縦
日

後

ケ

一．ア

ハ

ナ

・斜

。

縦
縦
目

長石
石英

胴部以下
はぼ完存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ハケロ
後斜ナデ。

横ナデ。
斜ハケロ
後斜ナデ。

石の

石
量

長
少
英

口縁部+
存。

横ナデ。 ガ
・斜′
。

横
横
目

横ナデ。

ロ

ナ
頭

ケ
指
指

ハ
横
＜
ヽ

斜
後
デ
痛

横ナデ。
斜ヘラ削
り後斜ハ
ケロ_

縦指ナデ。
削

ハ

ラ
斜

へ
後

目
。

斜
リ

ケ

長の量
　
英

少
石
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 斜ハケロ。
横・斜 ナ

斜ナデ。 斜ナデ。
長石
石英

口縁部
=存。

図２‐６

‐

第
斜ナデ。

右 上 リタ
タキ ロ(摩
耗 )。

石
英

長
石 底部完存。 SB 309

指お さえ
(指頭痕 )。

斜ハ ケロ
(塵彰 )^

摩耗。 摩耗。 斜ハケロ。

少量の長
石
少量の石

=

螂予。

図２‐７

‐

第
横ナデ。 横ナデ。

斜ハケロ
後横ナデ。
摩耗。

り
目
。

上

キ

右

タ
摩耗。

夕
後

目
。

リ

ロ

ケ

上
キ
ハ

右
夕
斜

長石
石英

ほぼ完存。

縦・横・斜
ナデ。

横ナデ。
斜ハケロ。

摩耗。
キ

ハ

タ
斜

夕
後
目
。

横
ロ

ケ

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

底部ほぼ
完存。

横ナデ。 横ナデ。
斜ハケロ。横ナデ。 横ナデ。

斜ハケロ。
石
英

長
石 底部

=存

。

摩耗。
縦・ 斜 ナ

摩耗。 縦・ 斜 ナ 長石
石英

底部完存。

一-566-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内  面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

区２‐９

‐

事

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

SB310

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。
石
英

長
石

口縁部轟
存。

3 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
斜板ナデ。

摩礼
右上 リタ
タキロ。

長石
石英

口縁部÷
存。

4
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩

耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

5 横ナデ。 横 。斜 ナ
デ。

横・斜 ナ
斜ナデ。 斜ハ ケロ。斜ナデ。

斜ヘラ削
り。

長石
石英

ほぼ完存。

6 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
ミ
斜

ラ
か
・・ア。

ヘ
キ
ナ

斜

ガ
板

摩耗。
斜 ヘ ラ ミ
ガ キ か 斜
板 ナデ。

長石
石英

ほぼ完存。

7 ナデ。椰
。

横
縦
え

縦指おさ
え。
斜ナデ。

斜ナデ。
縦 指 お さ

斜 ナデ。
斜 ナ デ。

縦指おさ

斜ナデ。
斜ナデ。

長石
石英

完存。

8 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

胴 部 以 下
ほぼ完存。

9 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。

第2図
1

横ナデ。 斜 ナデ。 斜 ナデ。 斜ナデ。 斜 ナデ。
長石
石英

底部完存。 SB311

2 横 ナデ。
斜ハケロ
後縦・斜ヘ
ラミガキ。

ロ
ナ

ケ
板

ハ
斜

。

斜
後
デ

斜 ハ ケ ロ
後縦・斜ヘ

ラ ミガキ。

斜 ハ ケ ロ
後 斜 板 ナ

斜 ハ ケ ロ
後縦 。斜ヘ

ラ ミガキ。

斜ハケロ
後斜板ナ
デ。

砂粒をは
とんど含
まない。

底部完存。

第224図

2

横ナデ(摩
耗)。

斜ハケロ
後縦・斜ヘ
ラミガキ。

ロ

ナ

＞
。

一鰤麟

斜
後
デ

斜ハケロ
後縦・斜ヘ
ラミガキ。

目
板
摩

ケ
斜
＜

ハ
縦
，デ

ゝ

斜
後

ナ
耗

斜ハケロ
後縦。斜ヘ
ラミガキ。

ロ
ナ

ケ
板

ハ
斜

。

斜
後
デ

少量の長石
少量の石英
少量の雲母

口縁部÷
存。

SB 312

3 摩耗。
斜ナデ(摩
耗)。

斜 ナデ(摩
耗 )。

斜 ナデ(摩
耗 )。

斜ナデ(摩
耗 )。

斜 ナデ(摩
耗 )。

摩耗。 石の

石
量

長
多
英

口縁部品
存。

4 横ナデ。 横ナデ。 縦・横。斜
ナデ。 斜板 ナデ。

縦・横・斜
ナデ。 斜板 ナデ。

縦・横・斜
ナデ。

少量の石
英

口縁部÷
存。

5 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部号
存。

第笏図
1

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部は
ぼ完存。

SB 313

2 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 横ナデ。 長 石
口縁部÷
存。

3
横ナデ。
凹線 3条。横ナデ。 横 ナデ。

長石
石英

口縁部も
存。

4 横 ナデ。
縦・ 斜 ナ

横 ナデ。
縦・斜 ナ 夕

後
リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

左

夕
縦

長石
石英

口縁部
=存。

5 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

多 量 の 長
石

多 量 の 石
英

口縁部
=存。

―-567-―



挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第226図

6
摩耗。 斜・横 ナ キ

ナ
タ
横

夕
後

。

横
ロ
デ

縦・横・斜
ナデ。

横。右上り
タタキロ。

長石
石英

口縁部豊
存。

SB313

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部島
存。

摩耗。 横ナデ。
摩耗。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 長石細片
口縁部÷
存。

摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ
長石
石英

底部完存。

横ナデ。 横・斜ヘラ
ミガキ。

縦ハケロ
後横ナデ。

縦。斜ヘラ
ミガキ。

′ヽヶ口
。

・横ヘラ
ガキ。

沈
９条

。

縦
縦
ミ
線

ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

斜ヘラ削
り。

ガ
・斜′
。

斜
縦
目

石
英

長
石 底部完存。

斜板ナデ。斜ナデ。
石
英

長
石

底部ほぼ
完存。

摩耗。 横 ナデ。
用

ナデ
。

ハ
斜

斜
後

縦・斜 ナ 右・左上り
タタキロ
(摩耗)。

縦・斜 ナ右．左上脅』
石
英

長
石

口縁部+
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 斜ハ ケロ。
長石
石英

口縁部豊
存。

横ナデ。 斜ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
斜

斜ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
斜

斜 ナデ。

夏
夕
斜

”
”
酪
一九

硬
上

キ
ナ

長石
石英

ほぼ完存。

横ナデ。 斜ナデ。
夕
後

目
。

リ

ロ

ケ

上
キ
ハ

右
夕
斜

斜 ナデ。
り
目
。

上

キ

右

タ 斜ナデ。
り
目
。

上

キ

右

タ
長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

縦・斜ハケ
目。 指お さえ。 ナデ。 縦板 ナデ。

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 斜ハケロ。
キ
ナ

タ
横

夕
後

。

横
ロ
デ

斜ハケロ。横・右上り
タタキロ。斜ハケロ。横。右上り

タタキロ。
長石
石英

口縁部奇
存。

摩耗。 横・斜ハケ
目。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦・横 ナ 縦。斜ハケ
目。

縦・横 ナ 縦・斜ハケ
目。

長石
石英

口縁部:
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 0斜 ナ 斜ナデ(指
頭痕)。

石
英

長
石

口縁部う
存。

横ナデ。 横ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
横

横ナデ。

夕
縦
後

り
日
，ロ
デ
。

上
キ
ケ
ナ

右

タ

ハ
横

は
含

陸
炭
」

砂

と
ま

口縁部÷
存。

斜板 ナデ。摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。

第229図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ヘ ラ削

り。
斜ハケロ
後横ナデ。

は
含

陸
耀
」

砂
と
ま

口縁部寺
存。

SB314

摩耗。
用

ナデ
。

ハ
横

横
後

斜ヘ ラ削
り。

縦・斜ハケ
目後斜ナ
デ。

斜ヘラ削
り。

縦・斜ハケ
目後斜ナ
デ。

斜ヘラ削
り。

長石
石英

口縁部寺
存。

―-568-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

第四図
3

摩耗。 斜ハケロ
後斜ナデ。

夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
斜

斜ハケロ
後斜ナデ。

夕
後

Ｄ
朝

ナデ
。

右

夕
斜

板原体の
痕跡。

夕

後Ｄ
襴
ナデ。

右

夕
斜

雲
英
助
絣

石
少
母

ほぼ完存。 SB314

4 摩耗。 斜ナデ。 斜ナデ(指
頭痕)。

斜 ナデ。
斜 ナデ(指
頭痕 )。

石
英

長
石 底部完存。

第四図
1

摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。
横 タ タ キ
目。

石
英

長
石

口縁部芸
存。

SB 315

2 横ナデ。 縦・斜 ナ
斜ハケロ。

縦・ 斜 ナ 縦・斜ヘラ
肖Jり 。

縦・ 斜 ナ 縦・斜ヘラ
肖Jり 。

長石
石英

口縁部÷
存。

第獅図
1

摩耗。 斜 。横 ナ
キ

ナ

タ
横

夕
後

。

横
ロ
デ

縦・横・斜
ナデ。

横・右上り
タタキロ。

長石
石英

口縁部豊
存。

SB 316

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ヘラ削
り。 斜ナデ。 長石

石英
口縁部

=存。

3
ラ
斜

へ
後
目
。

斜

リ

ケ

斜板 ナデ
(摩耗 )。

斜 ヘ ラ削
り。

斜板 ナデ
(摩耗 )。

長 石
石 英

底 部 完存 。

縦0斜板ナ 縦・斜 ナ 石
英

長
石 底部完存。

横ナデ(摩
耗)。

さ
頭

ぉ
指

指
＜

＞
ｏ

横
え
痕

縦指ナデ
(指頭痕)。

さ
頭

ぉ
指

指
＜

＞
ｏ

横

え
痕

縦指ナデ
(指頭痕)。

長石
石英

口縁部与
存。

摩耗。 斜板ナデ。斜板ナデ。 斜板ナデ。斜板ナデ
後横ナデ。

少 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。
斜・横ハケ
目後斜ナ 縦・横・斜

ヘラ肖りり。
少 量 の 長
石

口縁部÷
存。

第四図
1

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長 有

石英
少 量 の 雲
母

口縁部+
存。

SB 317

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部+
存。

摩耗。 斜板ナデ。

夕
後
斜

卸
朝樅
デ。

右

夕
横

ナ

斜板ナデ。

夕
後
斜

即報
。縦。九

石
夕
横
ナ

斜板 ナデ。

夕
後
斜

卸
朝
樅

デ
ｏ

右

夕
横

ナ

石
英

長
石

ほぼ完存。

4 横 ナデ。

ロ

ナ
ケ
板

ハ
斜

。

斜
後
デ

右上り。横
タタキロ
後斜ナデ。

ロ
ナ

ケ
板

ハ
斜

。

斜
後
デ

右上り・横
タタキロ
後斜ナデ。

斜ハケロ
後斜板ナ

り。横
襴

ナデ
。

上

夕
斜

右

夕
後

長石
石英

口縁部+
存。

5 摩耗。 指頭痕。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

ほぼ完存。

6 摩耗。 摩耗。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
横

摩耗。

夕
後

ナ

リ

目
横

上

キ

・
　
。

右
夕
縦
デ

細
　
細

微
　
微

石
　
英

長
片
石
片

口縁部も
存。

7 横ナデ。 横ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
横

横ナデ。
り
目
。

上

キ

右

タ 長 石
口縁部÷
存。

縦ハケロ。
斜板ナデ。

。横
目
。

リ
キ

上

タ

右

タ 石英 底部完存。

斜板ナデ。
り
日
。

上
キ

右

タ

長 石 観 測

片

石英微細
片

底部完存。

―-569-一



挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

図断

１０

第
横ナデ。

縦。斜ハケ
目後横。斜
ナデ。

横・斜ナデ
(摩耗)。

縦・斜ハケ
目後斜ナ
デ(摩耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

縦・斜ハケ
目後斜ナ
デ(摩耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁部今
存。

SB 317

横ナデ。
縦・横・斜
ナデ。

横・斜 ナ 縦・横・斜
ナデ。

横 。斜 ナ 縦・横・斜
ナデ。
斜ハケロ。

横 。斜 ナ
斜ナデ。 横・斜 ナ

長 石
口縁部+
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部ほ
ぼ完存。

第240図

1
横ナデ。 横ナデ。

斜ハケロ。
横ナデ。
斜ハケロ。斜ハケロ。

用

ナデ
。

ハ
横

斜
後

削
　
目
。

へ

。
ハ

斜

り
斜

斜ハケロ。斜ハケロ
(摩耗)。

横
ロ

ケ

リ。
キ

ハ

上

夕
斜

。

右

夕
後
目

長 石
口縁部完
存。

SB 318

横ナデ。 横ハケロ。縦ハケロ。 ケヽ
わ

横′
鮮

縦ハケロ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部与
存。

横ナデ。
横ナデ。
沈線 5条 縦指ナデ。

縦ハケロ
後横ナデ。

は
含

授
耀
札

砂
と
ま

頸部÷存。

横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
石
英

長
石

口縁部小
片。

横ナデ。 横ナデ。
ナデ

。
・斜タ
ロ
。

横
横

キ

横・斜 ナ 石
英

長
石 脚完存。

日
ぼ

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
石
英

長
石

２
丁部縁

　
。

日

存

7 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。

削

ヘ

ラ
横

り
。

へ
後
削

斜
リ

ラ
摩耗。

石
英

長
石

ｌ
Ｔ部縁

　
。

口

存

8 摩耗。 摩耗。 へ

。

斜
り 摩耗。 石の

石
量

長
多
英

口縁部÷
存。

9 横ナデ。 摩耗。
長石
石英

口縁部豊
存。

横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。
縦・横・斜
ハケロ後
横ナデ。

縦ナデ。 摩耗。

少 量 の 長
石

少 量 の 石
ほぼ完存。

摩耗。
耗
。
へ

ｏ

摩
斜
り

多 量 の 長
石

多 量 の 石
章

底部完存。

指頭痕。
縦ハケロ。
横ナデ。 睦一魏

砂
と
ま

底部ウ存。

横ナデ。 横ハケロ。横ナデ。
ケ

ヘ
キ
。

ハ
縦

ガ

斜
後

ミ

一舜斜へり。

石
夕
後
削

斜ハケロ
後縦ヘラ
ミガキ。

・左上始斜へり。

右
夕
後
削

少 量 の 長
石

少 量 の 石
革

口縁部+
存。

横 ナデ。 斜 ハケロ。
横。縦。斜
板ナデ。

斜ハケロ。
縦・斜板ナ 簾 状 ハ ケ

目。
縦・斜板ナ 長助

細片
。

少
石

口縁部÷
存。

摩耗。
斜ハケロ
後斜ナデ。

ケ

ナ・斜′、剣
。

縦
ロ
デ

斜ハケロ
後斜ナデ。

縦。斜ハケ
目後斜ナ 斜ハケロ

後斜ナデ。

ケ

ナ・斜′、翻
。

縦
ロ
デ 睦一魏

砂
と
ま

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
ケ
ナ

ハ
斜

状
後

。

簾
ロ
デ

夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
斜

ケ
ナ

ハ
斜

状
後

。

簾
ロ
デ

夕
後

Ｄ
朝

ナデ
。

右

夕
斜

少量の長
石細片
少量の石
英細片

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。
横・斜板ナ

ロ
ナ

ケ
板

ハ
斜

。

斜
後
デ

横。斜板ナ
ケ

ケ

板
を

，斜′、御一デ。

簾
目

ロ

ナ

夕
斜
指

卸
キロ

。
ナデ

。痕
。

右

夕
板

頭

石
英

長
石

１
７部縁

　
。

日

存

―-570-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図卸

２０

第
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。斜 ナデ。

簾 状 ハ ケ
目。

斜板ナデ。長 石 微 細
片

口縁部ウ
存。

SB318

横ナデ(摩
耗)。

目
板

ケ
斜

ハ
横．
デ
。

斜
後

ナ

ロ

ナ
ケ
板

ハ
斜

。

横
後
デ

斜ハケロ
後横・斜板
ナデ。

横ハケロ
後斜板 ナ
デ。

斜ハケロ
後横・斜板
ナデ。

横ハケロ
後斜板 ナ 長石

石英
口縁部与
存。

第24図

22
摩耗。

横・斜板ナ
デ(摩耗)。

斜ハケロ。

縦・斜板ナ
デ(摩耗)。

横・斜板ナ
デ(摩耗)。

縦・斜板ナ
デ(摩耗)。

横・斜板ナ
デ(摩耗)。

縦・斜板ナ
デ(摩耗)。

長石
石英

ほぼ完存。

横ナデ。 斜板 ナデ。斜板ナデ。 斜板ナデ。
斜板ナデ
(指頭痕)。

斜板ナデ。縦板ナデ。長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 斜ハケロ
後縦ナデ。縦ナデ。 斜ハケロ

後縦ナデ。縦ナデ。 摩耗。
縦・斜 ナ

石の

石
量

長
多
英

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

斜ハケロ
後斜ナデ。

横ナデ(摩
耗)。

斜ハケロ
後斜ナデ。
指頭痕。

斜板ナデ
(摩耗)。

指頭痕。

′、ヶ口
斜ナデ

。頭痕
。

斜
後
指

斜板ナデ
(摩耗)。

指頭痕。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横 ナ デ。
横 ナデ。
斜ハケロ。

横・斜板 ナ
デ(摩耗 )。

横・斜板ナ

指頭痕。

ナ

＞
。・斜板麟頭痕。

横
デ
指

横・斜板 ナ
板 ナ デ。

長石
石英

口縁部豊
存。

横 ナデ。 横 ナデ。

後

ミ

一．ア
ラ

ナ

ヘ
キ
。

横

横

ガ

縦 ナデ後
縦ヘラミ
ガキ。

横・斜ハケ
目後斜ヘ
ラミガキ。

縦 ナ デ後
縦 ヘ ラ ミ
ガキ。

横・斜ハ ケ
日後 斜 ヘ
ラ ミガキ。

石
英

長
石

口縁部
=存。

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 斜板 ナデ。
横・左上り
タタキロ
後横ナデ。

斜板 ナデ。
横・左上り
タタキロ。

少 量 の 長
石

口縁部+
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部与
存。

摩耗。 斜ナデ(摩
耗)。

縦ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横・斜ハ ケ
目。

縦ハケロ。斜ハケロ。縦ハケロ。
石
英

長
石 はぼ完存。

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 斜ハケロ。
縦・ 横 ナ

斜ハケロ。
縦・ 横 ナ

は
含

授
炭
」

砂
と
ま

口縁部与
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ
(指頭痕)。

ナ
頭艦

鮨
。

縦
デ
痕

縦指ナデ
(指頭痕)。

ナ
頭鵬

鮨
。

縦
デ
痕

長 石
口縁部与
存。

横ナデ。 横・斜ハケ
目。

横ナデ。 横ナデ。 横・ 斜 ナ
横ナデ。 横・斜 ナ は

含
授
だ
」

砂
と
ま

ほぼ完存。

横指ナデ。横指ナデ。横指ナデ。 横指ナデ。横指ナデ。横指ナデ。横指ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

ほぼ完存。

横・斜 ナ 斜ハケロ
後横ナデ。

横・斜 ナ 斜ヘラ削
り。 時嬌魏

砂
と
ま

胴部以下
完存。

横ナデ。
横・斜 ナ

指頭痕。

横・斜 ナ

指頭痕。

ナデ。
指頭痕。

横ナデ。
指頭痕。

少量の長
石
少量

・
の石

=

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。
指頭痕。

横・斜 ナ

指頭痕。

横ナデ。
指頭痕。

横・斜 ナ

指頭痕。

長石
石英

口縁部与
存。

斜ナデ。
指頭痕。 横斜ナデ。

摩
デ＞ｏ醸

ナ
耗
指

指頭痕。
長石
石英 底部今存。

―-571-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第24図

43
横ナデ。

横・斜 ナ

指頭痕。

横,斜 ナ

指頭痕。

横・斜 ナ

指頭痕。

横・斜 ナ

指頭痕。

石
英

長
石

口縁部,
存。

SB318

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

横,斜ナデ
(摩耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

横,斜 ナデ
(摩耗)。

長石
石英

口縁部+
存。

事247図

1

摩
都
オ
丼
デ
【

Ｌ
聾
耐
オ
・

グ
多

里

竪

ナ
百

幸

贅

縄

夕

盃

滝

横ナデ。
摩耗。

横ナデ。
摩耗。

長石
大粒の石
英

口縁部轟
存。

SB 320

横ナデ。
鋸歯文。

横・縦 ナ 縦・横 ナ 石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横 。斜 ナ
横ナデ。

縦指ナデ。
指頭痕。

縦・斜ハケ
目後斜ナ
デ。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石
口縁部÷
存。

摩耗。 横・斜ハケ
目。

横ナデ。
削

ナ
ラ
横

へ
後

。

斜
リ
デ

圧
夕
後
ケ
≫
。

一”日・斜′、幌

硝
上
キ
縦
目

斜ヘラ削
り。 横。右上り【』

石
英

長
石

ほぼ完存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
左上 リタ
タキロ。

長石
石英

口縁部÷
存。

7 摩耗。 摩耗。
斜ヘラ削
り。

横。右上り
タタキロ
後縦・斜ナ

長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。
縦・横 ナ

横ナデ。 横・ 斜 ナ
横ナデ。 長石

石英
口縁部+
存。

横ナデ。
横・斜板ナ 横。右上り

タタキロ
後横ナデ。

横。斜板ナ ・右上リ
タキロ

。

横
タ

長石
石英

口縁部÷
存。

縦・斜ナデ
(摩耗)。

り
目
。

上

キ

右

タ
長石
石英

底部完存。

横ナデ。
斜板ナデ。

えヽ
ナ

さ
斜

ぉ
横

ｏ

指
後
デ

少量の石
英 底部完存。

斜ナデ(摩
耗)。

横。左上り
タタキロ
後斜ナデ。

長石
石英

底部完存。

縦・横ナデ
(指頭痕)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

長石
石英 底部完存。

横ナデ。 斜ハケロ。横・斜板ナ
斜ハケロ。横・斜板ナ

斜ハケロ。横・斜板ナ 長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。
斜ナデ(摩
耗)。

指頭痕。

摩・．ア
　
痕

ナ
＞
。頭

斜
耗
指

斜ナデ(摩
耗)。

指頭痕。

斜ナデ(摩

耗)。

指頭痕。

摩デ
　
痕

ナ
＞
。
頭

斜
耗
指

摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

摩耗。
斜ハケロ
後斜板 ナ
デ(摩耗)。

斜板ナデ
(摩耗)。

斜ハケロ
後斜板ナ
デ(摩耗)。

斜板ナデ
(摩耗)。

ロ

ナ

＞
。

′ヽヶ朧臨

斜
後
デ

斜板ナデ
(摩耗)。

少量の長
石
少量の石
英

底部完存。

横ナデ。

目

２

ナ斜′、ヶ時動デ。
斜ハケロ。 斜ハケロ

後斜ナデ。
ヘ・横

り
。

縦
削

斜ハケロ
後斜ナデ。

縦ヘラ削
り。

長石 ほぼ完存。

横ナデ。
斜ナデ(指
頭痕)。

縦・横・斜
ナデ(指頭
痕)。

斜ナデ(指
頭痕)。

縦・横・斜
ナデ(指頭
痕)。

長石
石英

口縁部
=存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

図卸

２０

第
斜板ナデ。横ナデ。 斜板ナデ。斜・横板ナ

斜板 ナデ。
斜・横板ナ 長石

石英
底部完存。 SB320

横ナデ。 斜板ナデ。横ナデ。 斜板ナデ
(指頭痕)。

斜ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

石英細片
雲母細片 底部完存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
ロ
ナ

ケ
板

ハ
斜

。

斜
後
デ

右・左上り
タタキロ
後縦・斜ナ

長石
石英

口縁部÷
存。

第2Ю図
1

斜ヘラ削
り。 斜ハケロ。長石

石英 底部完存。 SB321

2

斜 ヘ ラ肖1

り後 斜 ナ

指頭痕。

斜ハケロ
後斜ナデ。

長石
石英

螂争。

第四図
1

横 ナ デ。 摩 耗 。 横 ナ デ。 長 石
石 英

口緑部÷
存。

S B 323

2 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

3 摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

一九部縁

。

口
存

4 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
少
英

口縁部÷
存。

9 横 ナデ。 斜板 ナデ。斜板 ナデ。 斜板 ナデ。斜板 ナデ。斜板 ナデ。
斜板ナデ。
横ヘラ削
り。

長石
石英

口縁部÷
存。

事濁図
1

横ナデ(摩

耗)。

縦・斜ナデ
(摩耗)。

縦・斜ナデ
(摩耗)。

縦。斜ナデ
(摩耗)。

縦・斜ナデ
(摩耗)。

縦・斜ナデ
(摩耗)。

縦・斜ナデ
(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

SB323
上位土坑
状遺構

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜板 ナデ。摩耗。
石
英

長
石

口縁部
=存。

第四図
1

凹線 1条。斜ハケロ。

夕
後

目
。

リ
ロ
ケ

上

キ

ハ

左

夕
斜

斜ヘラ削
り。

夕
後

目
。

上

キ

ハ

左

夕
斜

石
英

長
石

口縁部÷
存。

S B 324

横ナデ。 斜ハケロ。
夕
後Ｄ

朝
ナデ。

右
夕
縦

斜ハケロ。
夕
後

Ｄ
朝

ナデ
。

右

夕
縦

縦ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
縦

石
英

長
石

口縁部
=存。

縦・横・斜
ナデ。

縦・横 ナ ほ
含

陸
耀

なし、。

砂
と
ま

底部完存。

縦ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 横 タ タ キ
目。

長石
石英 底部完存。

第知図
1

横ナデ。 斜ハケロ
後横ナデ。横 ナデ。

斜・縦 ハ ケ

目。

斜 ヘ ラ 削

り。

夕
後

ケ

リ
ロ
ハ

上
キ
・縦

。

右
夕
斜
目

長石
石英

口縁部÷
存。

SB 325

横ナデ。 斜ハケロ。横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。
は
含

糧
雇
』

砂
と
ま

口縁部+
存。

横 ナデ(摩
耗 )。

斜ハケロ。
ケロ

。り
目
。

ハ
上

キ

斜
右

タ

斜ハケロ。
斜ヘラ削
り。 ′ヽケロ。”キロ。擁

斜
右

夕
慶

長石
石英

口縁部島
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第知図
4

横板ナデ。摩耗。 一嚇囃囃

多
粒
多
粒

底部完存。 SB 325

斜ナデ。 斜ナデ(指
頭痕)。

長石
石英

底部完存。

斜板ナデ。斜板ナデ。
長石
石英

底部完存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。
横・斜 ナ 横・斜 ナ ナデ。 摩耗。

石
英

長
石 完存。

横ナデ。 斜ナデ。
横 。斜 ナ

斜ナデ。
横・ 斜 ナ

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

睾困図
1

横ナデ。
円形浮文。
凹線 2条。

摩耗。 横ナデ。

大 粒 の 長
石

大粒の石
英

口縁部轟
存。

SB 326

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板ナデ。
縦・斜 ナ

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

3 横ナデ。 横ナデ。
横・斜ハケ
目後横ナ
デ。

横。斜ヘラ
肖Jり 。

デ
。
り
目
。

ナ
上

キ

横
右

タ

多 量 の 雲
母。

口縁部畜
存。

4 摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ 摩耗。 斜ハケロ。石英。 底部完存。

5
斜ヘラ削
り。

キ

ハ

タ
斜

夕
後
目
。

横
ロ

ケ

少 量 の 長
石
少 量 の 石
糞

底部完存。

第獅図
1

横ナデ。 摩耗。
横ハケロ
後横ナデ。

縦・斜ハケ
目後横ナ 石英 頸部今存。SB 327

2 摩耗。 横 ナデ。

夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
横

斜ナデ。
り
目
。

上
キ

右

タ

石
英

長
石

口縁部+
存。

3
横ナデ。
凹線 1条。

摩耗。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
横

斜ヘラ削
り(摩耗)。

夕
後

ケ

リ

ロ

ハ

上
キ

。斜

６

右
夕
縦
目

少量の長
石

口縁部+
存。

4
縦・斜ヘラ
肖Jり 。

縦・斜板ナ
デ(原体の
痕跡)。

石の

石
量

長
多
英

底部÷存。

5
斜ヘラ削
り(摩耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

底部÷存。

斜ヘラ削
り。

斜ヘラ削
り。

長石
石英

底部完存。

7
斜ヘラ削
り。

斜ハケロ
後斜ナデ。

大粒の石
英

底部完存。

斜指ナデ
(指頭痕)。

摩耗。
縦ハケロ。

石
英

長
石 底部

=存

。

縦・横・斜
ハケロ(原
体2種 )。

り
目
。

上
キ

右
タ

少量の石
英

蜘■。
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第26区

10
斜ヘラ削
り。

夕
後

Ｄ
襴

ナデ
。

左

夕
斜

石
英

長
石 底部完存。 SB 327

横ナデ。 横 ナデ。
斜ハケロ
(粗)後横
ナデ。

横 。斜 ナ
斜 ハ ケ ロ
(粗 )。

縦 ハ ケ ロ
(細 )。

横・斜 ナ 縦・斜ハケ
目 (細 )。

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 斜ハケロ。縦・横。斜
ナデ。

斜ハケロ
後放射状
のヘラミ
ガキ_

縦・横・創
ナデ。

ケ

鱚
響

フ

ハ
放

へ
ｔ

状

後

の

ガ

廉
目
状

ミ

縦・横・斜
ナデ。

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

口縁部
=存。

横ナデ。 横 。斜 ナ 斜ナデ(摩
耗)。

横・ 斜 ナ 斜ナデ(摩
耗)。

斜ハケロ。
斜ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
ガ

ナデ
。

板
斜

横
後

夕
後

ナ

リ
目

斜

上

キ

・
　
。

右

夕
横

デ

ガ

ナデ
。

板
斜

斜
後

夕
後

ナ

リ
目
斜

上
キ

・　
ｏ

右
夕
横
デ

少量の長
石微細片。

口縁部士
存。

宥畑図
1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ。

少量の長
石
少量の石
英

口縁部÷
存。

S B 328

2 摩 耗 。 摩 耗 。 横 ナデ。 摩 耗 。
斜・縦 ハケ
目後 横 ナ 長石

石英
口縁部÷
存。

摩耗。
横・斜 ナ

削

ナ
ラ
斜

へ
後

。

斜
リ
デ

横・斜ナデ
(板原体の
痕跡 )。

削

ナ
ラ
斜

へ
後

。

斜
リ
デ

一．ア
の

ナ
体

ｏ

横．斜鰤助

削

ナ
ラ
斜

へ
後

。

斜
リ
デ

ほ
含

を
ど

しヽ。

粒

ん
な

砂
と
ま

口縁部
=存。

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
後．．ァ

デ
。

ナ
ナ

横

縦
用

ナデ
。

ハ
横

斜
後

長石
石英

口縁部豊
存。

第劉図
1

ｏ文
耗
突

摩
刺 摩耗。 摩耗。 石英

口縁部
=存。

S B 329

横ナデ。
波状文。 摩耗。

指おさえ
(摩耗)。

長石
石英

口縁部
=存。

横 ナデ。 横ナデ。 躊魏
砂
ま

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。
ナデ

。
・斜タ
ロ
。

横
横

キ

斜ヘラ削
り。

横。斜タタ
キロ。 石 英

口縁部÷
存。

摩耗。
右上り。横
タタキロ
(摩耗)。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 斜ヘラ削
り。

・・ア。
ラ

ナ

ヘ
　
。

横
縦
り

石英
口縁部寺
存。

摩耗。 横ナデ。 横 タ タ キ
目。

斜板 ナデ。
斜指 ナデ。
(指 頭 痕 ,

摩耗 )。

横 タタキ
目後縦。斜
ハケロ。

長石
多 量 の 石
英

口縁部号
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

摩耗。 斜ハケロ。
夕
後

目
。

上

キ

ハ

右

夕
斜

石
英

長
石

１
了部縁

　
。

口

存

横ナデ。
斜ハケロ
後斜ナデ。

右上り。横
タタキロ
後斜ナデ。

斜ハケロ
後斜ナデ。

り。横
朝

ナデ
。

上

夕
斜

右

夕
後

斜ハケロ
後斜ナデ。

右上り。横
タタキロ
後斜ナデ。

石の

石
量

長
少
英

ほぼ完存。

斜ハケロ
後ナデ。

夕
後
削

上
キ

ヘ
　
＾

右
夕
斜
り

石
英

長
石 底部完存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第別図
12

摩耗。 横・右上り
タタキロ。

指ナデ(指
頭痕)。

斜ヘラ削
り。

長石
石英

底部完存。 SB329

摩耗。 摩耗。 板ナデ。
斜ハケロ。
斜ヘラ削
り。

長石
石英

底部完存。

第12図

1
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 横ナデ。

摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

SB 331

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 。斜 ナ 少量の長
石
石英

口縁部も
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦・横・斜
ナデ。

斜・縦 ハケ

目。
沈線 4条。

少量の長
石

口縁部轟
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 長石細片
口縁部豊
存。

5 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部希
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 5条。

長石
石英

口縁部小
片。

摩耗。
沈線 3条。
刺突文。

は
含脱耀」

砂
と
ま

胴部小片。

摩耗。 摩耗。
長石
大 粒 の 石
英

底部÷存。

摩耗。 摩耗。
ほ
含陵雇」

砂
と
ま

底部÷存。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部÷存。

摩耗。 摩耗。
縦,斜 ハケ
目後横ナ 長石

口縁部小
片。

横ナデ(ヘ
ラ状原体)。

横ナデ。
摩耗。

へ
　
。け椰帆

石の

石
粒

長
大
英

口縁部 J
片。

(註 )

第12～ 55表 には,壼・甕・高杯・鉢形土器及び土師器,須恵器のうち普遍的な器形のみを一覧化している。
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第13表 竪穴住居跡伴出遺物一覧表12)

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

過存状態 出土位置暉図番号
口縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第224図

1
斜ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ

横ナデ。 長石細片
石英細片

口縁部

:オ
=7毎二。 SB312

図囲
・３

第
横ナデ。 横・斜 ナ

横ナデ。 横・斜 ナ
横ナデ。

縦・横・斜
ナデ。
シポリロ。

縦板ナデ。
砂粒をは
とんど含
まず精緻。

口縁部

静。 SB318

象1落。
キ
斜

夕
縦。
日
。

夕

後

ケ

横
ロ

ハ

横 ナデ。
砂粒をは
とんど合
まず精緻。

脚部島
存。

第劉図
5

摩耗。 摩耗。
斜ナデ。

横ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。 長石細片。
石英細片。

口縁部

予
。

S B 323

摩耗。
縦 。斜ハケ
目。

横・斜ハケ
目。
シポリロ。

縦・斜ハケ
目。 摩耗。 長石

石英
脚部

=存。

縦指おさ

横。斜板ナ 祭1落。 摩耗。 長石
石英

脚部÷
存。

摩耗。 摩耗。
横板 ナデ。
斜ハケロ。
摩耗。

摩耗。 長石
石英

脚部
=存。

第獅図
3

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 長石
石英

口縁 部
完存。

お
土
遺

昴
位
状

ｂ
上
坑
桂

縦ナデ(指

頭痕)。

シボツロ。
摩耗。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

脚部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

脚部
=存。

指頭痕。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
石
英

長
石

４
了部

　
。

脚

存

横 。斜 ナ
横 ナデ。

多量の石
英

脚部÷
存。

第困図
6 斜ナデ。

横指おさ

縦ヘラ ミ
ガキ.

横ナデ(摩耗)。

長石
石英

脚部÷
存。

SB 326

第14表 壺棺墓伴出遺物一覧表

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

窺昴図 摩耗。
夕
摩

上
キ
＞
ｏ

右
夕
耗

摩耗。 一タキロ後い」
長石
石英

:同 部ほぼ
完存。

ST301

第276図 摩耗。

夕
後

ナ

リ
目
斜

上
キ

ｏ　
ｏ

右

夕
横
デ

摩耗。 横ナデ。
長石
石英 螂ケ。ST302
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第15表 掘立柱建物跡伴出遺物一覧表

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

事41図 摩耗。 精緻。 螂■。SB04
NQ 2

暑硼図
1

摩耗。 摩耗。 精緻。 底部完存。
SB 08
NQ 2

2 暗文。 摩耗。 石英 底部÷存。
SB 10
Nl1 6

3 摩耗。 摩耗。 長 石 底部÷存。
ＳＢ

Ｍ

4 摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
英

底部÷存。
SB 12
NQ 5

5 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

SB 13
NQ 2

摩耗。 摩耗。 摩耗。 精緻。
口縁部+
存。

SB 14
Nl112

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石
口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。 摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

精緻。 完存。
SB 14
NQ 6

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 石英 底部+存。SB14
No 3

第躙図
1

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁 部 小
片。

SB 404
NQ 6

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

頸部+存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。
SB 404
NQ l

摩耗。 摩耗。

少 fllの 長
石

少量の石
英

蜘歩。SB404
NQ 6

摩耗。
摩耗。
指頭痕。

石
英

長
石

底部はぼ
完存。

第398図

1
斜ナデ。 摩耗。

石
英

長
石 底部+存。SB406

2 斜 ナデ。 斜ナデ。
砂 粒 を は
とん ど含
まず精緻。

底部完存。
SB 406
No12

第41B区 摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

螂警。SB 409
No 3
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第16表 土坑伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

図６０

１

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石

石英
口縁部÷
存。

SK301

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部士
存。

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

沈線 5条。

少 量 の 長
石細片
石英

口縁部も
存。

摩耗。
ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

多 量 の 長
石
多 量 の 石
葵

底部÷存。

摩耗。 横ナデ。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

底部
=存

。

ナデ。 摩耗。
石
英

長
石 底部今存。

7 縦 ナデ。

デ

さ

ナ

お
板
指

。

縦
後
え

長石
石英

底 部 完 存 。

図６９

１

第 横・斜ヘラ
ミガキ。

斜ハケロ。
横・斜ヘ ラ
ミガキ。

横・斜ヘ ラ
ミガキ。 一椰′ヽケロ。』」

横

ガ
斜
沈
竹

長石
石英

口縁部
=存。

SK303

2 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横・斜 ナ 横・ 斜 ナ 長石
石英

口縁部÷
存。

3
横ナデ。
亥J目 。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

ミ
斜

ラ
後
目
。

ヘ
キ
ケ

横

ガ

ハ

ラ
後

ナ
小着
・斜
。

横

ミ
横
デ

線５条。・斜ヘラガキ後戒

沈
横

ミ
斜

長石
石英

口縁部÷
存。

4
横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ。斜′、ヶ口孵』

斜
ガ

・
ナな̈嫌・斜。

証
ヘ
キ
横
デ

条。）
。斜∝

腰・斜′飾デ≫ｏ

沈
縦
ロ
ナ
耗

石
英

長
石

口縁部÷
存。

縦・横 ナ 横・斜 ナ 石
英

長
石 底部

=存

。

横・斜 ナデ
(摩耗 )。

ミ
縦

ラ
後
目
。

ヘ
キ
ケ

横

ガ

ハ

長石
少 量 の 石
英

底部÷責。

第280図

1

横ナデ(摩 耗
(立 上部内面
積ナデ(摩 耗
(立 上部外面
樹ナデr魔 I・

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

SK304

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 ffi^7:
il*o 摩耗。 縦ナデ。 長石

石英
口縁部÷
存。

区８５

１ 横ナデ。
ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
一・ア。

斜

ガ
ナ

斜ヘラ ミ
ガキ後横・
斜ナデ。

ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜
ガ
ナ

‐条。な観

線
ヘ
キ
九

沈
斜

ガ
ナ

長石
石英

口縁部÷
存。

SK305

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗 )。

横 ナデ(摩
耗 )。

斜 ナデ(摩
耗 )。

斜ナデ(摩
耗 )。

長石
石英

口縁即
=存。

図６‐

１

第
摩耗。 摩耗。 縦板ナデ。摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 』嚇』猥

多
粒
多
粒

口縁部÷
存。

SK307

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ(指
頭痕)。

横ナデ。 横ナデ(指
頭痕)。

横・斜 ナ
斜ナデ。

長石
石英

口縁部与
存。

3
摩耗。
亥J目 。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
沈線 4条。

長石
石英

口縁部÷
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

図６‐

４

第
横ナデ。

横ヘラミガ
キ。
貼付突帯3

条に刻目。
麟醐英

少
石
石

胴部÷存。SK307

摩一．ア
　
　
　
。

ナ
＞
。
日

横

耗

刻

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

∝
　
条
。

デ
　
７

ナ
＞
。線

横
耗
沈

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。
亥J目 。

横 ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
摩耗。

縦板ナデ。
摩耗。
沈線n条。

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。
亥J目 。

横・斜 ナ 横ナデ。
縦ハケロ。

横,斜 ナ 目
条

ケ

９
ハ
線

縦
沈

長石微細
片

口縁部豊
存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
横ナデ。
沈線10条。

長石細片
口縁部豊
存。

9 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
縦板ナデ
(摩耗)。

沈線 9条。
縦・斜ハケ

目。

一
師
¨
け

多
石
多
英

口縁部島
存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
横 。縦 ナ 長石

大 粒 の 石
英

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横,斜 ナ 縦板ナデ

後横ナデ。
長石細片
石英

口縁部豊
存。

摩耗。 摩耗。 指お さえ。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部島
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横 ナデ。 縦ナデ。
ｏ条

　
目

デ
６
　
ｏ
ケ

ナ
線
耗

ハ

横
沈
摩
縦

多量の長
石
多量の大
粒の石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部島
存。

摩耗。
斜板ナデ。摩耗。

大粒の長
石
石英

郎争。

摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

酬争。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

螂争。

睾94図

1
横ナデ。 ナデ。一）キ。

横
横

ガ

横ナデ。
斜ハケロ。

ヘ
キ
。

横

ガ 斜ハケロ。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少

英

口縁部島
存。

SK308

2
斜ナデ(摩
耗)。 一̈キ後横．一≫。

貼
横
ガ
斜
耗

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
英

部
存
。

頸
完

3

でヂ傘晨

籍畠二l摩

ラ
後
ナ
腋
突一̈「一̈

＾

横
ミ
ロ
デ
度
帯

長石
石英

胴部小片。

4
横ナデ(摩
耗)。

ミ
摩

ナデ
。

ヘ ラ
摂

ゝ

横
斜

ガ
耗

横ナデ。
斜ハケロ。
沈線 8条。

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

斜

ガ
耗

醐

。
ケロ

。晩

ラ
文

ハ
線

へ
歯
斜
沈

長石
石英

脚静。

5
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

l突 文。
i付 円 形 浮

:l,レ、ヶ口。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
革

口縁部+
存。

横ナデ。
亥J目 。

横ナデ。
斜ハケロ
後横ナデ。

横ナデ。
斜ハケロ。
沈線 8条。

石
英

長
石

口縁部島
存。

―-580-一



挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

署94図

7

横 ナデ。
亥1目 。

横ナデ。 横ナデ。 斜 ナデ。

。
目
条

デ

ケ

８

＾

ナ

ハ
線

・耗

質

斜

沈

塵

摩耗。 縦ハケロ。
長石
石英

口縁部ほ
ぼ完存。

SK308

8 亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
沈線 1条。

長石
石英

口縁部品
存。

9
横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。

斜ハケロ。 横ナデ。
横ナデ。
縦ハケロ。
沈線7条。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

斜 ナデ。
斜ハケロ
後斜ナデ。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

蜘静。

横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ。
従。斜ナデ
(摩耗)。

ロ

ナ

ケ
斜

ハ
縦

ｏ

斜
後
デ

長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。
横ナデ(板
状原体)。

指頭痕。
横 ナデ。

沈線2条。
摩耗。

長石
石英

口縁部
=存。

横 ナ デ。 横 ナ デ。
縦・斜ハケ
目後横ナ

縦 。斜 ハ ケ
目後 横・斜

指 頭 痕 。

斜 ハ ケ ロ
後斜 ナデ。
沈線 7条。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横。斜ナデ
(摩耗)。

指頭痕。

横 ナデ(摩
耗 )。

沈線 7条。

長石
石英

口縁部豊
存。

事95区
15

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
縦・斜 ナ

摩耗。

縦・斜ハケ
日(摩耗 )。

縦・斜 ナ

摩耗。

縦・斜ハケ
目。
横 ナデ。

長石
石英

一π部縁

。

日
存

横ナデ。
亥J目 。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横
ガ
ナ

ミ
後

ナ

ヘ ラ
キ

・ 斜

。

斜
ガ
横
デ

縦・斜ハケ
目。
沈線 9条。

石
英

長
石

口縁部
=存。

刻 目 (摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。
横ハ ケロ。
斜板 ナデ
(摩耗 )。

斜板ナデ。
摩耗。

縦,指 おさ 斜板ナデ。
摩耗。

長石
石英

１

一２
部縁

　
。

口

存

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗 )。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

沈線 6条。

長石
石英

口縁部品
存。

横 ナデ。
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
斜 ナデ(摩
耗 )。

縦・斜ハケ
目後斜ナ 石

英
長
石

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩

耗)。

縦・斜ハケ
目後横ナ 斜ナデ(摩

耗)。

縦・斜ハケ
目後斜ナ

石
英

長
石

口縁部島
存。

ラ
後
摩

・斜 へ
看
【

≫
。』

横

ミ
斜
耗
指

ン
後
デ
貼
指

駐鞣
長石
石英 胴部小片。

横ナデ。
亥」目。 横 ナデ。 横 ナデ。

斜ナデ(摩
耗 )。

横 。斜 ナ

沈線 4条。

石
英

長
石

口縁部務
存。

横ナデ。
亥J目 。

後

ミ

デ

ラ
ナ

ヘ
キ
。

横
斜

ガ

後

ミ

一．ア
ラ

ナ

ヘ
キ
。

横

斜

ガ

斜板ナデ
後縦。斜ヘ
ラミガキ。

横ナデ後
斜ヘラ ミ
ガキ。
斜板ナデ。

長石
石英

口縁部士
存。

横・斜 ナデ
(摩耗 )。

lll落。

ラ
後

・斜へ
着

ナデ
。

横

ミ
斜

長石
石英

底部ほぼ
完存。

斜 ナデ。 斜ナデ。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
英

底部完存。

斜ナデ。 縦・斜ヘラ
ミガキ。

横・斜 ナ 縦。斜ヘラ
ミガキ。

多 量 の 長
石

多 量 の 石
革

底部完存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

斜板ナデ。

縦・斜ハケ

目。
横・ 斜 ナ

長石
石英 底部完存。 SK308

摩耗。 摩耗。 斜ナデ。 摩耗。

斜ナデ。
縦・斜ハケ
目(2種 の
原休)^

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横・ 斜 ナ
縦・斜ハケ
目後横ナ
デ。
指頭痕。

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

口縁部
=存。

第1∞図 横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 斜ナデ(摩
耗)。

縦・斜ハケ
目後横。斜
ナデ。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

SK312

1
横ナデ。 横ナデ。

横 ナ デ後
斜 ヘ ラ ミ
ガキ。
指頭痕。

警ず箇多
デ 。

斜 ヘ ラ ミ

石
英

長
石

口縁部士
存。

SK315

横ナデ(摩
耗)。

亥J目 。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

斜 ナデ(摩
耗 )。

石
英

長
石

口縁 部 小
片。

図８８

１

第
横ナデ。

横 。斜 ナ

指頭痕。

横・斜 ナ

指頭痕。

石
英

長
石

口縁部
=存。

SK320

横ナデ(摩
耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

ｏ条

ｏ
け肺∽

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部告
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部分
存。

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

横

ガ
耗

縦・ 横・ 斜

キ (摩耗 )。

指 頭 痕 。

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

横

ガ
耗

縦・破・料 ヘ

ラミガキ

(摩耗)。

指頭億^

縦 ヘ ラ ミ
ガ キ (摩
耗)。

沈線11条 6

石の

石
量

長
多
英

口縁部奇
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
デ
．

斜
ガ
ナ

横・斜ヘラ
ミガキ後
斜ナデ。

石
英

長
石

口縁部豊
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横。斜ナデ
(摩耗)。

指頭痕。

横 ナデ(摩
耗 )。

沈線 6条。

石
英

長
石

口縁部蓋
η与こ。

横・斜ナデ
(摩耗)。

横0斜ナデ
(摩耗)。

石
英

長
石 ほ部完存。

縦0斜板ナ 斜板ナデ
(摩耗)。

ell落 。
板ナデ。

斜板ナデ
(摩耗)。

祭」落。

石
英

長

石 底部+存。

横・斜 ナ 斜ハケロ
後横。斜ナ 横・斜 ナ 斜ハケロ

後横・斜ナ
石
英

長
石 底部

=存

。

横・斜ナデ
(摩耗)。

縦・斜ハケ
目後横・斜
ナデ。

横。斜ナデ
(摩耗)。

縦ハケロ。
長石
石英

底部
=存

。

第89図
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

SK321

第1あ図
1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 帯
デ
。突

目
。

ナ
付
刻

横
貼

に
縦指ナデ。

ヘ ラ
キ
。

ナ デ
。帯

。日
。

横
ガ
横
突
刻

縦指ナデ。横ヘラミ
ガキ。

多 量 の 長
石
石英

口縁部ほ
ぼ完存。

SK323

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

斜 ヘ ラ ミ
ガ キ 後 斜
ナデ。
指頭痕

^

縦・横。斜
ナデ。
指頭痕。

長石
石英

口縁部÷
存。

―-582-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第15図

3

横ナデ(摩
耗)。

縦・斜ヘラ
ミガキ後
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
縦・斜ヘラ
ミガキ後
斜ナデ。

横・斜 ナ 石
英

長
石

口縁部轟
存。

SK323

第鵬図
1

横ナデ(摩
耗)。

横ヘラ ミ
ガキ。
象」落。

横ヘラミ
ガキ。

長石
石英

口縁部÷
存。

SK324

2
横ナデ(摩
耗)。

横・斜ヘラ
ミガキ。

横・斜ヘラ
ミガキ。

石
英

長
石

口縁部+
存。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 ヘラミ一一・・社』

横
ガ
ナ
沈

石
英

長
石

口縁部 J
片。

4 横・斜ナデ
(摩耗)。

横・斜ヘラ
ミガキ。

ナ デ (摩
耗)。

横・斜ヘラ
ミガキ。

石
英

長
石 底部今存。

第237図 横ナデ。 横板ナデ
後横ナデ。

横 タタキ
目後横・斜
ナデ。

縦・斜板ナ キ
斜

夕
横

ｏ

夕
後
デ

横
ロ

ナ
石の

石
量

長
少
英

口縁部+
存。

SK326

第16図 斜ナデ(摩
耗 )。

・斜 ヘ ラ
一

・
付 突 帯

。線． ７条
。

横

ミ
斜
貼
沈

斜ナデ(摩
耗 )。

縦 。斜ヘ ラ
ミガ キ 後
斜 ナデ。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
英

底部
=存

。SK327

第1“図
1

横ナデ(摩
耗)。

横。斜ナデ
(摩耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

SK330

2 斜板 ナデ
(摩耗 )。

横・斜ヘラ
ミガキ後
縦・横・斜
板ナデn

板ナデ(摩
耗)。

ラ
後
斜

俸着
・横．ナデ。

横
ミ
縦
板

石
英

長
石 底部完存。

3 斜ナデ。 摩耗。
石
英

長
石 底部今存。

第11図

1
摩耗。

摩耗。
ヘラ描沈
線文。

石
英
母

長
石
雲

胴部小片。 SK334

2
横 ナデ(摩
耗 )。

横 ナデ(摩
耗 )。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ (摩

耗 )。

デナ
＞
。横。斜臨札

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部与
存。

3 斜 ナデ(摩
耗 )。

ミ
斜

ヘ ラ
黎
〉

ア。血

斜
ガ
ナ
指

ナ デ (摩
耗 )。

ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜
ガ
ナ

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

底部÷存。

事91図

1

横ナデ(摩
耗)。

ミ
横
摩

ラ
後
＜

ヘ
キ
デ
ゝ

横
ガ
ナ
好

ミ
横
摩

ラ
後
く

ヘ
キ
デ
ゝ

横

ガ
ナ
耗

な観纏

ヘ
キ
デ
＞
＾

斜
ガ
ナ
耗

ミ
斜
摩

ラ
後
＜

ヘ
キ
デ
ゝ
一

斜
ガ
ナ
耗

長石
石英

口縁部÷
存。

SK335

2
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ(摩
耗 )。

篠
　
条
。

デ
　
５

ナ
＞
。線

横
耗
沈

長石
石英

口縁 部 小
片。

3 縦・斜ナデ
(摩耗)。

斜 ナデ(摩
耗 )。

摩デ
　
ｏ

ナ
耗 摩耗。

長石
石英

底部
=存

。

事1田図
1

横ナデ。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横
ガ
ナ

横ナデ。
ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ

プ́。

斜

ガ
ナ

斜 ヘ ラ ミガ
キ後 斜 ハ ケ
目。横 。斜 ナ
デ。亥U目 。沈
和110`k。

斜ヘラ ミ
ガキ後創
ナデ。

ミ
斜

摩

ラ後
目。水

ヘ
キ
ケ
ナ
光

斜
ガ
倉
墾
穐

長石
石英

ほぼ完存。 SK338

2 横 ナデ。

縦・斜板ナ
デ後横ヘ
ラミガキ。
指頭痕。

．）キ。頭痕。

横
ガ
指

縦板 ナデ
後横・斜ヘ
ラミガキ。

雛

・斜 ヘ ラ
ガ キ

。線 ６ 条
。

縦
デ
横
ミ
沈

長石
石英

口縁部与
存。

摩耗。 横 ナデ。
横ナデ(摩
耗)。

デ
痕

ナ
頭

斜
指

縦。斜ナデ
(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部務
存。

摩耗。
横 。斜 ナ
デ。
指頭痕。

沈線3条。
指頭痕。

石
英

長
石

口縁部士
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第1“図
5

Ｌ
ア

ロ

ナ

刻

横 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ(摩
耗)。

沈線 3条。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
尊

口縁部+
存。

SK338

6
横・斜ヘラ
ミガキ。

横ヘラ ミ
ガキ後縦・
横・斜ハケ
目(摩耗)。

横・斜ヘラ
ミガキ。

横・斜 ヘ ラ
ミ ガ キ 後
縦・斜 ハ ケ
日。
沈 線 11条。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

7 摩耗。 横・斜ナデ
(摩耗)。

ガ
ナデ

。

板
横

斜
後

石
英

長
石

口縁部
=存。

8 摩耗。 横ナデ。
ガ

ナデ
。

板
横

斜
後 斜板ナデ。

斜板ナデ。
沈線 5条。

長石
石英

口縁部場
存。

摩日
♭
ｏガ

刻
耗
横

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一．ア。

横

ガ
ナ

横ナデ。 横。斜板ナ
な
い
¨・・ア。６条
。

ヘ
キ
ナ
線

斜
ガ
板
沈

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一・ア。

横

ガ
ナ

横ナデ。 横・斜 ナ 縦・斜ハケ
目後斜ナ
デ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
糞

口縁部
=存。

横・斜ナデ
(摩耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横。斜ナデ
(摩耗)。

縦板ナデ
後横ナデ。

石
英

長
石

口縁部
=存。

横ナデ(摩
耗)。

・斜ヘ
ガキ

。頭痕
。

横
ミ
指

横ヘラ ミ
ガキ後横
ナデ。
指頭痕。

横・斜ヘラ
ミガキ。

縦・斜ハケ
目後横・斜
ナデ。

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

口縁部
=存。

ナ
斜

・斜板
後横．
デ
ｏ

横
デ

ナ

縦板ナデ
後斜ナデ。

石
英

長
石 底部

=存

。

横・斜ヘラ
ミガキ後
斜板ナデ。

ミ
斜

ラ
後
デ
。

ヘ
キ
ナ

斜

ガ
板

石
英

長
石 底部

=存

。

第25区 斜 ナデ。 斜ナデ。
長石
石英

底部÷存。SK342

区２９

１

ミ
斜

ラ
後
デ
。

ヘ
キ
ナ

斜

ガ
板

横・斜ヘラ
ミガキ。

少量の長
石
少量の石
英

底部÷存。SK343

横。斜ヘラ
ミガキ後
斜板ナデ。

ミ
斜

ラ
な
灰
・・ア。

ヘ
キ
ナ

斜

ガ
板

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

底部÷存。

横 。斜 ナ 縦・斜ハケ
目後横ナ

石
英

長

石 底部完存。

第30図
摩一．アナ

＞
。

横
耗

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ

一．ア。

横
ガ

ナ

斜ナデ(摩
耗)。

一
』

斜 ′、ヶ
　

。 彙

へ
後
・　
ｏ日
線

ロ
キ
駐
目
刻
沈

長石
石英

口縁部分
存。

SK344

器31図

1

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。

嘗響縫τ
横・ 斜 ナ

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部÷
存。

SK345

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横・斜 ナ ラ
後

・斜へ
着

ナデ
。

横

ミ
斜

横・斜 ナ

沈線 2条。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部豊
存。

摩ガ
ロ
＞。

横
刻
耗

横ナデ。
指頭痕。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

横。斜ヘラ
ミガキ。

獄
後
斜
ガ

”″薔いた
。

蔽
編
除
設
ヘ
キ

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

底部+存。

横・斜 ナ
ケ
斜

ガ
“７鶴寧な　。

縦
ロ

ヘ
キ

石
英

長
石 底部完存。

―-584-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第33図 亥J目 。 縦′ヽケロ。
横ナデ。

斜ハケロ。
横ナデ。

石
英

長
石

口縁部豊
存。

SK346

図３４

１

第 ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜

ガ
ナ

縦・斜ハケ
目後縦・斜
ナデ。

石
英

長
石 底部完存。 SK347

2 斜ナデ。
ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜

ガ
ナ

石
英

長
石 底部完存。

図３５

１

第

摩耗。 摩耗。 摩耗。 横・斜ヘラ
ミガキ。

摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

SK350

2 斜ナデ。 斜ナデ。

少 量 の 長
石

多 量 の 石
軍

底部÷存。

第37図 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
摩耗。

長石
石英

口縁部小
片。

SK355

第38図
1

摩 耗 。 摩 耗 。 横 ナ デ。
″横ヘガキ。絶

斜
後
ミ
摩

肝斜ヘガキ。耗。

斜
後
ミ
摩

摩 耗 。
縦 ヘ ラ ミ
ガキ。

長 石
石英

口縁部÷
存。

SK357

2 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜板 ナデ。斜板 ナデ。
石
英

長
石

口縁部轟
存。

第40図 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線10条。

石
英

長
石

口縁部発
存。

SK358

第41図
横ナデ。
亥J目 。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

横ナデ。
沈線 8条。

石
英

長
石

口縁部島
存。

SK361

菫45図 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
指頭痕。

石
英

長
石

口縁部務
存。

SK362

一
１ 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

ミ
後

ナ

ヘ ラ
キ

・ 斜

。

斜
ガ
横
デ

数
』

縦
ロ
デ
貼

石
英

長
石

口縁部は
ぼ完存。

SK364

2 横 ナデ。 斜板 ナデ。
横・斜板ナ 長石

石英

口縁部島
存。

3 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

4 横・ 斜 ナ 縦・斜ハケ
目後横ナ

石
英

長
石 底部完存。

5 亥」目。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一．ア。

横
ガ
ナ

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一．ア。

横

ガ
ナ

ラ

仮々
ナ

。斜へ着
。斜
・

縦
ミ
縦
デ 一一編一一

長石
石英

口縁部÷
存。

6 横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ。 横 ナデ。
横 。斜 ナデ
(摩耗 )。

横・斜ナデ
(摩耗 )。

長石
石英

口縁部轟
存。

7 横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ。
横 ナデ(摩
耗 )。

ナ

ナ
＞
。

・斜板鶴臨

抱紆写ア
デ

ロ

ナ
＞
。

ケ
斜
耗

ハ横．纏

斜
後
デ

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 縦・斜ハケ
目。

長石
石英 底部完存。

縦。斜板ナ
斜板ナデ。

石
英

長
石 底部

=存

。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第44図

10

ナ デ (摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

底部÷存。SK364

第1"図

1

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。

縦・斜 ナ
斜ナデ。

長石
石英

口縁部書
存。

SK367

摩耗。 摩耗。 摩耗。 横ナデ。
沈線 3条。
摩耗。

長石
石英

口縁部も
存。

斜 ヘ ラ ミ
ガキ。

斜板 ナデ。
石
英

長
石

底部ほぼ
完存。

4 摩耗。
デ
痕

ナ
頭

横
指

長石
石英

底部÷存。

区‐９

１
横ナデ。
亥J目 。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
．

縦

ガ
ナ

横ナデ。
縦 ヘ ラ ミ
ガキ。

縦ハケロ。板 ナデ(ハ
ケ状原体)。

縦ハケロ。
長石
石英

口縁部
=存。

SK368

2
横ナデ。
亥」目。

横 ナデ。 横ナデ。
少 量 の 長
石
石英

口縁部告
存。

3 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部+存。

4 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 囲争。

第lb区

1
横ナデ。 斜ナデ。 斜ハケロ

後横ナデ。 斜ナデ。 斜ハケロ
後斜ナデ。

長石
石英

口縁部士
存。

SK371

2 斜ナデ。 横 ヘ ラ ミ
ガキ。

長石
石英

底部完存。

第16図

1

横ナデ(摩
耗)。

棋暦.為【
横・ 斜 ナ

横・斜枚 ナ
デ後 横 ナ

指頭痕。

長石
石英

口縁部
=存。

SK372

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦・横 ナ

摩耗。 縦ナデ。 摩耗。
多 量 の 長
石
石英

ほぼ完存。

第lm図

1
横ナデ。

横ナデ(摩
耗)。

斜ハケロ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部
=存。

SK379

第職図 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
多 量 の 長
石
石英

ほぼ完存。 SK383

第1"図

1

横ナデ。
刻 目 (摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
斜ナデ(摩
耗)。

督覆Ъ:ん
ナ デ。 刻

晃線4条。

石
英

長
石

口縁部;
存。

SK387

摩耗。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横
ガ
ナ

横 ナデ。
横・斜ヘ ラ
ミガ キ後
斜 ナデ。

縦・ 斜 ナ
多 量 の 長
石
多 量 の 石
革

口縁 部 小
片。

第lll図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

縦・斜 ナ

沈線 3条。

石
英

長
石

口縁部務
存。

SK389

横ナデ。
亥」目。 横ナデ。 横ナデ。

石
英

長
石

口縁部分
存。

第W図
1

横ナデ。 横ナデ。
横ヘラ ミ
ガキ。

横・斜ヘラ
ミガキ。

縦ヘラ
ガキ。

ヘ
キ
。

横
ガ

斜ヘラ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。

縦・横・斜
ヘ ラ ミガ
キ。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

SK392
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第12図

2
横ナデ。

横・斜ヘラ
ミガキ後
横ナデ。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
．

横

ガ
ナ

少 量 の 長
石
少量 の 石
革

口縁部品
存。

SK392

摩耗。 横 ナデ。
横ナデ。
指頭痕。 斜 ナデ。

横・斜 ナ 長石
石英

口縁部轟
存。

横ナデ。
亥J目 。

横 ナデ。
横ナデ。
指頭痕。

横・ 斜 ナ 横 。斜 ナ 長石
石英

口縁部発
存。

横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
指頭痕。

斜板ナデ
(摩耗)。

横 ナデ。
縦・斜板 ナ
デ。
沈線 3条。

長石
石英

口縁部轟
存。

一．ア
ナ

ナ
斜

板
横

ｏ

斜
後
デ

縦板ナデ
後横ナデ。

長石
石英 底部完存。

横ナデ。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一・ア。

横

ガ
ナ

ミ
横

ヘ ラ
熱
〉

ア。離

慣
ガ
ナ
指

斜ナデ(摩
耗)。

横 。斜ヘ ラ
ミガキ。

斜ナデ(摩
耗)。

横。斜ヘラ
ミガキ。

長石
石英

ほぼ完存。

摩耗。 摩 耗 。 摩 耗 。 摩耗。 摩 耗 。
長石
石英

口縁部÷
存。

区５０

１

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 石 英

口零部+
存 。

SK393

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 6条。

長石
石英

口縁 部 小
片。

率52図
1

横 ナデ。
横ナデ(摩
耗)。

縦ハケロ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部÷
存。

SK394

亥J目 。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
沈線17条。

長石
石英

口縁部÷
存。

図５５

１

第
亥l目 。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜

ガ
ナ

横ナデ。 摩耗。 ”秘ナデ。は

縦
ミ
斜
沈

長石
石英

口縁部÷
存。

SK395

横ナデ。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜

ガ
ナ

横・斜ハケ
目後横ナ 長石

石英

口縁部
=存。

ナ デ (摩
耗 )。

摩耗。
長石
石英

底部品海。

図５７

１

第
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

指頭痕。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
纂

口縁部÷
存。

SK397

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。
亥J目 。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

石
英

長
石

口縁部券
存。

4 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部金
存。

5
横ナデ。
亥1目 。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

横 ナデ。
縦・斜ハ ケ

目。
沈線 4条。

石
英

長
石

口縁部告
存。

6 摩耗。
縦・斜ハ ケ
目。

長石
石英 底部

=存

。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

事57区
7

摩耗。 横ナデ。
数

ナデ
。

ぉ
斜

指
後 横ナデ。 指おさえ

後斜ナデ。横ナデ。 指おさえ
後斜ナデ。 雲の

石
英
量

長
石
少
畳

完存。 SK397

1
横ナデ。 横ナデ。

横ナデ。
斜ハケロ。
横。斜ヘラ
ミガキ

^

長石細片
石英
雲母細片

口縁部
=存。

SK399

2 摩耗。
縦・斜板ナ
デ(摩耗)。

一．ア
　
。

ナ
耗

横

摩

縦・斜板ナ
デ(摩耗)。

指頭痕。

縦ハケロ
後横ナデ。

石の

石
量

長
多
英

口縁部
=存。

事81図

1
横ナデ。 横ナデ。

デ
痕

ナ
頭

横
指 横ナデ。 横 ナデ。

長石
石英

口縁部易
存。

SK402

2 横ナデ。
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
摩耗。

長石
石英

口縁部÷
存。

3 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。

横ナデ(指
頭痕)。

横・斜板ナ
デ。

横ナデ。
沈線 8条。

長石
石英
少量の雲
母

口縁部÷
存。

4 亥J目 。 横ヘラ ミ
ガキ。 横ナデ。 横・斜ヘラ

ミガキ。

一一
キ
。
経

縦
ガ
沈

長石
石英

口縁部
=存。

5 ナデ。
ガ

ナデ
。

板
横

縦
後

少 量 の 長
石
少 量 の 石
箕

底部今存。

ナ デ (摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

蜘争。

7 ナデ。 横 ナデ。
長石
石英

底部完存。

板 ナデ。
斜ヘラ削
り。

石
英

長
石 底部完存。

図８３

１

縦ヘラ ミ
ガキ。

縦ナデ。
沈線 5条。 けヽケ状原＞後横．一一キ^

斜
＜′
体
斜
ガ

縦・斜ヘラ
ミガキ。

ナデ。
縦・斜ヘラ
ミガキ。

石
英

長
石 底部完存。 SK403

横ヘ ラ ミ
ガキ。 横ナデ。 横ナデ。

横ナデ。
突帯。
亥U目 。

縦 指 お さ

横 ヘ ラ ミ
ガキ

^

”。横ヘラガキ。」

横
デ

ミ
沈

多 量 の 長
石
石英細片

一九部縁

。

口
存

横ナデ(摩
耗)。

摩
付

バ
貼

。

ナ
＞
。帯

横
耗
突

横ナデ(摩
耗)。

縦・斜ナデ
(摩耗)。

横ナデ(摩
耗)。 貼付
突帯。

縦。斜ナデ
(摩耗)。

横ナデ(摩
耗)。  、

石
英

長
石

口縁部
=存。

摩耗。
横ヘラ ミ
ガキ。

横ヘラミ
ガキ。

斜ヘラミ
ガキ。

沈線 8条。
摩耗。

摩耗。 一一響ア。線７条。

横
ガ
ナ
沈

多 量 の 長
石
石英

一九部縁

。

口
存

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横 。斜 ナ 横・斜 ナ 長石

石英
口縁部金
存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
横・斜 ナ

斜ナデ。
長石
石英

口縁部発
存。

7 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

ナ デ
。

ヘ ラ ミ
キ
。線． ３条

。な

横
縦

ガ
沈
円

斜ナデ。 縦 ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

縦ナデ。 横・斜ナデ
(摩耗)。

デ

の・斜ナ肺跡。

横
板
痕

長石
石英

口縁部÷
存。

署84区

9

縦・ 斜 ナ
摩耗。

石
英

長
石 底部÷存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第84図

10

横・斜 ナ

指頭痕。

横・斜ヘラ
ミガキ。
沈線 4条。

横・斜 ナ ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一・ア。

斜

ガ
ナ

長石
石英

底部+存。SK403

横・斜ヘラ
ミガキ後
斜ナデ。

・斜ヘラ輔
デ。板原獅

縦
ミ
斜
ナ
体

長石
石英

底部完存。

縦・横板ナ 縦・横板ナ 長石
石英 底部

=存

。

縦ナデ(指
頭痕)。

縦ハケロ。
石
英

長
石 底部完存。

藉73図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ヘラ ミ

ガキ。
横・斜ヘラ
ミガキ。

縦ヘラ ミ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。

斜ヘラ ミ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。

斜

ガ・横た
。

縦

ヘ
キ

長石
石英

口縁部
=存。

SK404

横ナデ。
亥」目。

横・斜ヘラ
ミガキ後
横ナデ。

横ナデ。
横・斜ヘラ
ミガキ後
横ナデ。

横ナデ。
沈線14条。
刺突文。

少量の長
石
石英

口縁部お
存。

摩耗 。 横 ナ デ。 横 ナ デ。 摩 耗 。
縦 ハ ケロ。
沈線 8条。

長石
石英

口縁部÷
存 。

4 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
ヘ
キ
。耗
。

横

ガ
摩

沈 線11条
(摩耗)。

長石
石英

口縁部与
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

縦・斜ハケ
目後横ナ

沈線 5条 6

少 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。
亥J目 。

横ナデ。
指頭痕。 横 ナデ。

横・斜ナデ
(摩耗)。

醍・斜 板 ナ デ

後 横 ナ デ 。
横・斜ヘ ラ ミ 摩耗。 摩耗。

長石
石英細片

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。
指頭痕。
摩耗。 摩耗。

長石
石英

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
長石
石英

口縁部芸
存。

縦板 ナデ。

デ
原

ナ
状

板

ヽヶ
＞
ｏ

縦
＜′
体

石
英

長
石 底部÷存。

第75図 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
石
英

長
石

口縁部も
存。

SK405

図７７

１

第
横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

SK406

2
横 ナデ(摩
耗 )。

横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ(摩
耗 )。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部小
片。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ(摩
耗)。

横・斜 ナ

沈線10条。

長石
石英

口縁部も
存。

4 横ナデ。 横 。斜 ナ
横 ナデ。 斜ナデ。

縦・斜ヘ ラ
ミガキ。
沈線11条 。

石
英

長
石

口縁部
=存。

5 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部士
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。 斜板 ナデ
後斜ナデ。

縦・斜ハケ
目。
沈線 7条。

長石
石英

口縁部務
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺 存 度 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

図７７

７

第 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
ガ

ナデ
。

板
横

斜
後

横・斜 ナ 横ナデ。
沈線 8条。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

SK406

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

沈線 1条。
石
英

長
石

口縁部も
存。

横ナデ。
ラ
後・斜へ着

ナデ。

縦
ミ
横

横 ナデ。

ラ
後小着ナデ。頭痕６

縦
ミ
横
指

縦板 ナデ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部
=存。

ナ デ (摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石 底部今存。

ナ デ (摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石 底部+存。

ナ デ (摩
耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

石
英

長
石 嘲争。

斜ナデ。
縦・斜ハケ
目後横ナ 長石

石英
底部今存。

1
横ナデ。

縦板 ナデ
後横ナデ。

横ヘラ ミ
ガキ後横
ナデ。縦ハ
ケロ6

横・斜 ナ

指頭痕。

縦ハケロ。
沈線 7条
(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部与
存。

SK409

2 横ナデ。 横・斜ヘラ
ミガキ。

縦ハケロ
後横ナデ。

縦・斜ヘラ
ミガキ。

rfEハ ケ日。
縦・横 ヘ ラ
ミガキ。
沈線 9条。

ナデ。 横 ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

第lr区

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ

横 ナデ。
長石
石英

口縁部+
存。

SK410

2 横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

ｏ条
デ
ー

ナ
線

横
沈

長石
石英

口縁部÷
存。

4

横ナデ(摩
耗)。

亥J目 。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部豊
存。

3 横ナデ。
横・斜 ナ 横・斜 ナ

指頭痕。

横・ 斜 ナ 横・斜 ナ

沈線 3条。

長石
石英

口縁部蓋
存。

5
横ナデ(摩

耗)。

横ナデ(摩

耗)。

横ナデ(摩

耗)。

横ナデ(摩

耗)。

横ナデ(摩

耗)。

石
英

長
石

口縁部喜
存。

6 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
縦・斜 ナ 横・斜 ナ

沈線 3条。

長石
石英

口縁部轟
存。

7 横ナデ。
斜ハケロ
後横ナデ。横ナデ。 斜ハケロ。

。
目

条

一．ア
ケ
２

ナ

ハ
線

横

斜

沈

石
英

長
石

口縁部士
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

ｏ条

ｏ
け加的

石
英

長
石

口縁部士
存。

縦・横 。斜
ヘ ラ ミガ
キ。

斜 ヘ ラ ミ
ガキ。
横 ナデ。

長石
石英

底部与存。

摩デ

　

ｏ

ナ
耗

横ナデ(摩

耗)。

石
英

長
石 底部与存。

第14図 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦・横・斜
ナデ。

・斜

条
。

・横デｏ脚

縦
ナ
沈

長石
石英

口縁部;
存。

SK416
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第1」図
1

縦・斜板ナ 縦・斜板ナ
デ後横・創
ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

底部÷存。SK417

斜ナデ。 斜ナデ。
石
英

長
石 底部品澤。

第12図

1
摩耗。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜

ガ
ナ

横・斜ヘラ
ミガキ。

横・斜ヘ ラ
ミガ キ 後
斜ナデ。

横・斜ヘラ
ミガキ。
沈線3条。

長石
石英 頸部÷存。SK431

2 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜板ナ 横ナデ。
沈線 2条。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ 横 。斜 ナ

沈線 3条。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

図４８

１

第 横ナデ(摩
耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部は
ぼ完存。

SK433

2 斜 ナデ。 斜ナデ。
沈線 5条。斜 ナデ。 斜 ナ デ。

石
英

長
石 [ES+F.

3
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

4 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。
斜ナデ。

斜ハケロ
後横ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

5 摩耗。
横・斜 ナ 石

英
長
石 底部完存。

6 横・斜ナデ
(摩耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

ナ デ (摩
耗)。

横・斜ナデ
(摩耗)。

石
英

長
石 底部完存。

7 斜ナデ。
縦・斜ハケ
目。

長石
石英

底部与存。

1
横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 長石

石英
口縁部÷
存。

SK435

2 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
横・斜 ナ

沈線 5条。

長石
石英

口縁部士
存。

3
横ナデ。
亥1目 。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。

沈線 5条。
長石
石英

口縁部豊
存。

4 斜ナデ。 斜 ナデ。
長石
石英

底部÷存。

睾11図

1
横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。

横ナデ。
沈線 3条。

横・ 斜 ナ

指頭痕。

横ナデ。
沈線 3条。

長石
石英

口縁部
=存。

SK444

2 亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 横・ 斜 ナ 横ナデ。
沈線 4条。

長石
石英

口縁部轟
存。

横ナデ。
亥」目。 横ナデ。 横ナデ。

横・斜 ナ

指頭痕。

横ナデ。
沈線 3条。
斜ハケロ
後斜ナデ。

斜ナデ。
指頭痕。

の
剥

後

ｏ

耗
。成
孔

。

摩
焼
穿
落

石
英

長
石 ほぼ完存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦・横 ナ

沈線 4条。

石
英

長
石

口縁部も
存。

一-591-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第18図

1
横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

石
英

長
石

口縁部豊
存。

SK445

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ 横・斜 ナ 石
英

長
石

口縁部÷
存。

3 斜ナデ。 斜 ナデ。
長石
石英

蜘■。

4 斜 ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石 蜘争。

5 斜板ナデ。横ナデ。
石
英

長
石 底部完存。

第114図 斜ナデ。 斜板ナデ。
石
英

長
石 底部完存。 SK456

第115区 亥」目。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
横・斜 ナ

沈線 4条。

長石
石英

口縁部÷
存。

SK457

第1"図

1

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ 横・斜 ナ

沈線 5条。

石
英

長
石

口縁部島
存。

SK459

摩耗。 斜板 ナデ。摩耗。 斜板 ナデ。
沈線 3条
(摩耗)。

長石細片
石英

口縁部豊
存。

亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ 横ナデ。
沈線 4条。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

斜ナデ。 横・斜 ナ 長石
石英

底部÷存。

横・斜 ナ 縦・斜板ナ 砂粒をは
とんど含
まず精緻。

底部+存。

第la図 斜ナデ。 横・斜 ナ 長石
石英

底部今存。SK460

第1“図 横ナデ(摩

耗)。

横ナデ(摩

耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩

耗)。

横ナデ(摩

耗)。

石
英

長
石

口縁部売
存。

SK473

図２３

１

第
摩耗。

縦ハケロ
後横・斜ヘ
ラミガキ。

摩耗。
縦ハケロ
後横・斜ヘ
ラミガキ。

石
英

長
石 螂争。SK493

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 6条。

石
英

長
石

口縁部小
片。

SK495

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 少量の石
英

口縁部小
片。

SK496

摩耗。 横ナデ。
石
英

長
石 底部÷存。
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第17表 土坑伴出遺物一覧表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壷

内  面 外   面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面

第407図

2 回転 ナデ。 4
摩耗。
回転ナデ。

rEfl##" SK483

(註 )

須恵器を表化する際に用いたアラビア数字は以下の部位を表わしている。

杯 蓋  1 頂部  2 肩部  3 端部  4 かえし部

杯 身  1 かえし部  2 日縁部  3 胴部  4 底部  5 高台部

高 杯  1 口縁端部  2 日縁部  3 杯部  4 脚部  5 脚端部

壺・裂  1 回縁端部  2 口縁部  3 頸部  4 胴部  5 底部

第18表 土坑伴出遺物一覧表(31

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面

第461図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ナデ。 横ナデ。

は
含

陸

耀
札

砂

と
ま

■。 SK55

2 回転ナデ。回転 ナデ。回転 ナデ。
回 転 ナ デ
(摩耗 )。

回転 ナデ。
長石
石英

底部完存。

3
ヘラ ミガ
キ後ナデ。

横ナデ。
摩耗。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

高台部も
存。

SK56
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第19表 竪穴住居跡状遺構伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

事311図

1

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横・斜ヘラ
ミガキ後
横・斜ハケ
目。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ。
指頭痕。

ラ
後

ナ
・斜へ着
。斜
。

縦
ミ
横
デ

長石
石英

口縁部
=存。

SX303

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横・斜 ナ

横 タタキ
目。
斜。縦ハケ
目。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部品
存。

1
摩耗。

摩耗(一部
横ハケロ)。

斜ハケロ
後横ナデ。

摩耗(指頭
痕)。

夕
後

目
。

上

キ

ハ

右

夕
斜

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部÷
存。

SX306

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。

少 量 の 長
石 細 片
少 量 の 石

曇鯉悠片

口縁部も
存。

斜 ナデ。 横ナデ。
横・斜 ナ

横ナデ。
長石細片
石英細片

口縁部+
存。

晩 部 内

R贔称
面 )摩 耗 。

摩耗。 摩耗。

長
　
石

妙
緋
卸
紺

少
石
少
英

口縁部÷
存。

斜 ナデ。

キ夕

ｏ耗

横
目
摩

斜ナデ。
横 タ タ キ
目。
摩耗。

ア́
　
ｏ

ナ
耗

斜
摩

横。左上り
タタキロ。
指おさえ。

長石
石英

口縁部÷
存。

ナデ。 横 ナデ。
長石
石英

底部÷存。

図３‐０

‐

第
摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

は
含

陵
だ
」

砂
と
ま

口縁部も
存。

SX308

2 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁 部 小
片。

講1“図
1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

SX311

2 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。
横ナデ。
摩耗。
沈線 7条。

長石
石英

口縁部÷
存。

3 亥J目 。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。
斜ナデ。
沈線 7条。

長石
石英

口縁 部 小
片。

4 斜ナデ。 斜ナデ。
長石
石英

底部完存。

斜ナデ。 斜ナデ。
長石
石英

底部完存。

第20表 竪穴住居跡状遺構伴出遺物一覧表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

遺存状態 出上位置

口縁 端 部
口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第躙図
1

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

細
　
細

微
　
微

石
　
英

長
片
石
片

杯部÷
存。

SX301

2 摩耗。 摩耗。 摩耗。

量 有 瞑 綱

片

石英微細
片

脚部
=存。
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第21表 大型土坑伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

1

横ナデ。
凹線 2条。横ハケロ。横ナデ。 ケヽロ。蹄

横
縦
デ

縦ハケロ。摩耗。
′ヽ ケ

ヘ ラ

単
『

縦
縦
ガ

縦・斜ヘラ
肖Jり 。

ft^7:il*" 長石
石英 職ｏ部完存。

日
存
底

SX328

2 横ナデ。
ロ
ナ

ケ
斜

ハ
横

ｏ

斜
後
デ

横ナデ。 斜ハケロ
後斜ナデ。斜ハケロ。斜ヘラ削

り。

斜ハケロ。
lft・ 斜ヘ ラ
ミガキ。
沈線 1条 6

斜ナデ。
縦・斜ヘラ
ミガキ。

石
英

長
石

ほぼ完存。

3
横ナデ。
凹線 3条。横ナデ。 横ナデ。 斜 ナデ。

用
ナデ

。
４条

。

ハ
横
線

斜
後
凹

石
英

長
石

口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ。 斜ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。
斜ハケロ
(摩耗)。

沈線 2条。

横・斜ナデ。
指頭痕。
爪の痕跡。
斜ハケロ6

剰 li1151:Pミ

ガ キ 後 斜
ハ ケ ロ。
摩 耗 。

長石
石英 頸部+存。

横ナデ。
沈線 1条。横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

少 量 の 長
石

少量の石
英

口縁部寺
存。

7 横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。
縦 ナデ(摩
耗 )。

縦・斜 ナデ
(摩耗 )。

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

削

ナ
頭

ラ
斜
指

へ
後
く

＞
ｏ

斜
リ
デ
痕

摩耗。
斜ハケロ。

長石
石英

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

デ
。

ラ

ナ

ヘ
　
。

横
斜
り

斜ハケロ。
摩耗。

長石
石英

口縁部
=存。

第1“図
11

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 縦 ナデ(摩
耗 )。

摩耗。

少 量 の 長
石

少 量 の 石
革

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 ｏ条
デ

ー
ナ
線

横
凹

一．プ
　
。

ナ
耗

横
摩 横ナデ。 横ヘラ削

り。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部与
存。

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。 斜 ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

要笠二蔀内
要翌壁冒殊
日湛て 。

横 ナデ。 横 ナデ。 一．ア
　
。

ナ
耗

横
摩 横 ナデ。 長石

石英

１
丁部緑

　
。

口

存

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 斜ナデ。 長石
石英

口縁部
=存。

ｏ条
デ
２

ナ
線

横
凹 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。 石の

石
粒

長
大
英

一九部縁

。

口
存

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ヘラ削
り。 摩耗。 長石細片

石英
口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
糞

口縁部
=存。

横ナデ。
凹線 1条。横ナデ。

ケ

ナ
ナデ。・斜′、鶴
ａ

横
縦
ロ
デ

斜ヘラ削
り。

ケ

ナ・斜′、翻
。

縦
ロ
デ

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁部÷
存。

斜ヘ ラ削
り。

ケ
　
。

ハ
耗

斜
摩

斜ヘラ削
り。

横ハケロ。
摩耗。

長石細片
石英細片

底部ほぼ
完存。

一-595-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

図晰

２‐

事 横・斜ナデ
(摩耗)。

摩耗。
横・斜ナデ
(摩耗)。

摩耗。
石
英

長
石 螂争。SX328

斜ヘ ラ削
り。

斜ハケロ
(摩耗)。

石
英

長
石 底部完存。

斜板ナデ。斜 ナデ。
石
英

長
石 底部完存。

縦・斜板ナ 縦・斜板ナ

縦ハケロ。

長石
石英

底部完存。

斜ヘラ削
り。

縦・斜ヘラ
ミガキ。
板原体の
痕跡。

長石
石英

底部完存。

斜ヘラ削
り。

斜ハケロ
後横ナデ。

石
英

長
石 底部完存。

摩耗。
ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

縦

ガ
耗

石
英

長
石 底部完存。

第1“図
34

ｏ条
一．プ
３

ナ
線

横
凹 横ナデ。 Ｌ

ア

耗
ナ

摩
横

縦・斜ヘラ
ミガキ。

斜ハケロ。
縦・斜ヘ ラ
ミガキ。

摩耗。
長石細片
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

38 凹線 1条。横ナデ。 横ナデ。
指頭痕(摩
耗)。

摩耗。

少量の長
石
少量の石
英

口縁部
=存。

横ナデ。
凹線 2条。横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

デ

ヽ
ノ。

ナ
痕横．斜蜘摩耗。

斜ハケロ。
石
英

長
石

口縁部
=存。

ナプ。一螺鋼』

樹
Ｃ
面
く
面
凹

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。
凹線 2条。横ナデ。 横ナデ。 横ハケロ。

縦ハケロ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部は
ぼ完存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
ミ
縦

ラ
後
デ
。

ヘ
キ
ナ

縦

ガ
板

摩耗。 横ナデ。
長石
石英

口縁部寺
存。
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第22表 大型土坑伴出遺物一覧表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

遺存状態 出土位置
口縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

図鵬
２８

第
摩耗。

ミ
斜

ナデ。ヘラ肇デ。耗。

樹
績
ガ
ナ
摩

横ナデ。
縦ヘラ ミ
ガキ。 縦′ヽケロ。指頭痕。

シポリロ。
縦ハケロ。 長石

石英

剖
　
。

縁

存

ロ
ー
丁

SX328

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラミ
ガキ。
摩耗。

縦。斜ヘラ
ミガキ。

横ナデ。
シポリロ。
横ヘラ削
り。

縦。斜ヘラ
ミガキ。

ｏ条
デ
２

ナ
線

横
凹

長石
石英

口 縁 部
ク■ ぼ 完

衝輸完
存 。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。
凹線 3条。横ハケロ。斜ハケロ。 長石

石英

口 縁 部

÷存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜ヘラ
ミガキ。

石
英

長
石

口 縁 部

÷存。

横ナデ。
指頭痕。

縦・斜ヘラ
ミガキ。
沈線 1条。

横ナデ。
縦ハケロ。摩耗。 長石

石英

(端部 除

基̂)+

横ヘラ削
り。 斜板ナデ。横ナデ。

長石
石英

脚部
=存。

第23表 集石土坑伴出遺物一覧表

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

図３‐５

‐

第
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石

石英
口縁部

=存。
SX302

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ
後横ナデ。

斜ハケロ
後横ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部÷
存。

横ナデ。
用

ナデ
。

ハ
横

斜
後

夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
横

用
ナデ

。

ハ
横

斜
後

夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
横

石
英

長
石

口緑部÷
存。

4 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部+
存。

5 縦・斜 ナ 夕
後

卸

期
ナデ

。

左

夕
斜

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

底部÷存。

6 斜ナデ。
夕
後

目
。

上
キ

ハ

右

夕
斜

石
英

長
石 底部与存。

7 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
斜

長石
石英

口縁部÷
存。

8 摩耗。 摩耗。
夕
摩

上
キ
＞
ｏ

右

夕
耗

斜ハケロ
(摩耗 )。

左上り,縦
タタキロ
(摩耗)。

長石
石英

口縁部
=存。
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第24表 土器溜状遺構伴出遺物一覧表

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第鵬図
1

横ナデ。
横ヘ ラ ミ
ガキ。

横ヘ ラミ
ガキ。

斜ヘラ ミ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。 摩耗。

石
英
母

長
石
雲

上胴部は
ぼ完存。

SX313

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

横

ガ
耗

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

横

ガ
耗

横。斜ヘラ
ミガキ。 斜ナデ。 横ナデ。

木葉文。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
貼付突帯。

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
貼付突帯。

石の

石
量

長
多
英

口縁部島
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜ナデ。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

7 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
沈線 1条。

摩耗。 横ナデ。 石
石
帥
紺

長
多
英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。
縦ナデ。
斜格子文。

長石
石英

口縁部÷
存。

9 摩耗。
斜・横ヘ ラ
ミガ キ 後
横 ナデ。

摩耗。

ｏ帯
　
目

デ
突

ｏ
ケ

ナ
付
ロ

ハ

横
貼
刻
斜

石
英

長
石

口縁部 (端
部除 く)

争
。

珈
横ナデ

。珈
」

鮭
Ｄ
Ｃ
Ｄ

摩耗。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部
=存。

横ヘラ ミ
ガキ。
摩耗。

縦ヘラ ミ
ガキ。
摩耗。

石
英

長
石 胴部小片。

摩耗。
横ヘラ ミ
ガキ。

石 英 桐部小片。

摩耗。
ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

横

ガ
耗

長石
石英

胴部小片。

横ナデ。 ヘ
キ
。

横

ガ
長石
石英

胴部小片。

横ナデ。 摩耗。
長石
石英

胴部小片。

横ナデ。
横ヘラ ミ
ガキ。

石英 胴部小片。

横ヘラ ミ
ガキ。

縦・横 ナ 石
英

長
石 胴部小片。

摩耗。
縦ナデ。

横ヘラ ミ
ガキ。

石
英

長
石 胴部小片。

縦ナデ(指
頭痕)。

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

横

ガ
耗

長石細片
石英細片 胴部小片。

横ナデ。
斜ハケロ。

横ヘラ
ガキ。

石英 胴部小片。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

図鵬

２‐

第

摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

胴部小片。 SX313

図硼

２２

第 横ナデ。
亥J目 。 摩耗。 横・斜ハケ

目。
縦指ナデ。
摩耗。 斜ハケロ。摩耗。 斜ハケロ。

石
英

長
石

ほぼ完存。

デ
　
。

ナ
ロ

横

刻 横 ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
縦・斜 ナ 摩耗。 ナデ。 横 。斜 ナ

石の

石
量

長
多
英

口縁部完
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
さ

ナ
お
横

れ
指
後

。

摩
締
」
えヽ
・．ア

ラ
後

ナ
・斜へ着
。斜
・

横
ミ
横
デ

石
英

長
石

口縁部豊
存。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
縦指ナデ。

縦・斜ハケ
目(摩耗)。

石
石
ゎ
紺

長
多
英

口縁部告
存。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横・斜 ナ
摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

摩耗。 横 ナ デ。 摩 耗 。 斜 ナ デ。
摩耗。
沈線 1条。

石
英

長
石

口縁部
=存。

横ナデ。
亥J目 。 摩耗。 横ナデ。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。
亥リロ。 横 ナデ。 横 ナデ。

横 ナデ(指
頭痕 )。

横 ナデ。
段。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 摩耗。
デナ

　
。

横

段 石の

石
量

長
多
英

口縁部÷
存。

第11図

31

耗

目

摩
刻 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

鶴
」
報
中
一

デ
。

何
繰
目
条
ナ

則
沈
刻
１
斜

長石
多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横 ナデ。 斜 ナデ。

横・斜 ナ 長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。
亥J目 。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

摩耗。
沈線 3条。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部島
存。

横ナデ。
亥U目 。 横ナデ。 横ナデ。 縦・斜 ナ 横・斜 ナ

凹線 1条。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部島
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。
亥」目。

斜ハケロ
後横ナデ。横ナデ。 斜ナデ。 横・斜 ナ 長石

石英
口縁部品
存。

横ナデ。
亥J目 。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

縦・斜ハケ

目。
斜ナデ。

長石
石英

口縁部士
存。

38 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 4条。

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 3条。

長石
石英

口緑部÷
存。

横ナデ。
亥」目。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 斜ナデ。

石
英

長
石

口縁部+
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第1■図
41

摩耗。
亥リロ。

横 。斜 ナ
横ナデ。 摩耗。

縦・斜 ナ

沈線 1条。

長石細片
石英

口縁部
=存。

SX313

横ナデ。
亥リロ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 横・斜 ナ 長石

石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。
摩耗。
横ナデ。 摩耗。

縦 板 ナ デ 。
縦・ 横 。斜

長L裂琴
条 。

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部+
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部
=存。

図ｎ

４６

第 ラ
後

。斜へ
着

ナデ
。

横

ミ
横

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一・ア。

斜
ガ
ナ

横・斜ヘラ
ミガキ。 摩耗。

長石
石英 底部完存。

摩耗。
斜 ヘ ラ ミ
ガキ。
横 ナデ。

長石
石英

底部完存。

摩耗。
横・斜ヘラ
ミガキ。 摩耗。 横・斜ヘラ

ミガキ。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

底部完存。

摩耗。 横ヘラミ
ガキ。

石
英

長
石 底部

=存

。

斜ナデ。
ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

斜

ガ
ナ

石
英

長
石 底部完存。

摩耗。
横・斜ヘラ
ミガキ。

摩耗。
横。斜ヘラ
ミガキ後
横ナデ。

長石
多量の石
英

底部完存。

斜・ 横 ナ
ナ
状

板

ケ

ｏ

縦
＜′、わ

斜
デ
原

石
英

長
石 底部完存。

横板ナデ。
縦指ナデ
(指頭痕)。

摩耗。
横ナデ(摩
耗 )。

石
英

長
石 底部完存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

横・斜ヘラ
ミガキ。

縦0斜ヘラ
ミガキ。

石
英

長
石 底部与存。

ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石 底部完存。

斜 ナデ。 摩耗。
長石
石英

底部
=存

。

横ナデ。
指おさえ。

横板ナデ。
指おさえ。

長石
石英

底部完存。

摩耗。
指頭痕。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

底部完存。

斜指ナデ。縦ハケロ。摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第11図

61 横ナデ。 摩耗。
石
英

長
石

部
存
。

底
完

SX313

斜ナデ。 斜板 ナデ。 ナデ。 斜板ナデ。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
事

底部完存。

摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
革

ほ部完存。

図２

６４

第

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。
沈線 1条。

多 量 の 長
石

多 量 の 石
華

口縁部+
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。 摩耗. 横ナデ。 石の

石
量

長
多
英

口縁部÷
存 .

摩耗。
横 ヘ ラ ミ
ガキ。

摩耗。 横 ヘ ラ ミ
ガキ。

摩耗。
横 ヘ ラ ミ
ガキ。

ヘ ラ ミ ガ
11。

横 ヘ ラ ミ
ガキ。

は
含

脱
炭
軌

砂
と
ま

口縁部与
存。

第25表 井戸状遺構伴出遺物一覧表

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

区３‐６

‐

第
横ナデ。 斜ナデ(摩

耗)。
横ナデ。 横ナデ(摩

耗)。

夕

摩
斜
目

ｏ

横
キ
耗

長石
石英

口縁部も
存。

SX310

2
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部
=存。

3 ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石 底部+存。
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第26表  自然凹地形伴出遺物一覧表

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第1簡図
1

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部豊
存。

SX314

摩耗。 摩耗。
摩耗。
指頭痕。

摩耗。
修
　
条
。

一．ア

　

２^

ナ
＞
。線

横
耗
沈

長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
ｏ条

目

デ
２

ケ

ナ
線

ハ

横
沈
縦

石
英

長
石

口縁部
=存。

3 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

5 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 4条。

長石
石英

口縁部+
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 5条。

長石
石英

口縁部
=存。

7 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横・斜 ナ 帯

４

突
線

私
付
沈

ｏ

摩
貼

に
条

石の

石
量

長
多
英

口縁部
=存。

摩耗。

摩
　
帯

瓢＞。椴条。

横
耗
貼
１

石
英

長
石 頸部

=存

。

9
不 規 則 な
亥J目 。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 摩耗。 沈線 7条。
縦板ナデ。

長石
多量の石
英

口縁部士
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 5条。

石
英

長
石

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 9条
(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
沈線 5条。

石
英

長
石

口縁部
=存。

亥J目 。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
沈線 5条。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。
亥〕目。 横ナデ。 横ナデ。

斜枚 ナデ

縦 ヘ ラ :

ガキ。
縦 ナデ。

縦枚ナデ
横ヘラ
ガキ。
縦ナデ。

石
英

長
石 脚協

口
ぼ

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 縦ナデ。
長石
石英

口縁部士
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部轟
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
摩耗。
縦・斜 ナ 長石

石英
口縁部

=存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石

=

口縁部
=存。

横ナデ。
亥U目 。

横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
横ナデ。
沈線5条。

長石
石英

口縁部寺
存。

第17図

20
摩耗。

横ナデ(摩
耗)。

貼付突帯。
摩耗。 摩耗。 石の

石
量

長
多
英

卿争。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

図ｍ

２‐

第
斜ナデ。 横ナデ(摩

耗)。

ナデ。 横ナデ。 長石
石英

底部完存。 SX314

摩耗。 摩耗。 石の

石
粒

長
大
英

底部今存。

斜 ヘ ラ ミ
ガキ。

斜ナデ。
縦ハケロ。

長石
石英

底部÷存。

摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

底部完存。

縦ナデ。 摩耗。 石の

石
粒

長
大
英

底部
=存

。

斜ナデ。 斜ナデ。
長石
石英

螂争。

縦 板 ナ デ。
ヘ
キ。耗
。

縦
ガ
摩

長 石 微 細
片
少 量 の 石
英

底 部 完 存 。

横 。斜ヘ ラ
ミガキ。
斜板 ナデ。

縦ハケロ。
石
英

長
石 底部完存。

横・ 斜 ナ 斜 ヘ ラ
ガキ。

ナデ。 斜 ヘ ラ ミ
ガキ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

底部今存。

摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
糞

底部完存。

摩耗。 摩耗。
大 粒 の 長
石

底部はぼ
完存。

指おさえ
(摩耗)。

摩耗。
長石
石英

底部完存。

摩耗。
縦ハケロ
後横ナデ。

長石
石英

底部完存。

摩耗。 摩耗。 長 石
底 部 ほ ぼ

完存。

第180図

1

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

多 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

SX315

斜ナデ。 横ナデ。
木葉文。

長石細片
石英細片 体部小片。

3

横ナデ(摩
耗)。

亥」目。

斜板ナデ
(摩耗)。

デ

デけ孵』
斜板 ナデ
(摩耗 )。 はゅ＜摩耗♭。」

石
英

長
石

１

一‐３部縁
　
。

口

存

4

横ナデ(摩
耗)。

亥J目 。
摩耗。 横ナデ(摩

耗)。
摩耗。

横ナデ(摩

耗)。

沈線10条。

多 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

5
横・斜 ナ

縦板ナデ。 石の

石
量

長
多
英

底部÷存。

摩耗。 縦板 ナデ。
長石
石英

底部与存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第1田図
7

摩耗。
縦板ナデ
後横ナデ。

摩耗。
縦板ナデ
後横ナデ。

長石
石英

底部÷存。SX315

斜ナデ。 斜ハケロ。
長石
石英

底部
=存

。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部今存。

第11図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

少 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

SX316

亥J目 。 横ナデ。 摩耗。
長石
石英

口縁 部 小
片。

横ナデ。 摩耗。
横ナデ。
摩耗。

石
英

長
石

口縁 部 小
片。

指頭痕。 摩耗。

多量の長
石
多量の石
英

底部÷存。

第12図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

石
英

長
石

口縁部+
存。

SX327

2 摩耗。
横ナデ。
貼付突帯
に亥J目 。

石
英

長
石 flafii+F"

3
横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ。 横ナデ。 縦板ナデ。
沈線n条。
横ナデ。

長石
少 量 の 石
英

口縁部士
存。

4
摩 耗 (刻
目)。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線10条。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

5
摩耗。
亥J目 。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。

摩耗。
沈線10条。
刺突文。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

6 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部芸
存。

7
横ナデ。
亥J目 。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石
石英細片

口縁部小
片。

8
刻 目 (摩
耗)。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
長石
石英

口縁部小
片。

9 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 縦板 ナデ。
長石
石英

口縁 部 小
片。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長 石
口縁 部 小
片。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。 長石
口縁部小
片。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
少 量 の 長
石
石英

口縁部 J
片。

摩耗。
縦・ 斜 ナ 石

英
長
石 底部完存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第12図

14 摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
革

底部
=存

。SX327

摩耗。 横ナデ。

大 粒 の 長
石
大 粒 の 石
革

底部完存。

摩耗。 摩耗。 石の

石
量

長
多
英

底部完存。

摩耗。

ラ
後

ナ
・斜へ着
。斜
。

横

ミ
横
デ

石
英

長
石 底部完存。

斜ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石 底部+存。

摩耗。 摩耗。
多 量 の 長
石
石英

底部完存。
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第27表  自然流路伴出遺物一覧表(1)

図

号

挿

番

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第320図

1

(立 上 部 内

面 )横ナ デ。
(立 上 部 外
面 )横 ナデ。

摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

SX307

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
少 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦・斜 ナ

キ

ハ
離
厚

夕
斜
＜

夕
後

目
光

横
ロ

ケ
耗

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
砂粒をは
とんど含
まず精緻。

口縁部豊
存。

摩耗。
斜行文。 横ナデ。 摩耗。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

鋸歯文。 横ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部小
片。

摩耗。
横ナデ。
摩耗。

横ナデ。
縦ハケロ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部士
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。横ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横 タ タ キ
目。

縦ヘ ラ削
り。
指頭痕。

横・右上り
タタキロ。

斜ヘラ削
り。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

横 ナデ。
縦・斜ハ ケ
目後 横 ナ

長石
石英

口縁部轟
存。

摩耗。 摩耗。
摩耗。
板 原 体 の

痕跡。
摩耗。 摩耗。 長石

石英

口縁部÷
存。

横ナデ。
沈線 1条。横ナデ。 横ナデ。

縦指おさ
斜ハケロ。

長
　
石

わ絣肺緋

少
石
少
英

口縁部÷
月与二。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁部島
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
縦指ナデ
(摩耗)。

摩耗。
横ハケロ。

長石
石英

口縁部÷
存。

縦ナデ。
縦・斜ハケ
目。

ナデ。
縦 ◆斜ハケ

目。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

底部今存。

縦指ナデ
後横ナデ。

横 タ タ キ
目。
縦′ヽ ケロ。

ナデ。 縦ハケロ。長 石 底部完存。

縦 ナデ。 摩耗。 い一魏
砂
と
ま

底部サ存。

横ナデ。
ロ

ナ
ケ
横

ハ
縦

ｏ

斜
後
デ

キ
ナ

タ
横

夕
後

。

横
ロ
デ

ロ

ナ
ケ
斜

ハ
縦

ｏ

斜
後
デ

横・左上り
タタキロ。

斜板 ナデ
後縦ナデ。

・左上リ
タキロ

。

横

タ
長石
石英

口縁部与
存。

摩耗。 横ナデ。
州

ナデ
。

ハ
横

縦
後

斜ハケロ
後斜ナデ。

横・右上り
タタキロ。

長石
石英

口縁部÷
存。
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第28表  自然流路伴出遺物一覧表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

遺存状態 出土位置
口縁 端 部

口 縁 部 杯   部 脚   部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第脚図
19

縦・横 ナ

シポリロ。
摩耗。 横ナデ。

長石
石英

ｌ
Ｔ部

　
。

脚

存
SX307

第29表  自然流路伴出遺物一覧表(3)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壷

内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外   面 内  面 外  面

第認1図

32
1 回転 ナデ。

回転 ナデ。
1

3

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部発
存。

SX307

回転 ナデ。
回転 ナデ。

1

3

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部ら
存。
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第30表 河道跡伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内  面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第11図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

石
英

長
石

口縁部
=存。

SX312

亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。
さ

ナ
お
横

指
後

。

紆̈
Ｔ
え
・．ア

横・斜 ナ 石
英

長
石

口縁部÷
存。

亥J目 。 横 ナデ。 横ナデ。 摩耗。
斜 ヘ ラ ミ
ガキ。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ヘ ラミ
ガキ。

横・斜ヘラ
ミガキ。

石
英

長
石

口縁部小
片。

5 摩耗。 横ナデ。
指頭痕。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

底部今存。

第419区

1
摩耗。 摩耗。

長石
石英

底部÷存。SX320

2 斜ナデ。 斜ナデ。 石の

石
量

長
多
英

底部+存。

3 摩耗。 横ナデ。
摩耗。

長石
石英

底部はぼ
完存。

4 ナデ。 横ナデ。
指頭痕。

長石
石英 底部完存。

第31表 河道跡伴出遺物一覧表(2)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出上位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外   面 内  面 外   面

図４‐９
５

第 回転 ナデ。
回転 ナデ。

1

3

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部÷
存。

SX320

回転ナデ。
回転ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部÷
存。

回転ナデ。
回転ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部洗
存。
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第32表 河道跡伴出遺物一覧表(3)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

第48図

1
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長石
石英

口縁部÷
存。

SX16

2 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
摩耗。

摩耗。
石
英

長
石

ｌ
τ部縁

　
。

日
　
存

3 斜ハケロ。斜ハケロ。
長石
石英

Efir+6:"

4 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。横ナデ。 長石
石英

口縁部:
存。

5 摩耗。 摩耗。 石英 底部:存。

暑翻図
1

横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
後横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長 石

口縁部:
存。

SX17

第硼図
1

横 ナデ。 横 ナデ。
ミ
横

ラ
後

ヘ

キ

デ
。

横

ガ

ナ
横 板 ナ デ。

横ナデ.

横ヘラ ミガ
少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部
=存。

SX20

摩耗。

摩 純 。
一部横 ナ

貼付突帯。

横ヘラ ミ
ガキ後横
ナデ。

摩耗。
一部横ナ
デ。

横 ヘ ラ ミガ

横 ナデ。
貼 付突帯 に
亥J目 。

摩 蔵 。 剥

落。
一部横板
ナデ。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
・・ア。

横
ガ
ナ

石
英

長
石

２
了部縁

　
。

日

存

横 ナデ。 ヘ
キ
。

横
ガ

横ヘ ラミ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。
縦ナデ。

横 ヘ ラ ミガ

削 り出 し突

競憲 3条。

不明。
横・斜ヘラ
ミガキ。

長石
石英

完存。

横ヘ ラミ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。

横 ヘ ラ ミ
ガキ。

横 ヘ ラ ミ
ガキ。

横 ヘ ラ ミ
ガキ。

長石
石英

口縁部轟
存。

横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ
後横ナデ。

横ナデ。
用

ナデ
。３条
。

ハ
横
線

縦
後
沈

長石
石英

口縁部轟
存。

横ナデ。
&ri"
- ffi&,
,Eo

横ナデ。 縦ナデ。 沈線 3条。縦ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
一部縦ナ 摩耗。

摩耗。
一 部 縦 ナ 摩耗。

石
英

長
石

口縁部
=存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
沈線 3条。

斜・縦ヘラ
ミガキ。
斜板ナデ。

横・斜板 ナ

ー 部 縦 ハ

ケロ。

横ヘラミ
ガキ。

縦ヘラ ミ
ガキ。

石
英

長
石

口縁部与
存。

第4m図

9
横ナデ。
亥J目 。 横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

縦ナデ。後
斜板ナデ。

横。斜ヘラ
ミガキ。
沈線 4条。

少 量 の 長
石
少 量 の 石

=

口縁部+
存。

亥」目。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
後．．ァ

デ
。

ナ

ナ

縦

横

横・斜ハケ
目(摩耗)。

沈線 4条。
石 英

口縁部÷
存。

亥J目 。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 指頭痕。
横ナデ。 縦ナデ。 横ナデ。

沈線 5条。

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長 石
口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 4条。 摩耗。 摩耗。

把手有。
多量の石
英

１
７部縁

　
。

口

存

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。
斜ハケロ
後横ナデ。

後
デ

デ

。

ナ

ナ
縦
横

用
ナデ

。

ハ
横

斜
後

石
英

長
石

口縁部告
存。

―-609-―



挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

図硼

‐５

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長石
石英

口縁部+
存。

SX20

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

一 部 縦 ナ
デ後 横 ヘ

ラ ミガキ。
横 ナデ。

横 ヘ ラ
ガキ。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

横ヘラ ミ
ガキ。

長石
石英

口縁部島
存。

摩耗。
ミ
縦

ラ
後
デ
。

ヘ
キ
ナ

斜

ガ
板

少 量 の 長
石

少 量 の 石

英

底部完存。

縦ナデ(指
頭痕)。

縦板ナデ。
縦ハケロ。

長石
石英

底部ほぼ
完存。

ミ
横

ラ
後
デ
。

ヘ
キ
ナ

斜
ガ
板

縦ヘラ ミ
ガキ後縦・
横ナデ。

長石
石英

螂ケ。

横 ヘ ラ ミ
ガキ。
ナデ(指頭
痕 )。

縦ハケロ
後横ナデ。

石の量
　
石

多
英
長

底部完存。

摩耗。 縦板ナデ。

少量の長
石
少量の石
英

底部今存。

第451図

1
一部刻 目。横ナデ。 横ナデ。

縦 ナデ後
横板ナデ。

指頭痕後
横ナデ。

横板ナデ。
縦板 ナデ。
斜 ヘ ラ ミ
ガキ。

少 量 の 長
石

多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部書
存。

横ナデ。
亥」目。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。

沈線 4条。摩耗。 横ナデ。
長石
石英

口縁部
=存。

亥」目。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ヘラミ一摯ア。は

斜
ガ
ナ
沈

長石
石英

口縁部奇
存。
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第33表 河道跡伴出遺物一覧表

“

)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面

第483図

7
回転 ナデ。
回転ナデ。

2

3

回転ナデ。
回転ナデ。 ffiffifr#" SX16

回転ナデ。
回転ナデ。

2

3

回転ナデ。
回転ナデ。 端部:存。

デ

デ

“ア

ナ

ナ

ナ

転

転

転

回

回

回 嘗艦 端部き存。
回転ナデ。
仕上げナ
デ。
回転ナデ。

回転ヘラ削
占転ヘラ削
占転ナデ。

頂部:存。

一．ア
デ

一．ア

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

1

3
4

回転 ナデ。
回転ナデ。
回 転 ヘ ラ
肖」り。

口縁部 :
存。

“ア
デ

一．ア

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

1

3
4 』転ナデ。転ヘラリ。

回
回

回
削

口縁部 :
存。

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回 』転ナデ。転ヘラリ。

回
回
回
削

口縁 部 :
存。

第464図

2
回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部+
存。

SX17

1

3

回転 ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部+
存。

デ

デ

一ア
一．ア

ナ

ナ

ナ

ナ

転
転
転
転

回
回
回
回

ｏ

ｏ
ｏ
　
口
削

一
¨
一

カ 十 日
．一

一

，
。

口縁部÷
存。

回転ナデ。
回転 ナデ。
青 海 波 後
回転 ナデ。

ナデ．ナ デ。ナデ。一
中

目。

転
転
転
子
キ
キ

回
回
回
格
タ
カ

tr Fffi+
EO

2

4

回転ナデ。
回転 ナデ。

デ
＞ｏデ
＞・デ
＞・

ナ
釉
ナ
釉
ナ
釉

躁
瞳 口縁部÷

存。
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第34表 溝状遺構伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第418図

1
横ナデ。 横ナデ。

横・ 斜 ナ
少量の長
石
少量の石
英

口縁部÷
存。

SD301

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 横ナデ。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁部÷
存。

5 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

区４‐０

‐

第
摩 耗 。

刺突文。
鋸歯文。
斜格子立 ^

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

SD303

2 摩耗。 摩耗。 摩耗。
は
含

脱
魔
」

砂
と
ま

口縁部
=存。

3 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
削
＞
。

ラ
耗へ

鱚
斜
り 摩耗。 柵跡

長
少
英

口縁部も
存。

4 摩耗。
右上 リタ
タキロ。
摩耗。

長石
石英

底部今存。

摩耗。
横 タ タ キ
目。

石
英

長
石 底部÷存。

第291図

1

横ハケロ
後横ナデ。

横・斜ハケ
目。

州
ナデ

。

ハ
横

縦
後 横ハケロ。

音響資争
デ 。

縦 。斜 ヘ ラ
石の

石
粒

長
大
英

口縁部は
ぼ完存。

SD307

摩耗。 摩耗。
摩耗。
横ナデ。

横・斜ハケ
目。

縦ハケロ。摩耗。 縦ハケロ。 長 石
口縁部÷
存。

横ナデ。
横ナデ。
横ハケロ。

横 ナデ。 横ハケロ。
縦・斜ハケ

目。

ほ
含

陸
炭
」

砂
と
ま

口縁部
=存。

摩耗。 横ナデ。
横・斜ハケ

目後横・斜
ナデ。

横ナデ。
縦ハケロ
後横ナデ。

さ

ナ

お
横

指

後

。

海́
Ｔ
え
デ

縦ハケロ
後縦ヘ ラ
ミガキ横
ナデ.

多 量 の 長
石
多 量 の 石
墓

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
縦・斜ハケ

目。
石英

口縁部

=
存。

6 ｏ条
デ

３
ナ
線

横

凹 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ。斜板ナデ。縦ハケロ。
長石
石英

口縁部÷
存。

7 凹線 1条。横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部+
存。

8 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
口縁部士
存。

9 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部
=存。

摩耗。
貼付突帯。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ。
縦ハケロ
後横ナデ。

横ナデ。
縦ハケロ
後横ナデ。

摩耗。
横 タタキ
目。

長石
石英

頸部+存。
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挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図四

‐２

第
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ 縦・板 ナ 長石

石英
口縁部

=存。
SD307

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

・斜 ヘ ラ
姉

′ヽ ケ ロ。
”

・

縦
削
斜
横
デ

縦・斜ハケ
目後横・劇
ナデ。

ほ
含

版
だ
」

砂
と
ま

１

一２４
部縁

　
。

口

存

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 摩耗。 斜ハ ケロ。
長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
・・ア。
ラ

ナ

ヘ
　
。

横

斜

り

ケ

＞
。
タ，斜′、囃Ｄキロ。

縦
目
左

タ

長石細片
石英細片

口縁部÷
存。

摩耗。 横ハケロ。
縦ハケロ
後横ナデ。 摩耗。 横・斜タタ

キロ。
長石
石英

口縁部
=存。

日獅

‐７

第

摩耗。 摩耗。 耗。Ｄ
キロ。

摩
右

タ
摩耗。

り
目
。

上
キ

右
タ

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。
指頭痕。
摩耗。

キ
洸

夕
耗夕

鮮
横
日

長
　
石

の
　
の

粒

粒

大
石
大
英

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横板 ナデ。横 ナデ。 横。斜板ナ 縦・斜板 ナ 長石細片
石英細片

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ(指
頭痕 )。

縦 板 ナ デ
(摩耗 )。

ほ
含糧炭飢

砂
と
ま

口縁部
=存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
斜ハケロ。摩耗。

は
含

粍
だ
」

砂
と
ま

口縁部
=存。

横 ナデ。 横 ナデ。
縦ハケロ
後横ナデ。 摩耗。

縦ハケロ
後横ナデ。

石の

石
粒

長
大
英

口縁部+
存。

横ナデ。
凹線 3条。横 ナデ。 横ナデ。 長石

石英

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 摩耗。 縦ハ ケロ。
砂 粒 を は
とん ど含
まない。

口縁部÷
存。

摩耗。
斜ハケロ
後横ナデ。

ガ
。斜′
。

横
縦
目

縦・斜ハケ
目。

縦・斜ハケ
目。

長 石 徴 細
片

胴部÷存。
底部完存。

横・斜ハケ
目。

縦・斜ハケ
目。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

底部完存。

摩耗。

横 タ タ キ
目後 縦 ハ

ケ ロ (摩
耗 ).

摩耗。
横。右上 り
タ タ キ ロ
(摩耗 )。

石の

石
量

長
少
英

底部
=存

。

斜ハケロ。
ナデ。 斜ハケロ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
糞

底部はぼ
完存。

縦ヘラ削
り。
指おさえ。

斜ヘラミ
ガキ。

は
含

を
ど

」

粒

ん
な

砂

と
ま

底部ほぼ
完存。

誕・斜ハケ
目後縦 。斜
ヘ ラ ミガ
キ。

ラ
縦

へ
後
目
。

縦
リ
ケ

少 量 の 長
石
石英

底部完存。

摩耗。 一中極一キ。

横
ロ

ハ
斜
ガ

摩耗。
斜板ナデ。

横 タタキ
目後縦・斜
ハケロ。

長石
石英

底部
=存

。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

図獅

３２

第
摩耗。 摩耗。

長の量
　
英

少
石
石

底部完存。 SD307

摩耗(一部
斜ハケロ)。

斜ハケロ
後斜ナデ。

石
英

長
石 底部完存。

34
斜ヘラ削
り。

縦・斜ハケ
目。

ヘ ラ肖1り
縦・斜ハ ケ
目。

長石細片。底部今存。

摩耗。
縦・斜ハケ
目。

摩耗。 摩耗。
少 量 の 長
石
石英

底部完存。

摩耗。
摩耗。
斜ハケロ
後横ナデ。

長石細片
石英

底部
=存

。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部
=存

。

図獅

３９

第

摩耗。 斜ハケロ。斜ナデ。 斜ハケロ。斜ナデ。 摩耗。
り
目
。

上

キ

左

タ

少 量 の 長
石
石英

底部完存。

摩耗。
横ハケロ
(摩耗)。

縦ハケロ
後横ナデ。

縦・横・斜
ハケロ(摩
耗)。

縦・横・斜
ハケロ(摩
耗 )。 柵』

長
少
英

口縁部与
存。

凹線 1条。横 ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 縦 ハケロ。
少 量 の 長
石
石英

口縁部与
存。

横ナデ。
斜ハケロ
後斜ナデ。横ナデ。 縦・斜ハケ

目。 ”嗜・左上リタキロ６

縦
削
横
タ

縦・斜ハケ

目。 ”曜・左上リタキロ。

縦
削
横
タ

長石
石英細片

口縁部ほ
ぼ完存。

横 ナデ。 横 ナデ。
横・斜 ナ

斜板 ナデ。
横 。斜 ナ 斜・板 ナ 横・斜 ナ

長 石
口縁部÷
存。

摩耗。 斜板ナデ。
横・斜 ナ

斜板ナデ。横 。斜 ナ
板ナデ。 横・斜 ナ 長石微細

片
口縁部+
存。

摩耗。 摩耗。 条
耗
線

摩
沈 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。
縦・斜ハケ
目。

削

ナ

ラ
横

へ
後

。

縦
リ
デ

縦・斜ハ ケ

目。

削

ナ

ラ
横

へ
後

。

縦
リ
デ

簾状ハケ
目。

削

ナ

ラ
横

へ
後

。

縦
リ
デ

少量の長
石細片
石英

ほぼ完存。

摩耗。
摩耗。
斜ハケロ。

横 タタキ
目。

縦・斜ハケ
目。

縦・斜ハケ

目。
摩耗。

縦・斜ハケ

目。

は
含授雇札

砂
と
ま

口縁部

=
存。

摩耗。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一．ア。

斜

ガ
ナ

斜ハケロ
後斜ナデ。

斜ハケロ
後縦ヘラ
ミガキ。

斜ハケロ
後斜ナデ。

ケ

ヘ
キ
。

ハ
斜

ガ

斜
後

ミ

斜ハケロ
後斜ナデ。

片
片

細
細
母

石
英
雲

長
石
金

口縁部+
存。

第四区
1

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部あ
存。

SD308

2 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。 斜ナデ。

石
英

長
石

口縁部務
存。

第115図

1
摩耗。 摩耗。 横 タタキ

目。
摩耗。

上

キ

右

タ

石
英

長
石

口縁部÷
存。

SD311

第1"図

1
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長石
石英

口縁部
=存。

SD312
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第硼図
2

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
貼付突帯。横ナデ。 長石

石英
口縁部

=存。
SD312

横ナデ。 横・斜 ナ
横ナデ。 横 。斜 ナ

横ナデ。 長石
石英

１
了部縁

　
。

口

存

4 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。
長ゎ

紺
英

多
石
石

口縁部+
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 1条。

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部
=存。

横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。 摩 耗 。 横 ナ デ。
長石
多 量 の 石
英

口 緑 部 小
片 。

横ナデ。 横ナデ。 横ハケロ。
縦板ナデ。横ナデ。 縦板ナデ。

微 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

多 量 の 長
石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
帯
２

ナデ。骰淵
＾

横
貼
に
条

横 ナデ。 横ナデ。 石の

石
量

長
多
英

胴部+存。

摩耗。 摩耗. 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
沈線2条。

長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 2条。

長石
石英

口縁部÷
存。

横・斜板ナ ・斜ナデ
線２条

。管文
。

横
沈
竹

長石
石英

rEfl+F.

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
えヽ
ナ

さ
斜

ぉ
横

ｏ

指
後
デ

減

ナデ
。

ぉ
斜

指
後

指おさえ
後横。斜ナ 指おさえ

後斜ナデ。
長石細片
石英

口縁部÷
存。

第10区

17
摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜ナデ。 摩耗。

沈線 7条。
長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ 横・ 斜 ナ
横ナデ。 石の

石
量

長
多
英

口縁部豊
存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。
摩耗。
沈線 3条。

長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 斜 ナデ。
横ナデ。
沈線12条。

長石
石英

口縁部豊
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 摩耗。
沈線 1条。

石
英

長
石

口縁部+
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

図硼

２２

第
摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 斜 ナデ。

横・斜 ナ 石
英

長
石

口縁部÷
存。

SD312

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横,斜ナデ
(摩耗)。

多 量 の 長
石
大 粒 の 石
英

口縁部書
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 3条。

長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

胴部+存。

摩耗。
亥」目。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

[8fi]+tr.

耗
目

摩
刻 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ(摩

耗)。

横ナデ。
沈線 7条。

長石
石英

口縁部揚
存。

摩耗。
亥J目 。 横ナデ。 横 ナデ。 斜 ナデ。

横ナデ。
沈線 5条。

長石
石英

口縁部島
存。

刻目(摩耗)。 横ナデ。 横ナデ。
斜指おさ
え(摩耗)。

横ナデ。
沈線 3条。

長石
石英

口縁部島
存。

亥」目。 横ナデ。 横ナデ。
長石
多量の石
英

口縁部も
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
沈線 1条。

縦・横・斜
ナデ。

縦・斜 ナ ナデ。
削

ナ
ラ
横

へ
後

。

縦
リ
デ

長石
多量の石
英

口縁部÷
存。

斜ナデ(指
頭痕)。

ミ
お
横

ラ
指
後

ヘ
キ
え

一・ア。

斜
ガ
さ

ナ

長石細片
石英

底部÷存。

縦板 ナデ。横ナデ。
石
英

長
石 底部÷存。

縦・斜 ナ

指頭痕。

縦・斜板ナ
デ(摩耗)。

横ナデ。
長 石 底部完存。

摩耗。 横ナデ。
摩耗。
指頭痕。

横ナデ。 石の

石
量

長
多
英

底部完存。

斜指おさ

摩耗。
摩耗。

長石
石英細片 底部今存。

指頭痕。 横ナデ。 長 石 螂争。
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第35表 溝状遺構伴出遺物一覧表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

遺存状態 出上位置
口縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第408図

4 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

脚部÷
存。

SD301

図獅
３８

第
摩耗。 摩耗。

シポ リロ
(摩耗)。

摩耗。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
革

脚部 ほ
ぼ完存。

SD307

第36表 溝状遺構伴出遺物一覧表(31

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壷

内  面 外   面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面

第408図

6

仕 上 げ ナ

回転 ナデ。
回転 ナデ。

デ

デ

一．ア

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

ほぼ完存。 SD301

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

回転 ナデ。
回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ
肖」り。

口縁部
=η毎

=。

図４‐０

８

第
デ

一．ア
デ

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

回転 ナデ。
回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ
肖」り。

口縁部
=存。

SD303

回転ナデ。
回転 ナデ。
仕 上 げ ナ

回転 ナデ。
回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ
肖」り。

口縁部

=存。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転 ナデ。
回転ナデ。

口縁部小
片。

図４‐５

２

第 回転 ナデ。
回転ナデ。

転ナデ
。転 ヘ ラ

リ
。

回
回
削

底部+存。SD311
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第37表 溝状遺構伴出遺物一覧表

“

)

挿図

番号

成 形 お び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第知図
1

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦ハケロ。 長 石
口縁部÷
存。

SD04

2 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 石英
口縁部+
存。

凹線 1条。横ナデ。 斜ハケロ。横ナデ。 斜ハケロ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

4 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。斜ハケロ。 長 石
口縁部÷
存。

5 斜格子文。横ナデ。 横 ナデ。 精緻。
口縁部轟
存。

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

‰臨酵
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
少 量 の 長
石

口縁部+
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 精緻。
口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ。 長 石
口縁部

=存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜・縦ハケ
目。

斜・縦ハケ
目。

長石含む
が精緻。

１

一４部縁
　
。

口

存

凹線 1条。横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部も
存。

横ナデ。 摩耗。
り
目
。

上
キ

左
タ

摩耗。
上

キ

左

タ
少量の長
石

口縁部寺
存。

横ナデ。 横ナデ。
デ
。
り
目
。

ナ
上

キ

横
右

タ
横ナデ。

り
目
。

上

キ

右

タ
長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 長 石
口縁部

=存。

横ナデ。 横ナデ。
り
目
。

上
キ

右

タ
横ナデ。

り
目
。

上

キ

右

タ
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
り
目
。

上
キ

右
タ

長石
石英

口縁部÷
存。

壁 登 部 内

摩耗。 摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 長 石
口縁部÷
存。

辣 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部
=存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面

図躙

２‐

第
横ナデ。 横ナデ。 長 石

口縁部も
存。

SD04

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。
夕
後

目
。

上

キ

ハ

左

夕
斜

摩耗。
り
目
。

上

キ

左

タ
長石
石英

底部
=存

。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
長石
石英

底部完存。

横ナデ。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。

縦ヘラ削
り。 横ナデ。

縦ヘラ削
り。 摩耗。

長石
石英

底部完存。

横 ナデ。
簾 状 ハ ケ
目。

横 タ タ キ
目(摩耗 )。

簾 状 ハ ケ
目。

横 タ タ キ
目。

簾 状 ハ ケ
目。

横 タ タ キ
目。

石 英 底 部 完 存 。

横ナデ。 横ナデ後
斜ハケロ。横ナデ。

後

目

一．ア

ケ

＞
。

レ斜′、麟

後

タ

デ

リ
ロ
。

ナ
上

キ

横
右

タ
長石

口縁部寺
存。

ナ デ (摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石 底部完存。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部+
存。

第四1図

1
摩耗。 摩耗。 横 タタキ

目。 横ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部島
存。

SD05

横ナデ。 痕
デ
。
の

ナ
塗

。

横
丹
跡

横ナデ。 横 ナデ。 斜ハケロ。
石
英

長
石

口縁部
=存。

鋸歯文。 横ナデ。 横ナデ。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 精緻。
口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 精緻。
口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部長
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石
口縁部÷
存。

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横 ナデ(摩
耗 )。

横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁 部 :
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部
=存。
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図

号

挿

番

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第四1図

11
摩耗。 横ナデ(摩

耗)。
横ナデ。 横ナデ(摩

耗)。
横ナデ。 長 石

口縁部÷
存。

SD05

横ナデ。 横ナデ(摩

耗)。
横ナデ。 横ナデ(摩

耗)。
横 ナデ。 精緻。

口縁部÷
存。

摩耗 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

凹線 2条。横ナデ。 痕
・・ア。
の

ナ
塗

。

横
丹
跡

横ナデ。 横ナデ。 長 石
口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 リ
ロ
。

上
キ

右
タ

長 石
口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
雲母 底部完存。

削

ハ
＞
。

一）雛瑚

斜

リ

ケ

縦 。斜ハケ

目。

斜 ヘ ラ削
り後 縦 ハ

ケロ(粗 )。

摩耗。 長 石 底部完存。

斜ハケロ
(摩耗)。

夕
摩

上

キ
Ｄ
ｏ

右

夕
耗

斜ハケロ
(摩耗)。

夕
摩

上

キ
＞
ｏ

右

夕
耗

石
英

長
石 底部完存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 象1落。 石英
口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英 底部完存。

摩耗。 摩耗。
少量の石
英

底部÷存。

第4"図

1
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長石
石英

口縁部÷
存。

SD36

横ナデ。 摩耗。 長 石 底部+存。

摩耗。 摩耗b 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多

英

口縁部轟
存。

SD40

横ナデ。 横ナデ。 lll落。
横ナデ後
斜ハケロ。

長石
石英

頸部÷存。

横・斜板ナ
デ(摩耗)。

斜ハケロ
(摩耗)。

板ナデ(摩
耗)。

斜ハケロ
(摩耗)。

長石
石英

底部完存。

斜ハケロ。
横 タ タ キ

目。
長 石 底部完存。

摩耗。 摩耗。
微量の石
英細片

底部÷存。SD48

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横 ナデ。
長石
石英

口縁部 J
片。

SD49

摩耗。 横ナデ。
長石徴細
片

底部÷存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図職

‐５

事

摩耗。 横ナデ。
砂粒をは
とんど合
まず精緻。

底部与存。 SD49

摩耗。 横ナデ。
徴 量 の 長
石

底部今存。 SD50

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

微 量 の 長
石
微 量 の 雲
母細片

底部÷存。

摩耗。 摩耗。 雲母細片 底部今存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
雲母微細
片

口縁部÷
存。

SD58

摩耗。 摩耗。
は
含

授
だ
」

砂
と
ま

底部÷存。

第479区

1
摩 耗 。 摩 耗

ほ
含陵炭なし、。

砂

と

ま
底部+存。 SD68

2 摩耗。 摩耗。 距嬌魏

砂

と

ま
底部÷存。

3 摩耗。 摩耗。

は
含

陸
雇
極

砂
と
ま

底部÷存。

6 摩耗。
沈線 2条
(摩耗)。

長石
多 量 の 石
英

頸部÷存。SDl10

7 横板ナデ。
帯
摩

突
Ⅸ

付
刻
＞
。

貼
に
耗

石
英
母

長
石
雲

脚静 0

8
ナ デ (摩
耗 )。

斜 ヘ ラ ミ
ガキ。

長石
石英

底部
=存

。

9 横ナデ。 縦板 ナデ。
長石
石英

底部÷存。

斜ヘラ ミ
ガキ。

ミ
摩
　
帯
刻

ラ
く

突
に

ヽ
キ

≫
ｏ付
条

。

横
ガ
耗
貼
２
目

石
英

長
石 fiEfl+tr. SDlll

横ナデ。 横 ナデ。
横ナデ。
指頭痕。 摩耗。

横ナデ
沈線 2条。

石の

石
量

長
多
英

口縁部士
存。

ナデ。 横 ナデ。 石の

石
量

長
多
英

底部与存。

講480図

1
横ナデ。

後

ミ

デ

ラ
ナ

ヘ
キ
。

横
横
ガ

後

ミ

デ
ラ

ナ

ヘ
キ
。

横
斜
ガ

後

ミ

デ

ラ

ナ

ヘ
キ
。

横
横
ガ

後

ミ

デ
ラ

ナ

ヘ
キ
。

横
斜
ガ

石 英
口縁部

=存。
SD109

2 横ナデ。

後

ミ

一。ア
ラ

ナ

ヘ
キ
。

横

横

ガ

後

ミ
ア́
ラ

ナ

ヘ
キ
。

横

斜

ガ

慣 ナ デ後
縦・斜ヘ ラ
ミガキ(摩
耗 )。

後

ミ

デ

ラ
ナ

ヘ
キ
。

横
斜
ガ

長石
石英

口縁部÷
存。

3 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 多 量 の 長
石

口縁部+
存。

4 横 ナデ。
横 ナデ。
突帯。

石 英 胴部÷存。
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図

号

挿

番

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内  面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

第lm図

5
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

刺突文。 横ナデ。 横ナデ。 長 石
口縁部島
存。

SD109

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ後
沈線 8条。

長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
lll落 。

石 英
口縁部小
片。

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。 横 ナデ。 石英

口縁部分
存。

摩耗。 摩耗。 指頭痕。 摩耗。 沈線 3条。
摩耗。

石英
口縁部小
片。

横ナデ。 横ナデ。

多 量 の 長
石

多 量 の 石
英

底部÷存。

横板ナデ
(摩耗)。

横ナデ後
斜ヘラ ミ
ガキ。

多量の石
英

底部+存。

板ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 石の

石
量

長
多
英

底部完存。

摩耗。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

縦

ガ
ナ

摩耗。
縦ヘラ ミ
ガキ。

長石
石英 底部÷存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 横ナデ後
斜ハケロ。

石
英

長
石 底部÷存。

摩耗。

ミ
横

ラ
後
目
。

ヘ
キ
ケ

斜

ガ

ハ

横ナデ。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
革

底部完存。

ヘラミガ
キ(摩耗)。

ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

斜
ガ
耗

石 英 底部完存。

摩耗。 剥落。 摩耗。 景J落。
長石
石英 底部÷存。

横ナデ。
横ナデ後
斜ハケロ。

長石 蜘歩。

剥落。
斜ハケロ
(摩耗)。

長石
多量の石
英

底部+存。

斜ヘラ
ガキ。 摩耗。

石
英

長
石 底部完存。
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第38表 溝状遺構伴出遺物一覧表(51

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

遺存状態 出上位置
口縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第290図

27
摩耗。
シポリロ。摩耗。 摩耗。 長石

石英

脚端部

■
。

SD04

図馴
２２

第
摩耗。 摩耗。 長石

石英 緯完存。
杯
ぼ

SD05

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 織完存。

脚
ぼ

第462図

7
摩耗。 摩耗。 横ナデ。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部

静。 SD40

8 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 長石
脚部 ほ
ぼ完存。

第39表 溝状遺構伴出遺物一覧表(6)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外   面 内  面 外   面 内   面 外   面 内  面 外   面

図硯
１０

第 回転ナデ。
回転ナデ。

2

3
回転 ナデ。
回転ナデ。

口縁部小
片 。

SD48

回転ナデ。
回転ナデ。

1

3
回転 ナデ。
回転 ナデ。 底部+存。

図４７９

４

第 回転 ナデ。
回転ナデ。

1

3
回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部÷
存。

SD68

4

5
回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。 底部

=存

。
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第40表 土器列伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

第認図
1

横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。摩耗。
斜ハケロ。
貼付突帯
に刻目。

摩耗。
縦・斜ハケ
目(摩耗)。

摩耗。
縦・斜ハケ
目(摩耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。 摩耗。 縦ハケロ。
長石
石英

口縁部
=存。

3 横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 縦ハケロ。
長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。
横・斜ヘラ
ミガキ(摩
耗)。

横ナデ。
縦・斜ハケ
目(摩耗)。

長石
石英

口縁部
=存。

5 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
斜ヘラ削
り(摩耗)。

摩耗。
石
英

長
石

口縁部は
ぼ完存。

6
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 縦ハケロ。 摩耗。 斜ハケロ。
石
英

長
石

口縁部も
存。

7 摩耗。 摩耗。 摩耗。
耗
。
へ

ｏ

摩
斜
り

斜ハケロ。
ラ
斜

へ
後
目
。

斜
リ

ケ

斜ハケロ
(摩耗)。

長石
石英

底部今存。

8 摩耗。 摩耗。 摩耗。
縦。斜ヘラ
削 り (摩
耗)。

縦ハケロ
(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部(端
部除 く)

警
。

9
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

削

・
ナ

ラ
縦
板

へ
後

・斜

＾

斜
り
横
デ

横 タ タ キ
目.

長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。
斜ヘ ラ削
り。

斜ハケロ
(摩耗)後
横ナデ。

石
英

長
石

口縁部小
片。

横ォデ。 横ナデ。 横ナデ。
斜ナデ(摩
耗)。

摩耗。
石
英

長
石

口縁部書
存。

図調

‐２

第
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ 一．ア

　
。

ナ
耗

横
摩

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ
横ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石

口縁部 :
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ヘ ラ削
り。

摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

夕

摩
上
キ
＞
ｏ

左

夕
耗

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部そ
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部+
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
縦・斜ハ ケ
目。

石
英

長
石

口縁部島
存。

摩耗。 摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ
縦・斜ハケ
目。

摩耗。
石
英

長
石

口縁部士
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
横 タタキ
目(摩耗)。

長石
石英

口縁部士
存。
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図

号

挿

番

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図調

２２

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石

石英
口縁部÷
存。

縦指ナデ。
摩耗。

指頭痕。
摩耗。

石
英

長
石 既部完存。

摩耗。 摩耗。
長石
石英 底部完存。

斜ハケロ
後斜ナデ。

摩耗。
デ
痕

ナ
頭

斜
指 摩耗。

少量の長
石
石英

底部完存。

第41表 土器列伴出遺物一覧表(21

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

遺存状態 出土位置
口 縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚  端  部
内 面 外  面 内 面 外  面 内  面 外  面

図調
‐８

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。

長石
石英

脚部+
存。
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第42表 土器群 (第 3層 )伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡
胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

講騒区
1

デ
文
文

ナ
管
歯

横
竹
鋸

横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

2
鋸歯文(摩
耗)。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
少量の長
石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。
斜行文。

横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部島
存。

4 摩耗。 摩耗。 摩耗。

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。

は
含陸炭」

砂

と

ま

口縁部轟
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部轟
存。

7 横ナデ。 横ナデ。 石 英
口縁部+
存。

8 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

犀
　
ラ
摩

【≫ｏ・斜へ颯≫ｏ

横
耗
横
削
耗

左。右タタ
キロ後斜
ハケロ。

少量の長
石

口縁部完
存。

帥
摩耗

。期
摩耗

。

Ｃ
Ｄ
α
齢

摩耗。 摩耗。
長石細片
石英細片

口縁部÷
存。

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦・横 ナ

横ナデ。
縦・横 ナ

摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部+
存。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

石の

石
量

長
多
英

口縁部轟
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存 。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長

石
口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部も
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
縦ハケロ。

長石
石英

口縁部
=存。

横ナデ。
凹線 2条。

摩耗。 横ナデ。

は

含
を
ど

」

粒

ん
な

砂

と
ま

口縁部場
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜ナデ。 斜ナデ。
長石
石英

口縁部務
存。  .
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図脚

２‐

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

横 タタキ
目(摩耗)。

は
含

陸
だ
れ

砂
と
ま

口縁部島
存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ 長 石
口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 横タタキ
目(摩耗)。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 横ナデ。 斜ハケロ
後横ナデ。 斜ナデ。 斜ハ ケロ。

長石
石英

口縁部÷
存。

区騒

２６

第
摩耗。 摩耗。

摩耗。
縦ハケロ。

は
含

陵
耀
」

砂
と
ま

口縁部
=存。

摩 耗 。 摩 耗 。

キ
＞
。
日

夕
耗

ケ
ゝ

酔麟斜′、麟
摩耗。 摩 耗 。

長石
石英

口縁部轟
存。

摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。 摩耗。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 少 量 の 長
石

口縁部
=存。

横 ナデ。 横 ナデ。
横ナデ。
縦ハケロ。

斜ハケロ。
指頭痕。
縦・斜ヘ ラ

肖Jり 。

横 タ タ キ
目。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。
′ヽケロ

。
ヘラ肖‐
＜摩耗＞

。

斜
縦
り

斜 ハ ケ ロ
(摩耗 )。

長石細片
石英

口縁部÷
存。

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

横。右上り
タタキロ
(摩耗)。

斜ヘラ削
り。

横,右上り
タタキロ
(摩耗)。

石 英

端
＞岬継」ｐ

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
多 量 の 長
石
石英細片

口縁部+
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 石
英

長
石

口縁部金
存。

摩耗。
右 上 リタ
タキ ロ(摩
耗 )。

石
英

長
石 底部完存。

摩耗。 摩耗。
長石
石英 底部完存。

摩耗。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

底部ほぼ
完存。

38 摩耗。 摩耗。 横ナデ。
削

ナ
＞
。

．）翻臨

斜
リ
デ

夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

左

夕
斜

長 石
口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

ほ ぼ 完 存
(口 縁部を
除 く)。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

長
　
石

”
　
わ
紺

多
石
多
英

口縁部
=存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

富325図

45
横ナデ。 横・斜 ナ 夕

後
リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
横

石英
口縁部奇
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗(縦ヘ
ラ削り)。

摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

削

ナ
ラ
斜

へ
後

。

斜
リ
デ

削
ナ

ラ
斜

へ
後

。耗
。

斜
リ
デ
摩

長石
石英

底部完存。

縦・横 ナ

指頭痕。

夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
縦

長石
石英

底部与存。

縦・斜ハケ
目。

左。右上り
タタキロ
後斜ナデ。

縦・横。斜
ハケロ。

キ
ナ

タ
横

夕
後

。

横
ロ
デ

長石
石英

底部完存。

第43表 土器群 (第 3層 )伴出遺物一覧表に)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

遺存状態 出 +什冊

口 縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図騒
４０

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。

長石
石英

脚部
=存。

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

脚部
=存。

摩耗。
ケ

ヘ
キ
。

ハ
縦

ガ

縦
後

ミ
横ナデ (摩耗)。

長石細片
石英細片
雲母

脚部+
存。
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第44表 土器群 (第 4層 )伴出遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第留図
1

縦・斜 ナ
用

ナデ
。鶴

臨

ハ
横
付
刻

縦
後
貼

に

横ナデ。 横ナデ。 長石 頸部÷存。

2 横ナデ。

摩 穐 。

縦ハケロ。
突 帯。 刻
目A

摩耗。
斜ハケロ。横ナデ。 長石

石英 頸部品海。

3 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

4 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

5 横ナデ。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。 横 ナデ。

大 粒 の 長
石
大 粒 の 石

=

口縁部場
存。

摩耗。 斜ナデ。
斜ハケロ。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗 )。

長石
石英

口縁部÷
存。

7 摩 耗 。 摩 耗 。 摩耗 。 摩 耗 。 摩耗 。
長 石 細 片
石 英 細 片

１

一９部緑
　
。

口

存

摩耗。 摩耗。 摩耗。

長
　
石

わ紺わ紺

多

石
多

英

口緑部
=存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。

片
片
片

細
細
細

石
英
母

長
石
雲

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗(一部
斜ハケロ)。

長石細片
石英細片

口縁部+
存。

横 ナデ。 摩耗。 横ナデ。
石
英
母

長
石
雲

口縁部島
存。

横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。 横 ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部+
存。

横 ナデ。
横・ 斜 ナ 斜ハケロ

後横ナデ。

砂粒をは
とんど含
まず精緻。

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。
鋸歯文。

摩耗。 摩耗。
石
英
母

長
石
雲

口縁部÷
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

図詔

２‐

第

横ナデ。
横 。斜 ナ 横・斜 ナ

ほ
含

陸
だ
」

砂
と
ま

口縁 部 小
片。

摩耗。
鋸歯文。

摩耗。 摩耗。 石英
口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。

長
　
石

脚
紺
わ
紺

多
石
多
英

口縁部書
存。

摩耗。
沈線。
鋸歯文。

石
英

長
石

口縁端部

静
。

区圏

２５

第
摩 耗。

(立 上 部 内面 )

摩 耗。
(立 上 部 外面 )

摩耗。

摩耗。
斜ハケロ
(摩耗)。

横指ナデ。
縦ハケロ
(摩耗)。

片
片

細
細

石
英

長
石 頸部今存。

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部+
存。

趣 二 部 外面 ) 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部 (端
部 除 く)

■ 。

画

面

部

部

像
籍

摩耗。 摩耗。 長石細片
口縁部

=
存。

横 ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。
縦・斜ハケ
目(摩耗)。

長石
石英

口縁部
=存。

(立 上部内面 )

横ナス摩耗)。

(立 上部外面 )

針 デ(摩 耗λ

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

長
　
石

脚
紺
わ
紺

少
石
少
英

口縁部
=存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石細片
口縁部

=存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
縦・斜ハケ
目縦ヘラ
肖Jり 。

り
目
。

上
キ

右
タ

長石
石英

口縁部長
存。

摩耗。 摩耗。
摩耗。
横・右上り
タタキロ。

縦・斜ハケ
目。

横。右上り
タタキロ。

斜ナデ。 斜ナデ。
長石細片
石英

口縁部:
存。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
横

斜ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上

キ
ナ

右

夕
横

長石
口縁部÷
存。

摩耗。
横ナデ(摩

耗)。

横タタキ
目(摩耗)。

斜ヘラ削
り。

横 タタキ
目(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部
=存。

38 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
横ナデ。
斜ヘラ削
り。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ(指
頭痕)。

横 タ タ キ
目。

横ナデ(指
頭痕)。

斜ハケロ。

横 タ タ キ
目。

は
含

を
ど

」

粒
ん
な

砂
と
ま

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
横。斜タタ
キロ。

長石
石英

口縁部÷
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

図調

４‐

第

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部÷
存。

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 キ

耗

夕

ｏ

摩

横

目

長
　
石

わ
緋
わ
紺

少
石
少
英

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。
摩耗。横タ
タキロ後
縦ハケロ。

摩耗。
横 タタキ
目(摩耗)。

長石細片
石英細片

口欄R部 (端

部 除 く )

■
。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部島
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 横 タタキ
目(摩耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

図脚

４７

第 横ナデ(摩
耗 )。

横 ナデ。 横ナデ。 斜 ヘ ラ削
り(摩耗 )。

横 タ タ キ
目。
摩耗。

少 量 の 長
石

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ。
摩耗。
指頭痕。 摩耗。

長石細片
雲母

口縁部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口緑部÷
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

口縁部
=存。

摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 斜 ナデ。 横ナデ。
長石
石英
金雲母

口縁部務
存。

摩耗。 摩耗。 横ナデ
摩耗。

片
片

細
細

石
英

長
石

口縁部豊
存。

謬横ナデ。 横ナデ。
斜ヘラ削
り。
摩耗。

横ナデ。
横。斜ハケ
目。

長石
石英

口縁部÷
存。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
摩耗(一部
斜ハケロ)。

長石
石英

口縁部与
存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
横・斜 ナ

横ナデ。 長石細片
石英細片

口縁部÷
存。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部
=存。

デ
原

ナ
状

板

ヽヶ
＞
ｏ

斜
＜′
体

縦・斜ハケ
目。

板 ナデ(ハ
ケ状原体)。

簾 状 ハ ケ
目。

長
　
石

助
緋
わ
紺

少
石
少
英

底部完存。

斜ナデ。 横・左上り
タタキロ。

長石
石英

底部
=存

。

横ナデ。 斜ナデ。

長 石 微 細
片
石 英 微 細
片

底部完存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

図調

６‐ 摩耗。 蜘
キロ。礼

右

夕
摩

長石
石英 底部完存。

摩耗。

横・斜タタ
キロ後縦。

斜ハケロ

`慶

耗ヽ̂

摩耗。 摩耗。

ど
含

易
性
」

は
砂
ま

蜘争。

摩耗。
左。右上り
タタキロ
後斜ナデ。

長石
石英

底部完存。

64 横ナデ。
夕
後

リ
ロ
デ
。

上
キ
ナ

右

夕
斜

長石細片
石英細片 底部

=存

。

摩耗。

キ
斜
摩

夕
縦
目

夕
後

ケ
＞
。

横
ロ

ハ
耗

長
　
石

肺
緋
卸
緋

少
石
少
英

底部完存。

斜ヘラ削
り。

摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

斜 ヘ ラ削
り。
横・斜ハ ケ

目。

夕
後

ケ

リ

ロ

ハ

上
キ
・斜

。

右
夕
縦
目

少 量 の 長
石

少 量 の 石
英

底部完存。

摩耗。 横ナデ。
横ハケロ。 長石

口縁部 J
片。

摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ

少 量 の 長
石
少 量 の 石

=

底部完存。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。

摩耗。 横ナデ。
石
英

長
石 底部与存。

摩耗。 摩耗。

は
含

級
耀
祇

砂
と
ま

底部÷存。

指頭痕。
横 タ タ キ

目。
摩耗。

は
含

陸
耀
」

砂
と
ま

底部完存。

摩耗。 摩耗。 石英 底部完存。

摩耗(斜ヘ
ラ削り)。

夕
摩

上

キ
＞
ｏ

右

夕
耗

長石
石英 底部完存。

摩耗。
左・右上り
タタキロ。

長石
石英

底部今存。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部ほぼ
完存。

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。

図脚

８４

第
摩耗。 摩耗。 横。右上り

タタキロ。
縦・斜ヘラ
肖Jり 。

・右上着斜′、　。

横

夕
後
目

大 粒 の 長
石
大 粒 の 石
革

口縁部÷
存。

横ナデ。 斜 ナデ。
斜ナデ。
指頭痕。

斜ナデ。

キ

ナ

＞
。

″雛臨

縦
ロ
デ

斜 ナデ。
縦ナデ(摩
耗)。

長石,石英
微細片を
含むが精
織^

口縁部も
存。
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

図細
８６

摩耗。 横・斜 ナ
摩耗。 斜板ナデ。摩耗。 長石

石英
口縁部

=存。

摩耗。 斜板ナデ。斜板ナデ。 斜板ナデ。斜板 ナデ。
石
英

長
石 底部完存。

第45表 土器群 (第 4層 )伴出遺物一覧表12)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物

出土位置
口縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部

脚 端 部
遺存状態

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

図脚
７９

第
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ハケロ。横ナデ。 横ナデ。

縦・斜ハケ
目。
横ナデ。

長石
石英

口縁部

■
。

摩耗。 摩耗。
長 石
石英
金 雲 母

杯部+
存 。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

脚部
=存。

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

脚部÷
存。

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

脚部
=存。
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第46表 平塚地区包含層出土遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

1
横ナデ。

貼付突帯
(摩耗)。

摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

サ35区
H層

2 摩耗。
摩耗。
貼付突帯
の痕跡。

摩耗。
石
英

長
石

口縁部は
ぼ完存。

コ37区
Ⅳ層

横ナデ。 横ナデ。
貼付突帯。

横ヘラ ミ
ガキ。

横ナデ。
横ヘラ ミ
ガキ。
沈線 2条。

石
英

長
石

口縁部豊
存。

ス33区
Ⅲ層

4
横ナデ(摩
耗)。

篠

帯
。

・．ア
　
突

ナ
＞
。付

横
耗
貼

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
石
英

長
石

口縁部+
存。

サ36区
V層

摩耗。
摩耗。
貼付突帯。

摩耗。

は
含

授
だ
」

砂
と
ま

口縁部
=存。

シ36区
Ⅲ層

横ナデ。
横ナデ。
貼付突帯
(摩耗)。

横ナデ。 摩耗。
縦・斜ハケ
目。
沈線 9条。

長石
石英

口縁部÷
存。

サ37区
V層

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

摩耗。
貼付突帯。横ナデ。 帯耗。鍛狙

摩
貼
に

長石
石英

口縁部(端
部除く)完
存。

サ37区
V層

横ナデ。
沈線 1条。
亥U目 。

横ナデ。
貼付突帯。横ナデ。

長石
石英

口縁部小
片。

サ38区
IV層

横ナデ。
貼付突帯。縦ナデ。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁 部 小
片。

ス33区
Ⅲ層

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。 横・斜 ナ 斜ハケロ。
沈線 4条。

長 石
口縁部務
存。

サ37区
Ⅲ層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
貼付突帯
に亥J目 。

石
英

長
石

口縁部完
存。

シ36区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

縦 ハ ケ ロ
後 横 ヘ ラ

髄憩Ъ条。

石
英

長
石 頸部+存。コ36区

V層

摩耗。
沈線 1条。摩耗。 摩耗。 摩耗。

摩耗。
貼付突帯
に亥J目 。

長石
石英
金雲母

口縁部
=存。

コ36区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 2条。

多 量 の 長
石

多 量 の 石
革

口縁部
=存。

ス34区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部
=存。

ス33区
Ⅲ層

図姻

‐６

第
横 ナデ。

縦・斜ヘラ
ミガキ。
摩耗。

縦板ナデ
後横ナデ。

縦・斜ヘラ
ミガキ。

縦板ナデ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部÷
存。

サ38区
Ш層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
貼付突帯。

長石
石英

口縁部+
存。

サ37区
V層

摩耗。
横ヘ ラ ミ
ガキ。

横ヘラ ミ
ガキ。

横 ヘ ラ
ガキ。

斜′ヽケロ。
沈線 4条。

石
英

長
石

口縁部ほ
ぼ完存。

ス33区
H層

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横・斜 ナ 大粒の長
石
石英

口縁部÷
存。

シ37区
H層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

頸部÷存。
セ33区
H層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

図馴
２‐

横ナデ。 横ナデ。 ０
、ぇ

一．ア
さ

ナ
お

横
指 摩耗。

横ナデ。
横指おさ
え。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 斜ナデ。
沈線 2条。

長石
多量の石
英

口縁部+
存。

ク39区
IX層

摩耗。 摩耗。 摩耗。

少量の長
石
少量の石
英

口縁部÷
存。

コ37区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部
=存。

枢
層

コ３
Ｖ

横ナデ。 横 ナデ。
横。斜ヘラ
ミガキ。

少量の長
石
少量の石
英

口縁部島
存。

コ36区
V層

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部品
存。

サ37区
V層

横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。
横 ヘ ラ ミ
ガキ。

横 ナ デ。 長石細片
石英細片

口縁部島
存。

サ37区
V層

横 ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
横ナデ。
沈線 2条。

長石
石英

口縁部ら
存。

躯
層

セ
ー

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

サ36区
V層

横 ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

コ36区
V層

横 ナデ。 摩耗。 横ナデ。
片
片

細
細

石
英

長
石

口縁部÷
存。

サ36区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石

=

口縁部務
存。

キ39区
Ⅵl層

横 ナデ。 横 ナデ。 摩耗。 摩耗。
指おさえ
後横ナデ。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

サ37区
Ⅳ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 横ナデ。
長石細片
石英

口縁部÷
存。

サ37区
Ⅳ層

図似

３５

事 横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

長石
石英

口縁部÷
存。

コ38区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

多量の長
石
多量の石
英

口縁部÷
存。

サ37区
IV層

横ナデ
亥リロ。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。

横ナデ。
貼付突帯。

長石
石英

口縁部÷
存。

枢
層

月
Ⅲ

38 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

口縁部÷
存。

コ36区
Ⅲ層

摩耗。
摩耗。
貼付突帯。

少 量 の 長
石

少量の石
英

頸部+存。 枢
層

月
Ⅳ

斜ナデ。 摩耗。 長石
石英

胴部小片。
コ37区
V層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第424図

41
摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長石
石英

口縁部も
存。

ケ40区
層序不明

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線n条。

多 量 の 長
石

多 量 の 石

英

口縁部÷
存。

ケ42区
層序不明

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
沈線11条。

長石
石英

口縁部÷
存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗. 摩耗。
摩耗。
沈線 8条。

長石
石英

口縁部書
存。

枢
層

月
Ｖ

摩耗。 横ナデ。
摩耗。
横ナデ。

一．ア
　
。

ナ
耗

横
摩

横ナデ。
沈線n条。
摩耗。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

枢
層

月
Ⅳ

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横,斜 ナ ｏ条

ｏ

デ
５
文

ｏ

ナ
線
突
耗

横
沈
刺
摩

石
英

長
石

口縁部
=存。

躯
層

月
Ⅳ

横ナデ。 横 ナデ。

さ

ナ

お
横

指
後

。

紆̈
Ｔ
え
・．ア

横ナデ。
横・斜 ナ

沈線 4条。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

サ37区
Ⅳ層

摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。
横ナデ。
沈線10条。

石
英

長
石

口縁部分
存。

サ37区
Ⅳ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 条
耗
線

摩
沈

長石
石英

口縁部告
存。

サ37区
IV層

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

沈線 2条。

長石
石英

口縁部士
存。

コ37区
皿層

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
摩耗。
沈線 8条。

長石
石英

口縁部洗
存。

コ36区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 条

ｏ

。
６
文

耗
線
突

摩
沈
刺

長石
石英

口縁部も
存。

サ37区
Ⅳ層

摩耗。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

横ナデ。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

横ナデ。
沈線12条。

は
含

を
ど

しヽ。

粒

ん
な

砂
と
ま

口縁部
=存。

サ36区
V層

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 横ナデ。
沈線 8条。

石
英

長
石

口縁部奇
存。

サ36区
V層

図輌

５５

事 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。 縦ナデ。
縦・斜ハケ

目。
沈線11条 。

石
英

長
石

口縁部書
存。

コ36区
V層

摩耗。
摩耗。
指頭痕。 横ナデ。 摩耗。

摩耗。
沈線15条。
刺突文。

少量の長
石
少量の石
英

口縁部÷
存。

サ37区
IV層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 9条。

長石
石英

口縁部轟
存。

シ36区
Ⅳ層

58 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 5条。

石
英

長
石

口縁部品
存。

サ37区
V層

摩耗。 横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
横ナデ。
沈線 6条

長石
石英

口縁部
=存。

サ36区
V層

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
縦ハケロ
(摩耗)。

沈線 6条。

石
英

長
石

口縁部豊
存。

サ37区
V層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

図輌

６‐

第
横ナデ。 摩耗。

横ヘ ラミ
ガキ。
横ナデ。

摩耗。
摩耗。
沈線 3条。

石
英

長
石

口縁部豊
存。

ケ42区
Ⅳ層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 ．．ァ
ノヽ。

ナ
痕

斜
頭

横
，鮨

目
条

ケ
５

ハ
線

斜
沈

石
英

長
石

口縁部÷
存。

駆
層

幻
Ⅲ

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 横ナデ。
縦・横 ナ

沈線 4条。

石
英

長
石

口縁部
=存。

躯利烈酢
耗
目

摩
刻 横ナデ。 横ナデ。 斜 板 ナ デ

(摩耗 )。 条
耗
線

摩
沈

石
英

長
石

口縁部務
存。

シ37区
Ⅲ層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。
横ナデ。
斜ヘ ラミ
ガキ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部も
存。

サ37区
V層

横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。
縦ハケロ。
沈線 9条。
刺突文。

石英
口縁部÷
存。

サ36区
V層

横ナデ(摩
耗 )。

横 ナ デ。 横 ナデ。 横 ナ デ。
横・斜ハケ
目後横ナ 石 英

口縁部発
存。

ケ40区
層序不明

68
摩耗。
亥J目 。 横ナデ。 横 ナデ。 横・斜 ナ 摩耗。

沈線 11条。
長石
石英

口縁部÷
存。

サ37区
V層

横 ナデ(摩
耗 )。

横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。
摩耗。
沈線14条 。

長石
石英

胴部÷存。
サ37区
V層

図輌

７０

第
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 縦・横・創

ナデ。

ケ

ナ

　

ラ

摯鶴
。・斜ヘガキ。

縦
ロ
デ
横

ミ

長石細片
石英 頸部÷存。サ37区

V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線14条。

長石
石英

口縁部品
存。

サ37区
V層

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
一・ア。

横

ガ
ナ

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横
ガ
ナ

横・斜ハ ケ
目後 横 ヘ

ラ ミガキ。
摩耗。

ガ
ナ
　
後
ガ

」一い・́ヽケロ一・

指
横
キ
プ
斜
縦
キ

長石
石英

口縁部÷
存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線10条。

長石
石英 脚争。サ35区

Ⅳ層

亥」目。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 長石
石英

口縁部÷
存。

駆
層

ス

ー

摩耗。
亥J目 。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 沈線 5条
(摩耗)。

大 粒 の 長
石
石英

口縁部
=存。

サ37区
V層

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
指頭痕。 摩耗。

横ナデ。
沈線 2条。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

サ36区
V層

亥J目 。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
沈線 2条。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
糞

口縁部÷
存。

セ32区
Ш層

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。
指頭痕。 横ナデ。

石
英

長
石

口縁部島
存。

コ36区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
沈線 8条。

長石
石英

口縁部務
存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

沈線 7条。
刺突文。
斜ハケロ
ζ塵鍾ヽ̂

大 粒 の 長
石
大 粒 の 石
革

口縁部士
存。

ソ33区
Ⅲ層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

区細
８‐

摩耗。 摩耗。
減

ナデ
。

ぉ
横

指
後 斜ナデ。

横ナデ。
沈線10条。

長石細片
石英細片

口縁部:
存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
多量の長
石
石英

口縁部品
存。

サ36区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 3条。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
革

口縁部士
存。

ス34区
III層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
沈線 3条。

石
英

長
石

口縁部務
存。

ス33区
Ⅲ層

図″

８５

第
摩耗。 Ｌ

ア

耗
ナ

摩
横 横 ナデ。 斜ナデ。

横 。斜 ナ

沈線 3条。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
英

口縁部島
存。

コ40区
Vm層

横ナデ。
亥J目 。

横・斜ヘラ
ミガキ。 横 ナデ。

斜 ヘ ラ ミ
ガキ。

横ナデ。
沈線14条。
刺突文。

石
英

長
石

口縁部
=存。

シ35区
Ⅲ層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
沈線 1条。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
糞

flnfl+F" サ37区
Ⅳ層

横ナデ(摩
耗)。

亥J目 。
横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

横ナデ(摩
耗)。

沈線 5条。

石
英

長
石

口縁部
=存。

駆
層

シ

ー

摩耗。
亥」目。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 条

ｏ

。
・４
文

耗
線
突

摩
沈
刺

長石
石英

口縁部轟
存。

サ37区
Ⅳ層

横ナデ。
亥J目 。

摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
沈線 2条。

長石
石英

口縁部豊
存。

セ33区
H層

横ナデ。
亥J目 。

横ナデ。 横ナデ。
横・斜 ナ 横 ナデ。

沈線 n条
石の

石
量

長
多
英

口縁部÷
存。

サ36区
V層

耗
目

摩
刻 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

摩耗。
沈線 4条。

長石
石英

口縁部豊
存。

コ36区
Ⅲ層

横ナデ。
亥J目 。

横ナデ。
摩耗。 横ナデ。 摩耗。

デ
　
・

ナ
耗

横
摩

長石
石英

口縁部洗
存。

サ40区
VⅢ層

亥U目 。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
横ナデ。
沈線 4条。

長石
石英

口縁部÷
存。

シ38区
H層

摩耗。
亥J日 。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。

摩耗。
沈線 4条。

長石
石英

口縁部島
存。

ス33区
Ⅲ層

摩耗。
亥J目 。

指 お さえ。横ナデ。 指おさえ。
目
条

ｏ

ケ
・４
文

ハ
線
突

縦
沈
刺

石
英

長
石

口縁部÷
存。

コ39区
Ⅲ層

亥J目 。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 条

ｏ

。
‐３
文

耗
線
突

摩
沈
刺

石
英

長
石

口縁部轟
存。

コ37区
V層

横ナデ。
亥リロ。

横ナデ。 横 ナデ。 斜ナデ。
横ナデ。
沈線 2条。

長石
石英

口縁部も
存。

シ36区
V層

摩耗。
亥リロ。

横・斜 ナ

指頭痕。
横ナデ。 横・斜 ナ 縦・斜ハ ケ

目。
沈線 6条。

長石
石英

脚静。サ37区
V層

亥J目 。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 条
耗
線

摩
沈

長石
石英

口縁部品
存。

駆
層

コ３
Ｖ
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第427図

101
摩耗。
亥リロ。 横ナデ。 摩耗。 斜ナデ。 摩耗。 長石

石英
口緑部轟
存。

サ36区
V層

摩耗。
亥J目 。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

指頭痕。
摩耗。
沈線11条。 石 英

口縁部ら
存。

サ36区
Ⅳ層

摩耗。
亥J目 。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 縦ハケロ

(摩耗)。

石
英

長
石

口縁部品
存。

コ37区
V層

摩耗。
亥J目 。 摩耗。 横ナデ(摩

耗)。
摩耗。

摩耗。
沈線10条。
縦ハケロ。

長石
石英

胴部÷存。
ケ38区
IX層

細‐０５
摩耗。
亥1目 。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 長石

石英
口縁部

=存。

サ37区
V層

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 縦・横。斜

ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

サ37区
V層

横ナデ。
亥U目 。 横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。

横 ナデ。
沈線10条 。

長 石
石 英

口縁部芸
存。

コ371笙
V層

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。 縦指ナデ。横ナデ。

沈線 5条。 石 英
口縁部÷
存。

コ37区
V層

横 ナデ(摩
耗 )。

亥J目 。
横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 条

耗
線

摩
沈

石
英

長
石

口縁部揚
存。

サ37区
Ⅳ層

横ナデ。
亥J目 。 横ナデ。 さ

デ
。
ぉ

ナ
指

。

横
横
え

斜ナデ。 条
耗
線

摩
沈 長 石

口縁部士
存。

サ37区
V層

摩耗。
亥l目 。

摩耗。
摩耗。
縦板ナデ
(摩耗)。

摩耗。
摩耗。
沈線 7条。

石
英

長
石

口縁部島
存。

サ37区
V層

摩耗。
亥」目。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。

沈線 5条。
長石細片
石英細片

口縁部島
存。

シ36区
Ⅲ層

摩耗。
亥J目 。

横 ナデ(摩
耗 )。

摩耗。 横 ナデ(摩
耗 )。

摩耗。
沈線 8条。

長石
石英

口縁部轟
存。

ス33区
Ⅲ層

耗
目

摩
刻 摩耗。 摩耗。 摩耗。

摩耗。
沈線 5条。

長石
石英

口縁部+
存。

サ37区
V層

横ナデ。
亥」目。 横ナデ。 横ナデ。

一．ア
　
ｏ

ナ
耗

横

摩
横ナデ。
沈線10条。

石
英

長
石

口縁部
=存。

サ37区
Ⅳ層。

横ナデ。
亥J目 。 横 ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。

目
条

ハ
線

縦
沈

石
英

長
石

口縁部務
存。

サ37区
V層

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 横ナデ。
摩耗。
沈線 6条。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

サ37区
IV層

ナ デ (摩
耗)。

ナデ。
ナ デ (摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部轟
存。

ケ42区
Ⅵ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜ナデ。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部島
存。

シ36区
V層

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。
ロ
デ”孵』

長石
石英

口縁部
=存。

サ37区
V層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出上位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面

第姻図
121

摩耗。
亥J目 。 横ナデ。 横ナデ。

指頭痕。
斜板ナデ
後横ナデ。

斜板 ナデ
後横ナデ。

片
片

細
細

石
英

長
石

口縁部÷
存。

サ36区
V層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部発
存。

サ37区
V層

横ナデ(指
頭痕)。

摩耗。
指一．ア

ヽ
あ

ナ
痕

横
頭 摩耗。 摩耗。

長石
石英

口縁部士
存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
革

口縁部品
存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
ミ
摩

ヘ
キ

＞
ｏ

横

ガ
耗

長石
石英

口縁部奇
存。

躯
層

サ

Ｖ

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部轟
存。

サ37区
Ⅳ層

横ナデ。 横ナデ。 横 タ タ キ
目。

斜 ナデ。 横ナデ。
長石
石英

口縁部芸
存。

サ37区
Ⅳ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
大粒の長
石
石英

口縁部÷
存。

サ36区
V層

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 縦横ナデ。
石
英

長
石

口縁部轟
存。

サ37区
V層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石
石英

口縁部÷
存。

サ37区
IV層

細‐３‐
摩耗。 摩耗。 摩耗。

斜ナデ(摩
耗)。

縦・斜板ナ
デ(摩耗)。

長石
石英

口縁部品
存。

サ36区
V層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜 ナデ。 摩耗。

多量の長
石
多量の石
英

口縁部品
存。

サ37区
IV層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 斜ナデ。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部も
存。

枢
層

月
Ⅳ

134
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

斜ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石

口縁部
=存。

ケ38区
V層

摩耗。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横
ガ
ナ

横ハケロ
後横ナデ。

ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

横

ガ
ナ

縦ハケロ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

口縁部蓋
存。

サ37区
V層

摩耗。
ｏ３． 条

。撤
庶

耗
線
ラ
文

摩
沈

へ
状

石
英

長
石 胴部小片。

躯
層

コ３
Ⅵ

摩耗。 摩耗。 摩耗。
摩耗。
指頭痕。

摩耗。
指頭痕。

石
英

長
石

口縁部島
存。

サ37区
V層

138 摩耗。 摩耗。
。
ｏ帯

デ
文
突

ナ
管
付

横
竹
貼

摩耗。
横ナデ。
沈線 2条。

長石
石英

口縁部豊
存。

コ37区
V層

摩耗。 横ナデ。 横 ナデ。
ｏデ
痕

耗

ナ
頭

摩
斜
指

横斜ナデ。
沈線 5条。

長石細片
石英細片

口縁部島
存。

サ36区
V層

ナデ。 横ナデ。
長石
石英

底部ほぼ
完存。

コ36区
V層
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図

号

挿

番

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内  面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

清4m図

141 斜板 ナデ。

摩耗。
斜ハケロ。
指頭痕。
横ナデ。

石
英

長
石 底部完存。

サ37区
V層

縦板ナデ
(摩耗)。

指頭痕(摩

耗)。

石
英

長
石 底部

=存

。サ37区
V層

摩耗。 摩耗。

多量の長
石
多量の石
英

底部完存。
コ36区
Ⅳ層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部÷存。 枢

層
月
Ⅳ

斜板 ナデ。摩耗。 長石
石英

底部完存。
サ37区
Ⅳ層

摩耗。
縦ハケロ
(摩耗)。

長石
石英

底部完存。
コ36区
V層

摩耗 。

一．ア

デ緩孵く摩耗＞。
長 石
石 英

底部
=存

。コ37区
V層

斜ナデ。
横・ 斜 ナ 長石

石英
底部

=存

。コ37区
IV層

摩耗。 摩耗。
長石
石英 底部

=存

。サ36区
V層

斜 ナデ。 斜ナデ。
長石
石英

蜘歩。サ36区
V層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部

=存

。サ37区
Ⅳ層

搬‐５２
摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
大 粒 の 石
英

底部完存。
サ37区
V層

摩耗。
縦 ハ ケ ロ
(摩耗 )。

長石
石英

底部÷存。サ37区
V層

摩耗。
斜ハケロ
(摩耗)。

石
英

長
石 底部完存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 多 量 の 長
石

底部ほぼ
完存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

底部ほぼ
完存。

サ37区
V層

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部
=存

。ス34区
Ⅲ層

摩耗。
斜ナデ。
指頭痕。

長石
石英

底部はぼ
完存。

ケ37区
IX層

摩耗。
斜ハケロ。摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

多
石
多
英

底部完存。
サ36区
V層

摩耗。
指おさえ
(指頭痕)。

摩耗。 長石細片 底部完存。
ス34区
Ш層
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図

号

挿

番

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡
胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外 面

剛‐６‐
縦・斜ヘラ
ミガキ後
ナデ。

狂
夕
斜

骨”略札

質
上

キ

ハ

長石
石英

底部完存。
シ36区
V層

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部÷存。
サ38区
Ш層

縦・横・斜
ナデ。

横ナデ。
長石細片
石英細片 底部÷存。

サ37区
Ⅲ層

164 斜ナデ。
ミ
斜

ラ
後

ヘ
キ
一・ア。

斜

ガ
ナ

長石細片
石英細片 底部÷存。

サ36区
V層

指頭痕。
摩耗。

横・斜 ナ 石
英

長
石 底部完存。

シ34区
H層

縦・横板ナ
デ(摩耗)。

縦ハケロ
後横・斜ヘ
ラミガキ。

石
英

長
石 底部今存。

サ37区
III層

摩耗。 横ナデ。
長石
石英

底部÷存。
ス34区
Ⅲ層

168 摩耗。 横ナデ。

多 量 の 長
石

多 量 の 石

英

底部今存。
サ36区
V層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部÷存。

サ37区
Ⅳ層

摩耗。
摩耗。
横ヘラ ミ
ガキ。

石
英

長
石 底部完存。

コ38区
V層

斜ナデ。 横 ナデ。

多 量 の 長
石細片
多 量 の 石
英細片

底部+存。サ36区
V層

横 ナデ。
縦・横 ナ 長石

石英
底部今存。

駆
層

ス

ー

第叔図
173

斜ナデ。 横ナデ。
長石
石英

底部+存。サ36区
V層

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

石
英

長

石 嘲ケ。コ37区
V層

斜板 ナデ。
横ヘラ
ガキ。

石
英

長
石 底部与存。

ス33区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 螂静。ス34区

Ⅲ層

摩耗。
指おさえ
(指頭痕)。

横ナデ。
長石
石英

底部完存。
サ37区
V層

横ナデ。
横板ナデ。

．）キ。ナデ。

斜
ガ
横

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

底部今存。
サ37区
V層

斜ナデ。
摩耗。
横ナデ。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
募

底部完存。
サ36区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 縦ナデ。
長石
石英

底部今存。
躯
層

州
Ⅵ
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図

号

挿

番

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第硯図
181 摩耗。 横ナデ。

石
英

長
石 底部今存。

サ35区
Ⅳ層

摩耗。
えヽ

。
一Ｃ

耗

お

摩
指 石の

石
量

長
多
英

底部完存。
コ38区
V層

摩耗。 摩耗。
長石
石英 底部完存。

サ37区
V層

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

指頭痕。

長石
石英 底部完存。

サ36区
V層

摩耗。 斜ナデ。 長石
石英

底部ほぼ
完存。

シ36区
V層

ナデ。
ミ
横

ラ
後

ヘ
キ
デ
。

縦

ガ
ナ

石
英

長
石 底部今存。

サ37区
V層

摩 耗 。 摩 耗 。 』赫囃強

多
粒
多
粒

底 部 完 存 。
サ38区
Ⅳ層

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。
サ36区
V層

摩耗。
縦ハケロ
(摩耗)。

石の

石
粒

長
大
英

底部+存。サ36区
V層

斜 ナデ。 摩耗。
長石
石英

底 部 ほ ぼ
完存。

コ37区
V層

板 ナデ(摩
耗 )。

摩耗。
長石
石英

底部÷存。
サ36区
V層

横 ナデ。 横 ナデ。
石
英

長
石 底部完存。

サ35区
Ⅲ層

斜ナデ。

艇・斜 ハ ケ

目。
横 ナ デ。
磨耗 ^

長石
石英

底部完存。
駆
層

月
Ⅳ

横・斜 ナ 横・ 斜 ナ 石
英

長
石 底部完存。

ケ38区
V層

摩耗。 摩耗。 長石
石英

底部ほぼ
完存。

サ37区
V層

斜ナデ。
デ
　
・

ナ
耗

斜
摩

長石
石英 底部与存。

サ37区
IV層

横・斜 ナ
摩耗。 長石

石英 螂歩。サ37区
V層

板 ナデ(摩
耗 )。

縦ハケロ
(摩耗)。

長石
石英 底部完存。

サ37区
V層

指頭痕(摩
耗)。

横ナデ。 長石
石英

底部完存。
サ37区
IV層

第4"図

1
摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石細片

石英細片
口縁部轟
存。

躯
利

烈勝
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡
胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外 面 内 面 外  面

第価図
2

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。
長石
石英

口縁部品
存。

躯
利刻勝

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

縦 ハ ケ ロ
(摩耗。)

長石
石英

口縁部
=存。

コ37区
Ⅲ層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
箕

口縁部務
存。

コ38区
V層

5 横ナデ。 横ハケロ
後横ナデ。

縦ハケロ
後横ナデ。

縦,斜 ハ ケ

目。

キ

ハ
　

ミヽ

タ
斜
　
ラ

タ
後
目
。

ヘ
キ
。

横
ロ
ケ
斜
ガ

石
英

長
石 郷完存。

日
ぼ

サ39区
VID層

6
横ナデ(摩
耗)。

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
少 量 の 長
石

口縁部轟
存。

コ36区
Ⅲ層

7 摩耗。 摩耗。
縦ハケロ
後横ナデ。

長石
石英

口縁部;
存。

コ37区
IV層

摩耗。 摩耗。
横ナデ(摩

耗)。

石
英

長
石

口縁部島
存。

サ36区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 頸部÷存。

コ38区
lll層

ｏ条
デ
ー

ナ
線

横
沈

横ハケロ
後横ナデ。

横ナデ。
縦。斜ハケ
目。

横ナデ。
縦・斜ハケ
目。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

サ37区
IV層

ｏ
条

一．ア
３

ナ
線

横

凹 横ナデ。 横ナデ。
長石
石英

口縁部
=存。

サ38区
Ш層

横ナデ。 横 ナデ。 横ナデ。

は
含陸耀」

砂
と
ま

口縁 部 小
片。

サ36区
IV層

横ナデ。
鋸歯文。 横 ナデ。 横ナデ。 石英

口縁部
=存。

ス37区
H層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部
=存。

ス34区
HI層

横ナデ。 横ナデ。 摩耗。 斜ナデ。 摩耗。
長石
石英

口縁部÷
存。

サ36区
IV層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

口縁部
=存。

サ37区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石細片
口縁部

=存。

サ36区
IV層

横ナデ。
凹線 2条。

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。
長石
石英

口縁部
=存。

シ35区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石
口縁部÷
存。

シ35区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

口縁部÷
存。

コ37区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。
右上 リタ
タキロ。

摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ

石
英

長
石

口厖Rttt珊
部 除 く)

静。
コ37区
Ⅳ層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外  面

図価

２２

第

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

横ナデ(摩
耗)。

斜ヘラ削
り。

縦ハケロ
(摩耗)。

少 量 の 長
石
少 量 の 石
英

胴部+存。
コ36区
Ⅲ層

図価

２３

第 横ナデ(摩
耗)。

横ナデ。 縦ハケロ。 摩耗。 斜ハケロ。
石
英

長
石

口縁部豊
存。

コ38区
Ⅲ層

横ナデ。 摩耗。 横ナデ。 摩耗。 摩耗。
少 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

コ38区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。

”
略

ケロ
。九

上
キ

ハ
ナ

右
夕
斜
横

斜ヘラ削
り(摩耗)。

左・右上り
タタキロ
(摩耗)。

少 量 の 長
石
石英

口縁部÷
存。

駆
層

摩耗。 摩耗。 横ナデ。 指おさえ。摩耗。
長石
石英
金雲母

口縁部÷
存。

コ38区
Ⅲ層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。 へ

。

斜

り 摩耗。 長石
石英 脚警。コ38区

Ⅲ層

横 ナ デ。 横 ナ デ。 横 ナ デ。
縦 ヘ ラ削
り。

夕
摩

上
キ
＞
ｏ

右

夕
耗

長石
石英

口緑部÷
存。

ヨ38E【

Ⅲ層

横ナデ。 横ナデ。 横ナデ。

縦 ヘ ラ削
り。
指頭痕。
横 ナデ。

摩耗。
長石細片
石英細片

口縁部÷
存。

サ37区
Ⅲ層

横 ナデ。 摩耗。

後

キ

一．ア
タ

ナ

タ
　
。

横

横

目
摩耗。

横 タ タ キ
目。

長石
石英

口緑部
=存。

コ38区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部島
存。

コ38区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部豊
存。

サ36区
Ⅳ層

横ナデ。 横ナデ。 横 ナデ。 斜 ナデ。 横ナデ。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

サ36区
Ⅳ層

横ナデ。 摩耗。
横ナデ後
斜ハケロ。 摩耗。

斜 ハ ケ ロ
(摩耗 )。

長石
石英

口縁部÷
存。

サ38区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 横 ナデ。 摩耗。 摩耗。
は
含陸だなし、。

砂
と
ま

口縁部与
存。

ス33区
H層

摩耗。 摩耗。
夕
後

目
．

リ
ロ
ケ

上
キ

ハ

右

夕
斜

斜板 ナデ。
夕
後

目
。

上
キ

ハ

右

夕
斜

少 量 の 長
石
石英

口縁部
=存。

枢
層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部÷
存。

サ36区
Ⅲ層

38 摩耗。 摩耗。 摩耗。 斜ヘラ削
り。 摩耗。 長石

石英

口縁部務
存。

コ38区
Ⅲ層

縦・斜ヘ ラ
肖Jり 。

斜ハケロ
後縦・斜ヘ
ラミガキ。

石
英

長
石 底部+存。サ38区

Ⅲ層

縦。斜ヘラ
肖」り。

縦ヘラ
ガキ。

多 量 の 雲
母

底部与存。 駆
層

月
Ⅲ

斜ハケロ
後縦。斜ナ
デ。

斜ハケロ
後縦・斜板
ナデ。

長石
石英 底部完存。

サ39区
Ⅲ層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口` 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

図６

４２

第
摩耗。

夕
後

目

リ

ロ

ケ

＞
。

社舜斜′、臨

石
英

長
石 底部今存。

コ38区
Ⅲ層

図“

４３

第
摩耗。

夕
摩

上

キ
＞
ｏ

右

夕
耗

長石
石英

底部
=存

。コ37区
V層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

サ37区
Ⅲ層

摩耗。
左。右上 り
タ タ キ ロ
(摩耗 )。

長石
石英

底部完存。
コ38区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

ソ34区
Ⅳ層

摩耗。
縦・横指お
さえ。

石
英

長
石

底部ほぼ
完存。

コ37区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

サ37区
IV層

縦・斜 ナ左。右上脅』
石
英

長
石 底部

=存

。サ37区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部完存。
シ35区
Ⅲ層

摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ

少 量 の 長
石
少 量 の 石
革

底部完存。 枢
層

摩耗。
り
目
。

上

キ

右

タ
摩耗。

り
目
。

上
キ

右

タ
長石
石英

脚静。サ37区
V層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
長石
石英

底部
=存

。シ35区
Ⅲ層

摩耗。 斜ハケロ。
は
含

を
ど

しヽ。

粒

ん
な

砂
と
ま

螂ケ。,38区
Ⅲ層

摩耗。
横 タ タ キ
目。

石 英 螂争。サ36区
Ⅳ層

摩耗。
左・右上 り
タ タ キ ロ
(摩耗 )。

ほ
含

を
ど

」

粒

ん
な

砂
と
ま

底部
=存

。サ37区
Ⅲ層

指頭痕。 摩耗。
石
英

長
石 底部完存。

ソ34区
IV層

横ナデ。
斜ハケロ
後横ナデ。

キ
ナ

タ
横

夕
後

。

横
ロ
デ

縦・斜ハケ

目。
横 タタキ
目。

は
含

級
だ
」

砂
と
ま

口縁部島
存。

シ35区
Ⅳ層

横ナデ。 横ナデ。
縦板ナデ。
後横ナデ。

長石
石英

口縁部豊
存。

サ39区
ⅥI層

横ナデ。 斜ハケロ。斜ハケロ
(摩耗)。

斜ハケロ。斜ハケロ。斜ハケロ。斜ハケロ。
は
含

を
ど

」

粒

ん
な

砂
と
ま

口縁部÷
存。

コ38区
Ⅲ層

64 横ナデ。 斜ハケロ。横ナデ。 斜ハケロ。横ナデ。
簾 状 ハ ケ

目。
横 ナデ。

石
英

長
石

口縁部÷
存。

ス34区
I層
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挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 胴 部 底 部

内 面 外  面 内  面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

区響

６５

事

摩耗。
横・斜ハケ
目。

摩耗。
横・斜ハケ
目。 摩耗。

簾 状 ハ ケ
目。

摩耗。

長
　
石

の
　
の

量
　
量

少
石
少
英

胴部以下
完存。

ス34区
I層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
夕
摩

上

キ
＞
ｏ

右

夕
耗

長石
石英

口縁部÷
存。

ス33区
H層

摩耗。 斜ハケロ。
斜・板 ナ

斜ハケロ。斜板ナデ。

少量の長
石
少量の石
英

底部完存。
ス34区
I層

68 摩耗。 摩耗。
夕
摩

上
キ
＞
ｏ

右
夕
耗

摩耗。
夕
摩

上

キ
＞
ｏ

右

夕
耗

長石
石英

口縁部÷
存。

コ38区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 指頭痕。
摩耗。 摩耗。 指頭痕。

摩耗。
長石
石英

底部完存。
コ37区
Ⅲ層

第47表 平塚地区包含層出土遺物一覧表(21

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の
造岩鉱物 遺存状態 出土位置

口 縁 端 部

口 縁 部 杯 部 脚 部
脚 端 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

図研
５９

第
摩耗。 摩耗。 摩耗。

石
英

長
石

口縁部

:「
1与
こ。

コ37区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 長石
石英

端

嗽部』酔

ス34区
H層
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第48表 平塚地区包含層出土遺物一覧表(3)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外   面

第

“

5図

1

2

3

回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

端部+存。シ35区
Ⅲ層

2

3
回転 ナデ。
回転 ナデ。

2

3

転 ヘ ラ
リ
。転ナデ

。

回
削
回

端部+存。
サ37区
V層

1

2

3

仕 上 げ ナ

回転 ナデ。
回転 ナデ。

呂転ヘラ削 端部÷存。
サ37区
Ⅲ層

2

3

回転ナデ。
回転ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

端部÷存。 枢
層

切
Ⅲ

回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

端部
=存

。サ37区
Ⅲ層

回転ナデ。
回転 ナデ。

2

3

回 転 ヘ ラ

肖Jり 。
回転 ナデ。

端部品漏。
サ37区
Ⅲ層

7
回転 ナデ。
回転 ナデ。

2

3
回転 ナデ。
回転 ナデ。

端部島存。
サ37区
Ⅲ層

8

回転 ナデ
回転ナデ
回転ナデ

1

2

3

けり。転ナデ。転ナデ。

回
削

回

回

頂部
=存

。 枢
層

ナデ。
回転ナデ。
回転ナデ。

端部+存。シ36区
Ⅲ層

仕 上 げ ナ

回転ナデ。
回転 ナデ。

回 転 ヘ ラ

肖Jり 。
回転 ナデ。
回転 ナデ。

端部÷存。
サ37区
Ⅲ層

仕 上 げ ナ

回転 ナデ。
回転 ナデ。

転 ヘ ラ
リ
。転ナデ

。転ナデ
。

回
削

回
回

頂部
=存

。サ37区
Ⅲ層

回転ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

端部品溝。
サ37区
Ⅲ層

1

3

一．ア
デ

．́ア

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

日経■すLJ 口縁部÷
存。

コ38区
Ⅲ層

1

3

回転ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ

肖Jり 。

口縁部奇
存。

コ37区
Ⅲ層

1

3

4

回転 ナデ
回転 ナデ
回転ナデ

回転ナデ。
回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ
肖Jり 。

口縁部
=存。

コ40区
Ⅷ層

回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部÷
存。

サ37区
Ⅲ層

回転 ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部長
存。

サ36区
Ⅲ層

回転 ナデ。
回転 ナデ。

1

3

回転 ナデ。
回転ナデ。

口縁部お
存。

サ36区
Ⅲ層

回転ナデ。
回転 ナデ。

1

3

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部
=存。

サ36区
H層

回転 ナデ。
回転 ナデ。

1

3

回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ

肖Jり 。

口縁部
=存。

サ36区
IV層
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挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外   面 内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外  面

図価
２‐

第 一．ア
デ

一．ア

ナ

ナ

ナ

転
転
転

回
回
回

回転ナデ。
回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ

肖Jり 。

かえし部

静。
コ37区
111層

回転ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部豊
存。

サ40区
Ⅵ:層

回転ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部豊
存。

電
層

回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部+
存。

コ37区
Ⅲ層

回転 ナデ。
回転 ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部島
存。

サ36区
Ⅲ層

摩耗。
回転ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。 底部÷存。

コ37区
Ⅲ層

回転ナデ。
回転ナデ。

晟彊亀諏
文 。

回 転 ナ デ 。

口縁部
=存。

ク42区
層序不明

摩耗。
回転 ナデ。
回 転 ナ デ
(自 然釉 )。

ffiffis+
&o

コ37区
Ⅲ層

回転 ナ デ。
回転 ナデ。
回転ナデ。

脚端部士
存。

サ37区
Ⅲ層
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第49表 香門地区包含層出土遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸   部 胴   部 底   部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外  面

第447図

1
象1落。 剥落。 象J落 。 剥落。 all落 。 ell落。 lll落 。

長石
石英

口縁部
=存。

躯
層

テ

ー

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 長 石
口縁部÷
存。

テ30区
Ⅲ層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石

口縁部+
存。

ツ31区
Ⅲ層

摩耗。 横ナデ。 摩耗。
横ナデ。
横 タタキ
目。

摩耗。
キ

ハ″卸
目。

横
ロ

ケ

石
英

長
石 脚争。 躯

層
テ

ー

斜ハケロ。摩耗。 斜ハケロ
(摩耗)。

摩耗。
長石
石英 底部完存。

躯
層

テ

ー

摩耗。 摩耗。

多 量 の 長
石
多 量 の 石
尊

底部÷存。
チ30区
H層

第50表 香門地区包含層出土遺物一覧表(2)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外   面 内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外  面

第

“

7図

7
回転ナデ。

1 ラ
ナ

ヘ
後

転
り

。

回
削
デ̈

頂部完存。
ツ29区
H層

回転ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ
肖Jり 。

口縁部
=存。

ツ30区
Ш層

1

3

4

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

回転 ナデ。
回転 ナデ。
回 転 ヘ ラ

肖」り。

口縁部
=存。

テ29区
Ⅲ層
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第51表 竹道北地区包含層出土遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部
口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外 面 内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面

第41図

1 摩耗。 摩耗。
石
英

長
石 底部+存。二21区

Ⅲ層

摩耗。
横ナデ(摩
耗)。

精緻。 底部÷存。
ノ21区
Ⅲ層

摩耗。
デ
　
。

ナ
耗

横
摩 精緻。 底部÷存。 駆

層

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

石
英

長
石 底部÷存。 駆

層
ネ
ー

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

精緻。 嘲静。ヌ21区
H層

摩耗。 横ナデ(摩
耗)。

精緻。 底部
=存

。ノ20区
H層

摩 耗 。
横 ナデ(摩
耗 )。

横 ナデ(摩
耗 )。

摩 耗 。 摩 耗 。 精 緻 。
口緑部÷
存。

嘔
層

摩耗。 摩耗。 摩耗。 多 量 の 石
英

口縁 部 小
片。

ヌ22区
Ⅲ層

第52表 竹道北地区包含層出土遺物一覧表鯰)

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面

第471図

11

1

2

3

デ
デ
デ

ナ
ナ
ナ

転
転
転

回
回
回

1

2

3

回転ヘラ
肖Jり 。
回転ナデ。
回転ナデ。

榔■。ノ21区
Ⅲ層

3 回転ナデ。 回転 ナデ。 端部ぃ 、
ヌ22区
H層

1

3
回転ナデ。
回転ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部÷
存。

駆
層

1

3

回転ナデ。
回転 ナデ。

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部轟
存。

ノ21区
Ⅲ層

1

3

回転 ナデ。
回転 ナデ。

1 回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁部÷
存。

ノ21区
Ⅲ層

3 回転ナデ。 回転 ナデ。
口縁部島
存。

ハ19区
III層

回転ナデ。
回転 ナデ。
回転 ナデ。

高台部島
存。

ヌ23区
H層

回転 ナデ。
回転 ナデ。
回転 ナデ。

高台部÷
存。

ヌ22区
I層

回転ナデ。
回転ナデ。
回転ナデ。

高台部÷
存。

ヌ23区
H層
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挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壺

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外  面

第471図

20
回転ナデ。 4 回転 ナデ。 底部+存。ヌ22区

I層

回転ナデ。
回転ナデ。

回転 ナデ
回転 ナデ
回転 ナデ

口縁部金
存。

ノ21区
Ⅲ層

回転 ナデ。
回転 ナデ。
回転 ナデ。

脚端部÷
存。

ヌ22区
H層

2 回転ナデ。

回転ナデ。
回 転 ナ デ

後 斜 ハ ケ
目。

口縁部÷
存。

ヌ23区
H層
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第53表 竹道南地区包含層出土遺物一覧表(1)

挿図

番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

胎土中の

造岩鉱物
遺存状態 出土位置

口縁端部

口 縁 部 頸 部 部 底 部

内 面 外  面 内 面 外  面 内 面 外 面 内 面 外 面

第4“ 図
2

横ナデ。 横ヘラ ミ
ガキ。

ヘ
キ
。

横

ガ 摩耗。 縦・横ヘラ
ミガキ。 石英

口縁部十
存。

へ16区
Ⅲ層

3 横ナデ。
横板ナデ。
縦・横ヘラ
ミガキ。

縦ハケロ。
横ヘラ ミ
ガキ。

石英
少 量 の 長
石

口縁部 :
存。

フ17区
Ⅲ層

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 裂

内  面 外  面 内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外   面

第487図

4

回転ナデ。
回転ナデ。

2

3

回転ナデ。
回転ナデ。 端部為存。

フ17区
Ⅲ層

5
回転 ナデ。
回転ナデ。

3
転ヘラリ。転ナデ。』

回
削

回
回

端部÷存。フ18区
III層

6
回転ナデ。
回転 ナデ。

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部
=存。

へ17区
Ⅲ層

7
回転ナデ。
回転ナデ。

1

3

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部÷
存。

フ17区
Ⅲ層

8
回転 ナデ。
回転 ナデ。

1

3

回転ナデ。
回転ナデ。

口縁部金
存。

・
枢
層

へ‐
Ⅲ

9 回転 ナデ。
回転 ナデ。

1

3

回転 ナデ。
回転 ナデ。

口縁 部 小
片。

へ17区
HI層

回転ナデ。
回転ナデ。

1

2

4

回転ナデ
回転 ナデ
回転 ナデ

口縁部÷
存。

駆
層

第54表 竹道南地区包含層出土遺物一覧表12)

第55表  山の前北地区包含層出土遺物一覧表

挿図番号

成 形 お よ び 調 整 の 痕 跡

遺存状態 出土位置杯 蓋 杯 身 高 杯 壼

内  面 外  面 内  面 外   面 内  面 外   面 内  面 外  面

第488図 4 回転ナデ。
回転ナデ。
回転ナデ。

Hffin+
E"

マ13区
H層
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出上位置・層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

SK404

SK406

SK459

SD308

SD312

SX20

SX314

コ37区

サ35区

サ36区

サ37区

サ40区

シ35区

ス33区

第 5層

第 4層

第 5層上位

第 5層

第 7層

第 3層

第 2層

一部欠 緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

安山岩

結晶片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

安山岩

緑色片岩

安山岩

安山岩

緑色片岩

頁岩

安山岩

安山岩

(8.2)

(4.9)

(9.5)

(4.5)

(6.6)

(10.0)

(8.2)

(6.1)

(5.9)

(6.5)

(4.9)

(6.9)

(6.3)

(6.0)

(7.0)

(4.9)

(4.4)

(5.6)

(4.0)

(5.9)

(2.7)

(5.3)

(4.2)

(b.2)

(4.9)

(3.4)

(5.8)

(3.2)

(5.0)

(5,7)

(3.2)

(3.6)

(4.8)

(4.7)

(0,7)

(0.5)

(0.6)

(0.4)

(1.0)

(0.8)

(1.3)

(0.8)

(0.8)

(1.0)

(0.6)

(1.0)

(0.9)

(0.7)

(0.7)

(0.8)

(0.6)

(45.6)

(16.8)

(62.5)

(5.6)

(48.0)

(45.0)

(82.1)

(32.4)

(31.2)

(41.0)

(13.9)

(40.8)

(37.0)

(24.0)

(19.5)

(21.5)‐

(16.1)

第56表 磨製石庖丁一覧表

第57表 磨製石斧一覧表

(註 )

石器および石製品の表中の ( )を付した数値は現存値を示している。

$ffi:cm.g

H&:cn.B

出土位置 。層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

SB301

SK338

SK394

SK397

SK485

SD325

SD109

SD98

SD312

ビット

t卜 36E二

サ37区

ス33区

不明

第 5層上位

第 5層中位

第 5層

第 3層

刃部欠

基部欠

刃・基部欠

完存

刃・基部欠

基部欠

完存

刃・基部欠

刃部欠

刃・基部欠

刃部欠

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

砂岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

安山岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

結晶片岩

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

(6.3)

(5.6)

(10.5)

(10.5)

(12.9)

25.9

(5.9)

(15.8)

(9.8)

9,0

(12.1)

(4.3)

(5.0)

(2.8)

(6.0)

(4.4)

(7.9)

(14.5)

(6.6)

(8.8)

(5.8)

(5.2)

(1.5)

(4.5)

(6.5)

(5.6)

5.0

(1.4)

(4.6)

(5.8)

1.4

(2.6)

(5.1)

(2.8)

(1.1)

(5.8)

(1.1)

(4.9)

(4.8)

(4.5)

(4.6)

(4.1)

(1.4)

(1.5)

(1.2)

(4.5)

(3.7)

5.0

(1.3)

(4.5)

(3.6)

1.4

(1,9)

(3.7)

(0.7)

(0.7)

(1.4)

(0.7)

(2.0)

(2.0)

(1.0)

(0.8)

(1.1)

(75.5)

(23.0)

(67.8)

(521)

(422)

789

(12.8)

(489)

(354)

28.6

(101.5)

(102.1)

(11.9)

(3.6)

(61.9)

(3.8)

(95.4)

(232.7)

(32.2)

(47.5)

(38.6)
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出土位置 0層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

SB307

SK403

コ40区         第 7層

完存

一部欠

砂岩

砂岩

砂岩

9.4

6.1

6.8

7.6

5.6

7.3

5,7

4.9

6.5

601

249

(413)

第58表 磨石一覧表

第59表 石皿一覧表

第60表 凹石一覧表

第61表 砥石一覧表

単位 :cm O g

$ft:cm.g

gft:cm.8

H& : cm'g

出土位置 0層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

SB305

SB323

SB327

SK431

一部欠

完存

一部欠

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

‐２

・７

‐０

‐９

7)

1)

8

5)

(8.7)

(14.2)

7.1

(11.7)

(3.4)

(7.0)

2.6

(9.4)

572

(2490)

223

(3300)

出土位置・層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

SB307

SD312

完存

一部欠

砂岩

凝灰石

11.3

10.1

10.7

9.0

6.0

3.9

1010

367.7

出土位置 0層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

SB316

SB323

SB323 上位土坑状遺構

SB325

SK397

SK443

SD312

シ34区         第 2層

シ35区        第 4層

シ38区         第 6層

不明

一部欠 安山岩

粘板岩

粘板岩

砂岩 ?

緑色片岩

砂岩

泥岩

泥岩

砂岩

砂岩

白雲母片岩

砂岩

砂岩

(7.0)

(11.9)

(16.4)

(10.9)

(5.0)

(5.0)

(10.9)

(19.6)

(6.4)

(6.6)

(11.7)

(13.9)

(16.7)

(5.8)

8.6

8.1

(6.8)

(4.9)

(3.8)

(4.0)

(6.2)

(6.7)

(5.0)

(4.7)

(5,0)

(11.0)

(6.3)

(4.3)

(2.6)

(3.7)

(2.9)

(2.6)

(3.7)

(4.5)

(4.7)

(4.7)

(2.3)

(4.0)

(6.9)

(436)

(590)

(558)

(328)

(136.2)

(71.4)

(243.8)

(990)

(294)

(239.0)

(134.0)

(622)

(1700)
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出土位置 0層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

SB306

SB317

SB320

SB331

SK323

SK338

SK357

SK364

SK381

SK397

SK415

SK445

竹道南地区溝状遺構

SD301

SD308

SD312

SX16

SX17

SX20

SX328

ケ38区

ケ39区

コ36D二

コ37区

コ39区

サ35区

サ36区

サ37区

サ39区

サ40区

シ35区

シ36区

ス33区

ノ21区

ハ21区

フ18区

不明

第 304層
第 3層

第 4層

第 3層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 5層中位

第 5層下位

第 6層

第 4層

第 3層

第 2層

第 3層

一部欠

完存

一部欠

完存

一部欠

結晶片岩

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

結晶片岩

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

結晶片岩

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

結晶片岩

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

結晶片岩

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

(7.6)

(3.8)

(4.5)

(11.0)

(3.7)

(7.7)

(8.5)

(8.6)

(4.4)

(6.8)

(5.7)

(2.6)

(2.9)

(8.5)

(8.0)

(3.4)

12.2

(4.7)

(7.2)

(7.8)

(10.9)

(6.0)

(5.4)

(3.8)

13.8

11.1

(5.5)

(5.1)

(6.6)

(3.4)

(7.5)

(4.5)

(12.7)

(9.3)

9.3

(12.2)

(1.8)

(3.5)

(4.3)

(7.6)

(9.7)

(9.8)

(5.1)

(5.0)

(5.3)

(3.9)

(4.1)

(3.9)

(3.1)

(4.9)

(4.7)

(4.7)

(4.6)

(5.2)

(4.6)

(4.2)

(4.9)

(3.1)

(4.1)

(4.7)

(3.7)

(2.9)

5.0

(5.2)

(4.6)

(4.0)

(6.3)

(4.3)

(4.2)

(3.4)

5.4

5.6

(5.1)

(3.5)

(4.5)

(2.7)

(5.3)

(5.0)

(5.0)

(4.9)

5.5

(6.4)

(3.0)

(4.3)

(4.1)

(4.3)

(4.0)

(4.6)

(5.5)

(3.8)

(3.7)

(4.5)

(0.6)

(0.5)

(0.7)

(1.4)

(1.0)

(0.8)

(1.1)

(0.7)

(1.0)

(1.0)

(1.1)

(0.7)

(0.4)

(0.7)

(0.8)

(0.8)

0.9

(0.8)

(0.9)

(0.7)

(1.3)

(1.0)

(0.7)

(1.1)

1.5

0.8

(0.6)

(0.7)

(0.8)

(0.4)

(0.9)

(1.0)

(1.1)

(1.4)

1.2

(1.0)

(0.4)

(0.7)

(0.6)

(0.7)

(1.0)

(0.8)

(0.8)

(0.6)

(0.7)

(0.7)

(22.8)

(8.3)

(8,7)

(76.1)

(16.9)

(34.3)

(59.1)

(35.4)

(29,9)

(26.5)

(32.4)

(6.0)

(7.0)

(41.4)

(36.5)

(7.7)

74.9

(26.9)

(36.9)

(34.3)

(105.2)

(25.4)

(23.3)

(14.5)

156.2

81.8

(30.1)

(20.0)

(30.5)

(5.6)

(41.5)

(25.2)

(100.0)

(81.7)

72.0

(85.6)

(2.8)

(13.1)

(13.5)

(28.6)

(51.1)

(60.6)

(31.8)

(15.2)

(14.6)

(10.6)

第62表 打製石庖丁一覧表 H& i cm.,g
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出土位置 0層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

SB317 基部欠 サヌカイ ト (3.8) (9.9)

第63表 打製石斧一覧表

第64表 打製石鍬一覧表

$Slcm.g

$ft:cm.B
出土位置 0層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重   さ

コ39区         第 5層

シ36区        第 3層

完存 泥岩

安山岩

20.6

18.9

10.1

8.8

2.5

1.8
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出土位置 。層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

SB301

SB305

SB306

SB308

SB314

SB316

SB318

SB320

SB327

SB331 NQ l

NQ 3

NQ 6

NQll

NQ12

NQ22

NQ26

NQ28

NQ29

NQ30

NQ32

NQ35

NQ38

NQ42

NQ46

NQ47

NQ53

NQ61

NQ62

脚部欠

完存

先端 0脚部欠

脚部欠

完存

先端 0脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

完存

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

完存

脚部欠

完存

先端 0脚部欠

完存

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

脚部欠

完存

先端・脚部欠

脚部欠

先端 。脚部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(2.5)

2.0

(2.1)

(1.1)

(2.2)

(3.4)

2.6

(1.7)

(1.2)

(2.6)

(2.2)

(1.2)

1.5

(2.0)

(2.1)

(1.5)

(1.8)

(1.8)

(2.0)

(1.6)

(2.7)

(1.9)

(2.8)

2.5

(2.0)

(3.1)

1.9

(2.0)

2.3

2.1

(2.5)

(1.7)

(3.3)

(2.3)

(3.4)

(1.7)

(2.4)

(2.6)

(2.8)

(4.0)

(2.5)

(2.0)

(1.5)

2.2

(1.3)

(1.6)

(1.8)

(2.0)

(4.4)

(3.5)

(1.9)

1.8

(1.3)

(1.2)

(1.9)

(1.7)

1.4

(1.6)

1.5

(1.9)

(1.6)

1.6

1.3

(1.8)

(1.3)

(2.2)

(1.2)

(2.4)

(1.9)

(1.4)

(1.6)

2.0

(2.1)

1.8

(1.7)

(2.0)

1.6

(2.3)

2.0

1.5

(1.6)

1.8

(2.2)

(1.6)

(2,7)

(2.0)

(1.9)

(1.8)

1.3

(1.6)

(1.9)

(1.7)

(1.3)

2.0

(1.1)

(1.4)

(1.7)

(1.7)

(2.6)

(2.3)

(0.5)

0.5

(0.4)

(0.4)

(0.5)

(0.4)

0.3

(0.3)

(0.3)

(0.3)

0.4

(0.2)

0.2

(0.4)

(0.3)

(0.3)

(0.3)

(0.4)

(0.3)

(0.4)

(0.3)

0.5

0.6

0.4

0.3

0.4

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.4

0.4

0.3

(0.6)

(0.5)

(0.4)

0.4

0.4

0.4

0.5

0.3

0.2

0.3

(0.3)

0.3

(0.3)

(0.3)

0.6

0.6

(1.3)

0.8

(1.5)

(0.6)

(1.2)

(2.4)

1.1

(0.6)

(0.4)

(1.3)

(0.7)

(0.4)

0.3

(1.5)

(1.0)

(0.9)

(0.6)

(1.3)

(1.0)

(0.9)

(1.0)

(1.1)

(2.1)

1.2

(0.6)

(1.7)

0.7

(1.1)

1.0

0.6

(1.1)

(1.1)

(1.8)

(1.0)

(2.9)

(1.3)

(1.6)

(1.2)

(1.4)

(1.6)

(2.2)

(0.9)

(0.5)

1.3

(0.3)

(0.6)

(0.9)

(1.0)

(0.8)

(3.1)

第65表 石釜族一覧表 Sft:cm.B
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出土位置・層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

SB331

SK21

SK66

SK303

SK304

SK306

SK307

SK308

SK321

SK322

SK338

SK345

SK352

SK354

SK368

SK369

SK397

SK404

SK407

NQ63

NQ64

NQ65

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

完存

先端部欠

完存

先端部欠

脚部欠

完存

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端 。脚部欠

脚部欠

完存

先端・脚部欠

脚部欠

完存

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(3.6)

(2.6)

(2.2)

(2.7)

(2.3)

(4.1)

(2.4)

(2.5)

(3.0)

(1.8)

(2.1)

(1.9)

(2.5)

(2.6)

(2.9)

2.4

1.8

(2.2)

3.0

3.3

1.9

(1.7)

(2.4)

(2.5)

1.8

5.3

(2.2)

(2.5)

(1.8)

(2.0)

(2.4)

(2.8)

(2.0)

(1.6)

(2.4)

(2.0)

(1.9)

(2.2)

2.6

(1.8)

(2.9)

(2.4)

(2.2)

1.5

(1.6)

(0.9)

(2.7)

(2.6)

(1.5)

(2.2)

(1.9)

(1.7)

(1.9)

(2.1)

(2.8)

(2.4)

(1.7)

(1.0)

(2.2)

(2.0)

(1.7)

(1.6)

(2.4)

(2.1)

(2.0)

2.0

1.5

(1.4)

2.0

1.2

2.0

1.8

(1.5)

(1.9)

1.5

1.0

(1.7)

(1.6)

1.7

(1.8)

(2.0)

(1.5)

(1.7)

(1.5)

(1.6)

(1.6)

(1.1)

(1.6)

1.6

(1.8)

(1.9)

(1.4)

(2.0)

1.1

(1.3)

(1.2)

(1.9)

(1.5)

(1.6)

(1.4)

0.5

0.4

0.3

(0.4)

(0.5)

(0.3)

0.4

(0.4)

(0.3)

(0.4)

(0.5)

(0.4)

(0.3)

(0.4)

(0.3)

0.3

0.4

(0.4)

0.4

0.5

0.4

(0.4)

(0.2)

(0.3)

0.3

0.6

(0.4)

(0.4)

(0.3)

(0.3)

(0.5)

(0.5)

(0.3)

(0.2)

0.3

0.4

0.4

0.3

0.4

(0.2)

(0.3)

(0.3)

(0.5)

0.3

0.2

(0.2)

(0.4)

(0.4)

(0.3)

(0.4)

(2.4)

(1.2)

(1.1)

(3.3)

(2.8)

(2.2)

(1.3)

(1.0)

(1.9)

(1.5)

(1.0)

(1.3)

(1.5)

(1.4)

(1.5)

0.9

0.5

(1.2)

1.9

1.6

1.1

(1.0)

(0.7)

(1.1)

0.8

2.8

(1.1)

(1.0)

(0.6)

(0.8)

(1.1)

(1.4)

(0.7)

(0.5)

(0.8)

(0.8)

(0.5)

(0.6)

0.6

(0.5)

(2.2)

(1.0)

(1.5)

0.3

0.4

(0.3)

(1.8)

(0.9)

(0.7)

(1.0)
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出土位置 0層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

SK414

SK420

SK421

SK427

SK428

SK429

SK431

SK459

SK466

SD22

SD25

SD49

SD52

SD57

SD301

SD307

SD310

SD312

SD325

ビット

SX16

SX17

SX20

竹道北地区河道跡

先端部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端・脚部欠

完存

先端・脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

脚部欠

完存

先端部欠

脚部欠

先端部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

先端部欠

完存

脚部欠

先端部欠

完存

先端部欠

脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

完存

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(1.6)

(2.6)

(1.9)

(2.9)

(2.3)

(1.8)

(1.8)

(2.5)

(1.6)

(1.8)

(1.9)

(2.3)

(1.7)

(2.2)

2.0

(2.2)

(1.8)

(3.6)

(1.6)

(1.5)

(2.6)

(2.0)

1.7

(1.8)

(2.3)

(1.9)

(2.2)

(2.2)

(1.8)

(1.8)

(1.7)

(1.6)

(1.8)

(2.0)

1.9

(2.0)

(1.9)

3.0

3.2

(2.8)

(3.1)

(2.0)

(2.7)

(2.2)

2.7

3.2

2.7

(2.4)

(1.5)

(1.7)

(1.7)

(1.5)

(1.8)

(1.9)

(1.8)

(1.6)

(1.6)

(1.3)

(1.1)

(1.6)

(1.7)

(1,7)

(1.4)

(1.8)

1.5

(1.4)

(1.8)

(2.0)

(1.0)

(1.8)

(1.6)

(1.4)

1.1

(1.7)

(1.6)

1.8

(1.4)

(1.5)

(1.9)

(1.4)

1.5

(1.3)

1.7

2.2

1.7

(1.2)

(2.0)

1.9

2.0

1.6

(1.4)

1.3

(1.6)

(1.2)

2.8

1.6

1.6

(2.0)

(1.2)

(2.0)

(0.2)

(0.4)

(0.3)

(0.5)

(0.3)

(0.3)

(0.3)

(0.5)

(0.3)

(0.3)

(0.3)

(0.4)

(0.3)

(0.4)

0.2

(0.3)

(0.3)

(0.5)

(0.3)

(0.3)

(0.3)

(0.3)

0.3

(0.2)

(0.4)

0.3

(0.4)

(0.4)

(0.3)

(0.4)

0.4

(0.3)

0.4

(0.3)

0.3

(0.3)

(0.3)

0.4

0.5

0.4

(0.4)

0.3

0.4

0.3

0.5

0.5

0.3

(0.4)

(0.3)

(0.4)

(0.6)

(1.6)

(0.9)

(1.9)

(1.0)

(0.7)

(0.6)

(2.2)

(0.3)

(0.4)

(0.8)

(0.9)

(0.5)

(0.9)

0.4

(0.7)

(0.8)

(3.8)

(0.4)

(1.2)

(1.4)

(0.6)

0.4

(0.6)

(1.0)

(1.0)

(1.1)

(0.9)

(1.0)

(0.7)

(0.5)

(0.4)

(0.8)

(1.2)

0.5

(0.7)

(1.0)

1.8

2.2

(1.7)

(1.9)

(0.7)

(1.5)

(0.8)

2.6

2.0

1.1

(0.9)

(0.3)

(1.5)
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出土位置 0層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

SX303

SX311

SX313

SX328

キ39区

キ0ク 39,ク 0ケ 38区

キ39区

ク42区

ケ38区

ケ38・ ケ39区

ケ39区

ケ40区

コ35D二

コ36区

コ37区

コ38区

第 7・ 8層

第 8層

第 4層

第 3・ 4層

第 5層

第 708層

第 3層

第 4層

第 607層

第 7層

第 5層上位

第 304層
第 4層

第 5層

第 5層中位

第 3層

第 304層

第 5層

第 3層

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

先端部欠

先端 0脚部欠

完存

先端・脚部欠

完存

先端 。脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端 。脚部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

先端部欠

脚部欠

完存

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

完存

脚部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(2.3)

(2.0)

(2.1)

(3.7)

(2.2)

(2.7)

(2.0)

(2.5)

3.3

2.2

(2.6)

1.4

(1.5)

(1.9)

(2.2)

(1.6)

(2.9)

(2.1)

(2.7)

(1.8)

(14)

(2.6)

(1.8)

(2.3)

(1.2)

(2.1)

(3.3)

(2.4)

(2.3)

(1.5)

(1.5)

(1.3)

(2.4)

1.5

(3.0)

(2.3)

(2.1)

(2.6)

(4.5)

(2.7)

(2.6)

(2.0)

(1.6)

(2.2)

(2.7)

(1.3)

(1.4)

(2.8)

1.5

(1.7)

(1.6)

(1.9)

(1.5)

(1.6)

(1.5)

(2.3)

(1.4)

(1.5)

1.5

0.9

(1.4)

1.3

(1.0)

(1.5)

(1.7)

(1.7)

1.3

(1.4)

(2.1)

(1.8)

(1.5)

(1.7)

(1.5)

(1.8)

(1.8)

(1.5)

2.3

(1.8)

(2.1)

(1.2)

(1.6)

(1.7)

(1.5)

1.5

(1.8)

(1.4)

(1.8)

(1.5)

(2.4)

(1.2)

(1.9)

(1.4)

(1.4)

(1.1)

(2.0)

(1.4)

(1.7)

(2.1)

1.5

(1.7)

l

(0.3)

(0.3)

(0.3)

(0.4)

(0.3)

(0.4)

(0.3)

(0.4)

0.5

0.3

(0.5)

0.3

(0.2)

(0.3)

(0.5)

(0.4)

0.5

03
0.4

(0.3)

(0.3)

0.3

(0.3)

(0.4)

(0.3)

0.3

0.4

0.3

0.4

(0.3)

(0.3)

(0.3)

(0.2)

0.3

(0.2)

(0.3)

(0.5)

(0.4)

(0.5)

0.3

(0.4)

0.2

0.3

(0.3)

0.4

0.3

0.3

0.4

0.4

0.3

(0.9)

(1.1)

(0.7)

(2.4)

(0.6)

(2.0)

(0.6)

(1.1)

2.0

0,7

(2.0)

0.5

(0.9)

(1.3)

(1.3)

(1.6)

(1.5)

(0.7)

(1.8)

(0.8)

(0.5)

(1.1)

(0.5)

(1.2)

(0.7)

(0.7)

(3.0)

(0.8)

(2.1)

(0.4)

(0.5)

(0.4)

(0.6)

0.4

(1.6)

(1.1)

(1.8)

(1.4)

(5.8)

(0.9)

(1.8)

(0.5)

(0.5)

(0.7)

(1.7)

(0.6)

(0.7)

(1.9)

0.7

(0.7)
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出上位置・層序 遺存状態 石 質 さ長 巾 さ厚 さ重

コ38区

コ39区

コ40区

サ35区

サ36区

第 3層

第 304層

第 4層

第 3層

第 6層

第 7層

第 2層

第 4層

第 2層

第 3層

第 304層

第 4層

先端・脚部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

先端部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端・脚部欠

完存

先端部欠

脚部欠

先端・脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(1.7)

(2.7)

(1.5)

(1.7)

(2.1)

(1.7)

(1.7)

(1.4)

(1.5)

(2.0)

(1.9)

(2.2)

(1.7)

(2.2)

(2.0)

(1.3)

(1.2)

2.2

(1.3)

(1.9)

(1.7)

(1.7)

(1.6)

(2.9)

(3.2)

(2.5)

(1.4)

(1.6)

(1.7)

(1.9)

(1.6)

(1.9)

(1.7)

(1.9)

(1.5)

(1.7)

(1.5)

(2.0)

(1.3)

(1.4)

(1.8)

(2.1)

(2.4)

(2.3)

(2.0)

(2.1)

(2.3)

(2.1)

(3.6)

(2.6)

(1.7)

(2.4)

(1.2)

(1.3)

(1.4)

(1.5)

(1.2)

(1.7)

(1.3)

(1,7)

(1.2)

(1.7)

1.4

(1.5)

(1.8)

(1.6)

(1.5)

1.7

1.3

(1.3)

(1.4)

(2.0)

(1.7)

(1.9)

1.4

(1.5)

(1.5)

1.4

(1.4)

(1.4)

1.7

(1.3)

(0.9)

(1.5)

(1.5)

(1.3)

(1.5)

(1.6)

(1.6)

(1.9)

(1.6)

(1.7)

(1.5)

(1.8)

(1.9)

(1.8)

(1.5)

(1.9)

(2.0)

(1.9)

(0.3)

0.5

(0.2)

0.3

0.5

(0.3)

(0.2)

0.3

0.3

0.3

0.4

0.4

0.3

(0.3)

0.4

(0.3)

(0.3)

0.3

0.3

0.3

0.3

(0.2)

0.3

(0.3)

0.5

0.4

0.2

0.4

0.3

0.2

0.3

0.5

0.2

0.4

0.3

0.3

0.3

0.4

0.2

(0.2)

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.4

0.4

(0.5)

(0.5)

0.5

(0.7)

(3.2)

(0.3)

(0.5)

(1.3)

(0.7)

(0.4)

(0.5)

(0.5)

(0.8)

(0.7)

(0.9)

(0.5)

(1.0)

(0.9)

(0.5)

(0.6)

0.8

(0.4)

(0.7)

(0.6)

(0.7)

(0.6)

(1.4)

(1.5)

(1.0)

(0.4)

(0.7)

(0.8)

(0.5)

(0.6)

(0.8)

(0.3)

(0.9)

(0.5)

(0.5)

(0.7)

(1.3)

(0.5)

(0.4)

(0.6)

(0,9)

(1.0)

(0.9)

(1.0)

(1.1)

(0,7)

(1.6)

(2.9)

(2.1)
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出土位置・層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

サ36区

サ37区

サ39区

サ40区

シ34区

シ35区

第 4層

第 5層上位

第 5層下位

第 203層
第 3層

第 4層

第 4・ 5層

第 5層

第 6層

第 4層

第 6層

第 2層

第 3層

第 304層

先端 0脚部欠

脚部欠

先端 。脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

完存

先端部欠

脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端 。脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(1.3)

(2.5)

(1.4)

(1.6)

(1.7)

(2.2)

(1.9)

(2.1)

(1.8)

(1.9)

(2.0)

(2.0)

(1.9)

(2.4)

(2.4)

(3.2)

(1.9)

(1.7)

(1.1)

(2.3)

(2.2)

(1.6)

(2.1)

(2.2)

(3.6)

(2.0)

(2.0)

(1.6)

1.9

2.0

(2.1)

(2.4)

(1.5)

(1.7)

(1.8)

(3.3)

(1.8)

(1.5)

(2.0)

(1.6)

(1.8)

(2.4)

(2.3)

(1.6)

(2.1)

(1.3)

(1.8)

(1.7)

(2.2)

(2.2)

(1.2)

(1.9)

(1.2)

(1.4)

(1.4)

(1.5)

(1.4)

(1.4)

(1.4)

(1.6)

(1.3)

(1.4)

(1.2)

(2.2)

(1.6)

(1.8)

(2.0)

(1.4)

(1.4)

(1.8)

(1.9)

(1.4)

(1.5)

(1.6)

(2.2)

(1.7)

(1.6)

(1.2)

1.5

1.5

1.7

(1.6)

2.1

1.6

(1.5)

(1.5)

(1.6)

(1.5)

(1.9)

(1.1)

(1.7)

(1.9)

(1.6)

(1.3)

(1.8)

(1.5)

(1.2)

(1.7)

(2.1)

(1.8)

(0.2)

(0.5)

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

0.2

0.2

0.3

0.2

0.3

0.3

0.4

0.3

0.7

0.2

0.3

(0.3)

(0.3)

0.3

0.4

0.5

0.4

(0.5)

0.3

(0.4)

(0.4)

0.3

0.4

0.3

0.3

(0.3)

0.4

0.3

0.6

(0.3)

(0.2)

(0.5)

0.3

0.4

0.3

0.5

0.3

0.5

0.3

0.3

0.4

0.3

0.4

(0.4)

(2.0)

(0.5)

(0.6)

(0.7)

(0.7)

(0.6)

(0.5)

(0.7)

(0.6)

(0.5)

(0.9)

(0.4)

(1.6)

(0.7)

(3.6)

(0.6)

(0.4)

(0.4)

(1.1)

(1.4)

(0.7)

(1.1)

(0.7)

(3.5)

(0.9)

(0.9)

(0.5)

0.6

0.9

(1.0)

(1.0)

(0.7)

(0,7)

(0.5)

(2.7)

(0.8)

(0.6)

(1.7)

(0.5)

(1.2)

(1.5)

(1.9)

(0.4)

(1.7)

(0.4)

(0.8)

(0.6)

(1.2)

(1.1)
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出土位置・層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

シ35区

シ36区

シ37区

シ38区

ス33区

ス35区

ス36区

ス37区

セ32区

セ33区

チ30区

ツ28区

ツ29区

ツ31区

ヌ21区

ヌ22区

ノ18区

第 3・ 4層

第 405層
第 5層

第 3層

第 3・ 4層

第 4層

第 2層

第 6層

第 102層
第 3層

第 304層
第 2層

第 203層
第 3層

第 2・ 3層

第 10203層
第 3層

第 203層

脚部欠

先端 0脚部欠

先端部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

先端部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端 。脚部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

完存

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

先端部欠

先端・脚部欠

脚部欠

完存

先端・脚部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(1.9)

(2.0)

(1.9)

(3.5)

(2.6)

(2.0)

(2.7)

(1.9)

(2.0)

(2.2)

(1.7)

(1.8)

(1.2)

(1.7)

(1.6)

(1.7)

(1.4)

(1.8)

(1.6)

(2.1)

(1.6)

(2.0)

2.5

(2.5)

(2.5)

(1.4)

(1.8)

(2.3)

(2.2)

(2.4)

(3.1)

(1.5)

(1.7)

(1.7)

(2.9)

(2.4)

(1.9)

(2.1)

(2.0)

(3.2)

(1.2)

(1.3)

(3.1)

(1.2)

(2.3)

(2.0)

2.4

1.0

1.9

(1.9)

(1.6)

(1.5)

(1.7)

(1.3)

(1.7)

(1.6)

(2.1)

(1.6)

(1.5)

(1.7)

(1.8)

(1.7)

(1.3)

1,9

(1.8)

(2.0)

(1.4)

(1.7)

(1.6)

(1.3)

(1.4)

(1.7)

1.6

(1.6)

(2.0)

(1.3)

(1.6)

(1.7)

(1.5)

(2.0)

1.2

(1.3)

(1.4)

(2.0)

(1.2)

(1.3)

(1.6)

(1.9)

(1.7)

(1.0)

(1.5)

(1.6)

(1.3)

(1.4)

(1.7)

(1.5)

0.9

1.6

1.4

(1.6)

0.3

0.3

0.3

0.5

(0.4)

0.3

0.3

0.3

0.2

0.3

(0.4)

(0.3)

(0.2)

0.3

0.3

0.3

0.3

0.4

0.2

0.3

0.4

0.4

0.5

0.2

0.4

0.3

0.3

(0.3)

0.6

0.5

0.4

(0.2)

(0.3)

0.4

0.4

0.3

0.3

(0.3)

0.3

0.3

(0.2)

(0.2)

(0.4)

(0.2)

(0.5)

(0.2)

0.4

0.2

0.3

(0.4)

(0.7)

(0.6)

(0.8)

(2.6)

(1.8)

(0.6)

(1.2)

(0.9)

(0.5)

(0,7)

(0.9)

(0.8)

(0.3)

(0.7)

(0.7)

(0.8)

(0.5)

(1.1)

(0.4)

(0.7)

(0.6)

(1.1)

1.5

(0,7)

(1.9)

(0.4)

(0.5)

(1.1)

(1.5)

(1.6)

(1.4)

(0.4)

(0.6)

(0.8)

(0.8)

(0.6)

(0.7)

(1.0)

(0.8)

(1.6)

(0.6)

(0.5)

(1.6)

(0.4)

(2.0)

(0.6)

1.6

0.4

0.6

(1.4)
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出土位置・層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

ノ22区

ハ19区

フ15区

へ14区

へ15区

へ16区

ホ13区

ホ16区

マ13区

マ14区

ミ13区

ム10区

ヨ5区

ヨ7区

ラ5区

不明

第 2・ 3層

第 3層

第 102層

第 2層

第 3層

第 4層

第 102層
第 4層

第 3層

第 102層
第 2層

第 203層
第 3層

第 1層

先端 0脚部欠

脚部欠

完存

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端・脚部欠

脚部欠

先端部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端部欠

脚部欠

先端 0脚部欠

脚部欠

先端 ◆脚部欠

脚部欠

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

(2.6)

(2.6)

3.0

(2.5)

(2.2)

(5.0)

(2.4)

(3.2)

(2.8)

(2.4)

(3.6)

(1,7)

(2.8)

(2.1)

(1.6)

(1.8)

(2.5)

(2.2)

(2.5)

(1.3)

(2.2)

(1.9)

(1.8)

(2.2)

(2.4)

(3.2)

(1.6)

(2.6)

(2.7)

(1.6)

(2.2)

(2.5)

(1.9)

(1.8)

(1.2)

(1.2)

1.4

(1.7)

(1.7)

(1.0)

(1.4)

(1.9)

(1,7)

(1.8)

(1.8)

(1.5)

(2.0)

(1.5)

(1.2)

(1.2)

(1.4)

(1.1)

(1.9)

(1.3)

(1.3)

1.3

(2.0)

(1.9)

2.1

1.5

(1.3)

(1.8)

(1.7)

(1.5)

(1.8)

(1.3)

(1.9)

(1.5)

0.3

0.3

0.4

0.3

(0.3)

(0.6)

(0.2)

0.3

0.3

(0.3)

0.5

(0.3)

0.5

(0.4)

(0.2)

(0.3)

0.3

0.3

0.2

(0.3)

(0.4)

0.3

(0.6)

0.3

0.5

0.6

0.3

0.5

0.4

0.3

0.4

0.4

0.5

0.2

(0.8)

(1.0)

1.2

(0.8)

(0.7)

(3.7)

(0.5)

(1.4)

(1.5)

(1.2)

(3.2)

(0.7)

(2.5)

(1.0)

(0.4)

(0.5)

(0.9)

(0.6)

(0.8)

(0.5)

(0。 9)

(0.5)

(2.4)

(0.9)

(2.2)

(2.6)

(0.4)

(1.4)

(1.6)

(0.7)

(1.7)

(1.1)

(1.0)

(0.6)
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出土位置・層序 遺存状態 石 質 さ長
先 端 部 つ ま み 部

巾 厚  さ 巾 厚  さ

SB310

SB305

SB306

SB310

SB314

SB315

SB318

SB331

SK310

SK321

SK387

SK410

SK429

SK368

SD59

竹道南地区溝状遺構

SD68

SD301

SD303

SD307

SD312

SD324

SD325

コ41区

SX16

SX17

SX20

SX305

SX309

SX312

SX313

SX328

NQ29

NQ30

NQ32

ビ ッ

先端・つまみ部欠

先端部欠

つまみ部欠

先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端 0つ まみ部欠

つまみ部欠

先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端・つまみ部欠

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(2.7)

(2.7)

(2.4)

(2.5)

(3.2)

(3.5)

(3.6)

(2.6)

(2.3)

(2.3)

(4.1)

2.4

(4.5)

(3.9)

(2.4)

(3.4)

(4.8)

(3.2)

(3.1)

(3.3)

(2.7)

(4.1)

(2.5)

(3.8)

(4.2)

(3.2)

(2.8)

(2.2)

(3.5)

(1.8)

(1.9)

(2.1)

(4.3)

(3.0)

(4.3)

(2.5)

(4.4)

(3.2)

(3.4)

(4.1)

(4.5)

(4.0)

(5.1)

(3.3)

(2.7)

(5.2)

(2.1)

(5.5)

(3.1)

(1.1)

(1.4)

(0.6)

(0.6)

(0.7)

0.9

0.9

(0.7)

(0.6)

(0.6)

(0.8)

1.0

(0.5)

(0.7)

(0.7)

(1.0)

(0.6)

(0.8)

(0.7)

(1.1)

(0.8)

1.3

(0.7)

0.6

1.1

(0.7)

1.1

(0.9)

0.8

(0.8)

(0.7)

(0.6)

(0.7)

0.7

0.7

(0.8)

(1.0)

(0.8)

0.9

(1.1)

(0.7)

0.7

(0.7)

0.6

(0.6)

(1.0)

(0.6)

(1.5)

(2.0)

(0.3)

(0.3)

(0.3)

(0.4)

(0.4)

0.6

0.6

(0.3)

(0.5)

(0.4)

(0.4)

0.5

(0.4)

(0.4)

(0.5)

(0.5)

(0.4)

(0.6)

(0.4)

(0.3)

(0.3)

0.4

(0.3)

0.4

0.7

(0.4)

0.4

(0.3)

(0.4)

(0.3)

(0.3)

(0.4)

(0.3)

0.5

0.4

(0.2)

(0.6)

(0.3)

0.6

(0.5)

(0.4)

0.5

(0.6)

0.3

(0.4)

(0.5)

(0.2)

(0.7)

(0.4)

(2.2)

(0.7)

(4.2)

(1.5)

(3.4)

(2.2)

(2.1)

(1.2)

(2.1)

(1.6)

(2.1)

(1.2)

(2.9)

(2.0)

(3.3)

(2.7)

(1.5)

(1.9)

(1.3)

(2.4)

(1.9)

(1.0)

(1.5)

(2.1)

(1.5)

(1.7)

(1.8)

(2.2)

(2.3)

(1,7)

(1.6)

(1.4)

(1.3)

(1.4)

(2.1)

(1.4)

(1.5)

(1.6)

(1.4)

(2.6)

(2.2)

(2.0)

(0.4)

(0.4)

(1. 1)

(0. 5)

(0.7)

(0.8)

(0.4)

(0.2)

(0.4)

(0.6)

(0. 5)

(0.6)

(0.6)

(0.5)

(1.0)

(0.6)

(0.4)

(0.5)

(0.4)

(0.3)

(0.5)

(0.4)

(0.4)

(0.4)

(0.5)

(0.3)

(0.5)

(0.4)

. (0.5)
i (o.o)

(0.5)

(0.2)

(0.3)

(0.8)

(0.6)

(0.4)

(0.5)

(0.6)

(0.5)

(0.4)

(0.4)

(0.5)

第66表 石錐一覧表 単位 :cm O g
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出土位置 。層序 遺存状態 石 質 さ厚
先 端 部 つ ま み 部

巾 厚  さ 巾 厚  さ

キ40区

ケ38区

ケ40区

コ37区

コ38区

コ39区

コ40区

サ35区

サ36区

サ37区

サ39区

シ34区

シ35区

シ36区

シ37区

ス34区

セ33区

ミ14区

不明

第 8・ 9層

第 7・ 8層

第 607層

第 7層

第 3層

第 3・ 4層

第 4層

第 7層

第 6層

第 7層

第 2層

第 3・ 4層

第 4層

第 5層上位

第 3層

第 2層

第 3層

第 4層

第 3層

第 4層

第 2層

第 3層

第 2層

第 2・ 3層

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端 0つ まみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つま教部欠

先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端 。つまみ部欠

つまみ部欠

先端 0つ まみ部欠

つまな部欠

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

(3.8)

(3.2)

(3.0)

(2.6)

(3.7)

(2.6)

(2.2)

(1.8)

(3.6)

(3.9)

(3.2)

(2.7)

(1.7)

(2.9)

(5.3)

(3.3)

(3.6)

(2.6)

(2.6)

(4.0)

(2.6)

(5,0)

(3.2)

(2.5)

(3.7)

(3.0)

(3.1)

(3.2)

(3.2)

(3.9)

(2.2)

(2.8)

(3.5)

(3.4)

(3,7)

(3.7)

(2.1)

(2.2)

(3.4)

(1.9)

(1.7)

(2.5)

(3.7)

(3.5)

(3.2)

(3.9)

(2.1)

(3.5)

(2.6)

(0.8)

(0.7)

(1.1)

0.8

0.6

(0.8)

(0.6)

(0.4)

(1.3)

(0.9)

(0.6)

(0.7)

(0.5)

(1.0)

(0.5)

0.6

(1.0)

0.5

0.8

(1.1)

0.6

1.1

0.9

(0.8)

(1.0)

(0.6)

0.7

0.7

0.6

(0.8)

(0.5)

(0.8)

(0.6)

0.6

(0.9)

(0,9)

(0.7)

(0.6)

(0.9)

(0.8)

0.5

(0.7)

(0.9)

(0.9)

0.8

0.7

(0.7)

0.8

0.5

(0.5)

(0.6)

(0.4)

0.6

(0.3)

(0.2)

(0.4)

(0.3)

(0.7)

(0.3)

(0.3)

(0.5)

(0.2)

(0.4)

(0.6)

0.3

(0.5)

0.3

0.5

(0.6)

0.3

0.6

0.4

(0.3)

(0.5)

(0.4)

0.3

0.4

0.4

(0.5)

(0.4)

(0.3)

0.5

0.4

(0.5)

(0.6)

(0.2)

(0.3)

(0.5)

(0.5)

0.3

(0.4)

(0.7)

(0.7)

0.3

0.4

(0.3)

0.5

0.2

(3.5)

(1.5)

(2.2)

(1.5)

(3.5)

(1.8)

(1.6)

(1.7)

(2.4)

(2.1)

(1.6)

(1.8)

(1.3)

(3.0)

(2.1)

(1.4)

(1.4)

(2.1)

(1.5)

(1.6)

(1.5)

(1.5)

(1.8)

(1.4)

(1.4)

(1.5)

(1.3)

(2.3)

(2.3)

(1.4)

(3.1)

(2.6)

(1.5)

(1.2)

(1.2)

(3.8)

(2.9)

(1.7)

(1.2)

(1.7)

(2.0)

(1.3)

(0.6)

(0.5)

(0.4)

(0.6)

(0.6)

(0.3)

(0.3)

(0.4)

(0.7)

(0.4)

(0.5)

(0.4)

(0.4)

(1.2)

(0.4)

(0.4)

(0.3)

(0.6)

(0.3)

(0.8)

(0.4)

(0.6)

(0.5)

(0.3)

(0.3)

(0.6)

(0.4)

(0.4)

(0.7)

(0.3)

(1.0)

(0.9)

(0.3)

(0.3)

(0.5)

(0.3)

(0.8)

(0.7)

(0,7)

(0.5)

(0.3)

(0.6)

(0.3)
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出土位置 。層序 遺存状態 石 質 厚 さ
先 端 部 つ ま み 部

巾 厚  さ 巾 厚  さ

不 明 先端・つまみ部欠

つまみ部欠

先端 0つ ま教部欠

つまみ部欠

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

(4.9)

(3.6)

(3.2)

(2.5)

(3.7)

1.5

0.9

1.1

0.8

1.0

0.6

0.5

0.4

0.3

0.5

(3.4)

(2.1)

(1.5)

(1.6)

(0.9)

(0.8)

(0.6)

(0.5)

(0.4)

(0.6)
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第67表 礫石錘一覧表 $S:cm.8

出土位置・層序 遺存状態 石質 b
Ｗ

Ｗ． W2 厚 さ 重 さ

SK387

SD312

SD320

SX313

SX314

SX327

サ35区     第 1層

サ35区   第5層下位

シ34区     第5層

ス33区     第3層

ス35区      第2層

マ14区      第4層

一部欠

完存

一部欠

凝灰岩

結晶片岩

結晶片岩

安山岩

結晶片岩

結晶片岩

緑色片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

結晶片岩

(2.3)

(1.3)

(1.9)

(1.5)

(0.4)

(1.5)

(2.6)

(1.2)

1.4

1.8

(1 2)

(2.0)

(2.6)

(1.6)

(2.0)

(1.0)

(0.7)

(1.7)

(0.9)

(1.1)

(2.5)

(2.8)

(1.3)

(1.1)

(1.3)

0.9

2.9

(0.9)

1.3

(1.7)

(1.2)

(0.8)

(1.2)

(1.1)

(1.3)

(1.6)

1.1

3.2

(1.1)

0.8

(2.1)

(10.7)

(8.6)

(9.7)

(7.7)

(7.0)

(8.2)

(11.2)

(7.4)

(11.4)

13.9

(16.3)

(11.6)

10.4

(5.1)

8.4

(6.2)

(10.0)

(8 9)

(10.6)

(9.7)

7.6

(6.9)

(7.9)

(10.3)

(6.0)

(7.8)

(6.9)

(6.9)

(4.0)

(5.6)

(5.8)

(8.5)

(5.3)

(7 1)

(7.1)

13.9

(5.8)

6.4

4.1

6.2

4.6

(6.1)

(4.6)

(6.5)

(6.5)

(6.3)

(5.8)

(2.8)

(4.7)

(6.1)

3.4

4.4

(4.8)

3.5

4.0

(1.9)

(2.3)

(1.0)

(1.5)

(1.2)

(1.2)

(0.9)

(1.7)

(1.4)

1.5

(3.1)

(1.5)

(0.9)

(0.7)

1.5

(1.1)

(0.9)

(0.9)

(2.1)

(167.9)

(162)

(59.7)

(89 5)

(76.1)

(120.3)

(83.9)

(111.1)

(152.6)

154.4

(465.5)

(173.6)

(59,7)

(31.7)

(81.7)

(62.1)

(56.2)

(76.0)

(180.4)

(註 )

礫石錘を表化する際に用いたアルファベットは以下の部位の計測値を表している。

aob  長軸方向の打欠き部の幅

Ced  短軸方向の打欠き部の幅

Ll   長さ

L2   長軸方向の打欠き部間の最短距離

W(Wl)幅

W2   短軸方向の打欠き部間の最短距離
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出上位置・層序 遺存状態 石 質 長 さ 巾 厚 さ 重 さ

SB301

SB306

SB308

SB313

SB314

SB315

SB318

SB319

SB331

SB406

SK302

SK303

SK308

SK327

SK392

SK403

SK406

SK418

SK434

SK439

SK445

SK484

SD16

SD301

SD302

SD312

SX20

SX306

SX309

SX313

一部欠 サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(3.4)

(2.7)

(2.9)

(7.7)

(2.6)

(2.8)

(4.6)

(4.7)

(3.3)

(3.0)

(5.2)

(6.8)

(3.9)

(4.9)

(4.9)

(5.0)

(11.7)

(8.3)

(6.4)

(7.0)

(6.6)

(3.2)

(3.9)

(4.6)

(5.8)

(4.3)

(7.6)

(3.6)

(3.7)

(5.3)

(4.9)

(3.8)

(6.2)

(4.4)

(4.9)

(5.4)

(3.0)

(8.2)

(7.6)

(5.0)

(3.4)

(5.8)

(7.6)

(6.4)

(4.6)

(4.8)

(9.0)

(3.6)

(3.0)

(6.6)

(2.4)

(5。 7)

(3.8)

(4.1)

(2.9)

(2.7)

(1.6)

(2.8)

(2.9)

(2.8)

(4.6)

(4.3)

(0.4)

(2.7)

(3.1)

(2.2)

(6.2)

(5.0)

(4.7)

(4.7)

(3.5)

(2.6)

(3.7)

(3.0)

(5.7)

(3.1)

(6.5)

(2.9)

(2.4)

(5.4)

(4.1)

(2.8)

(4.5)

(2.8)

(3.8)

(3.7)

(2.7)

(4.5)

(5,0)

(1.9)

(3.0)

(5.1)

(6.2)

(4.9)

(2.9)

(2.8)

(4.8)

(2.8)

(2.5)

(4.1)

(0.6)

(0.8)

(0.9)

(0.9)

(0.9)

(0.5)

(0.6)

(0.7)

(0.6)

(0.7)

(0.9)

(0.8)

(0.9)

(1.1)

(0.6)

(0.5)

(1.8)

(1.5)

(0.8)

(0.9)

(0.8)

(0.6)

(0.9)

(0.7)

(1.0)

(1.0)

(1.3)

(0.6)

(0.5)

(0.8)

(0.7)

(0.8)

(1.3)

(0.9)

(0.5)

(0.7)

(0.9)

(1.5)

(0.8)

(0.6)

(0.9)

(0.5)

(1.7)

(1.1)

(0.6)

(0.7)

(1.3)

(0.6)

(0.6)

(0.8)

(4.4)

(11.2)

(11.2)

(22.5)

(7.9)

(3.3)

(4.7)

(12.4)

(6.9)

(8.3)

(24.4)

(21.0)

(18.9)

(17.5)

(9.5)

(6.8)

(93.5)

(73.4)

(18.5)

(22.4)

(20.2)

(4.3)

(8.8)

(13.4)

(28.8)

(13.5)

(71.1)

(5.3)

(4.8)

(22.6)

(11.7)

(10,7)

(29.3)

(12.1)

(11.1)

(17.3)

(10.3)

(56.8)

(26.7)

(4.4)

(8.3)

(19.3)

(80.0)

(32.9)

(8.8)

(9.8)

(77.6)

(7.5)

(4.8)

(26.5)

第68表 不定形刃器一覧表 $fticm.g
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出土位置・層序 遺存状態 質石 さ長 巾 さ厚 さ重

SX313

SX314

SX315

SX328

コ41区

ケ38区

ケ39区

コ36区

コ37区

コ38区

コ39区

サ35区

サ36区

サ37区

サ39区

サ40区

シ35区

シ36区

シ37区

ス33区

ス34区

セ33区

ネ22区

ハ21区

マ14区

不明

ビット

第 3・ 4層

第 4層

第 5層

第 3層

第 304層
第 8層

第 2層

第 5層中位

第 2層

第 3層

第 3・ 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 3層

第 4層

第 3層

第 4層

第 2層

第 1・ 2層

第 3層

第 2層

第 2・ 3層

第 3・ 4層

第 3層

第 203層
第 3層

一部欠 サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

サヌカイ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

(5.2)

(4.9)

(6.7)

(3.2)

(4.3)

(4.0)

(2.3)

(3.5)

(6.3)

(4.1)

(5.1)

(4.4)

(7.8)

(4.6)

(4.2)

(7.1)

(7.2)

(6.5)

(8.0)

(6.9)

(7.5)

(4.3)

(10.5)

(3.1)

(3.1)

(2.8)

(2.9)

(4.3)

(3.6)

(4.9)

(5.4)

(4.3)

(3.4)

(9.4)

(4.1)

(2.9)

(4.8)

(4.9)

(4.5)

(4.0)

(6.8)

(5.5)

(3.8)

(7.6)

(7.9)

(3.9)

(3.6)

(4.1)

(3.7)

(2.7)

(2.7)

(3.4)

(2.7)

(3.2)

(3.7)

(1.8)

(6.0)

(4.2)

(7.4)

(2.8)

(4.9)

(7.0)

(4.4)

(5.0)

(4.2)

(4.3)

(3.6)

(4.9)

(5.8)

(1.8)

(2.5)

(2.0)

(2.4)

(4.0)

(3.0)

(3.4)

(4.9)

(3.7)

(3.8)

(6.5)

(3.1)

(4.9)

(3.6)

(3.8)

(4.4)

(1.5)

(2.8)

(2.2)

(3.8)

(4.5)

(4.0)

(2.6)

(0.6)

(0.7)

(0.7)

(0.9)

(0.7)

(1.1)

(0.4)

(0.7)

(1.1)

(0.5)

(1.1)

(1.1)

(1.3)

(0.7)

(1.0)

(0.8)

(1.0)

(0.8)

(1.5)

(1.2)

(0.8)

(0.8)

(1.8)

(0.3)

(0.9)

(0.4)

(0.7)

(0.5)

(0.8)

(0.9)

(1.4)

(0.5)

(1.0)

(1.2)

(0.7)

(0.8)

(0.6)

(0.5)

(0.5)

(0.9)

(0.5)

(0.8)

(1.0)

(1.4)

(1.4)

(0.5)

(14.2)

(13.1)

(24.1)

(8.8)

(7.3)

(13.9)

(2.2)

(8.8)

(26.0)

(4.3)

(37.8)

(22.9)

(79.8)

(10.0)

(19.8)

(50.9)

(33.9)

(23.4)

(46.9)

(34.1)

(24.3)

(20.5)

(107.7)

(2.3)

(6.4)

(2.0)

(4.7)

(10.0)

(11.1)

(18.6)

(36.9)

(9.8)

(15.5)

(84.2)

(12.2)

(7.6)

(8.8)・

(10.1)

(12.8)

(5.5)

(9.3)

(9.0)

(11.6)

(61.9)

(47.9)

(5.2)
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出土位置 0層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重  さ

SD89

SDl10

コ35区      第 5層上位

先端部欠

基部欠

先端部欠

サヌカイ ト

サヌカイ ト

サヌカイ ト

(4.7)

(12.7)

(4.5)

1.5

3.9

2.2

0.5

1.0

0,7

(2.9)

(49.7)

(6.9)

第69表 石槍一覧表

第70表 楔形石器一覧表

第71表 不明石器一覧表

$fticm.g

$ft : cm'8

$ft:cm.g

出上位置・層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚   さ 重 さ

ス33区         第 2層 先端・脚部欠 サヌカイ ト (4.8) (1.9) (0.9)

出土位置・層序 遺存状態 石  質 長   さ 巾 厚 さ 重   さ

SX314

SX327

ケ40区       第 6・ 7層

ケ42区        第 6層

サ37区        第 5層

サ39区        第 4層

一部欠

完存

一部欠

先端 0脚部欠

一部欠

結晶片岩

石英斑岩

サヌカイト

結晶片岩

サヌカイト

サヌカイト

(16.1)

13.4

(7.1)

(10.6)

(4.9)

(6.7)

(5.7)

12.7

(2.8)

(3.3)

(2.4)

(2.4)

(3.0)

2.7

(0.7)

(1.5)

(0.8)

(1.0)

(47.6)

98.0

(18.0)

(86.1)

(10.8)

(16.5)
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図版 1

第 1号竪穴住居跡

第 2号竪穴住居跡



図版 2
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第 2号竪穴住居跡伴 出遺物 (11

第 2号竪穴住居跡伴出遺物(2)



図版 3

第 3号竪穴住居跡
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第 4号竪穴住居跡



図版 4

第 5号竪穴住居跡

第 5号竪穴住居跡柱材



図版 5

第 6号竪穴住居跡

第 6号竪穴住居跡伴出遺物



図版 6

第 6号竪穴住居跡柱穴

第 6号竪穴住居跡検出焼土塊



図版 7

第 7号竪穴住居跡伴出遺物



図版 8

第 7号竪穴住居跡柱穴

第 8号竪穴住居跡



図版 9
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第 8号竪穴住居跡伴出遺物

第 9号竪穴住居跡



図版 10
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第 9号竪穴住居跡伴出遺物12



図版H

第10号竪穴住居跡(1)

第10号竪穴住居跡(2)



図版 12

第10号竪穴住居跡伴出遺物(1)

第10号竪穴住居跡伴出遺物(a
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第10号竪穴住居跡伴出遺物(31

第H号竪穴住居跡 (1)



図版 14
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第12号 竪穴住居跡



図版15

第13号竪穴住居跡

第13号竪穴住居跡伴出遺物



図版 16

第14号竪穴住居跡

第14号竪穴住居跡伴出遺物(1)



図版 17

第14号竪穴住居跡伴出遺物(2)

第14号竪穴住居跡祭壇状遺構



第14号竪穴住居跡炉跡

第15号竪穴住居跡



図版 19

第15号竪穴住居跡伴出遺物(1)

第15号竪穴住居跡伴出遺物(2)



第16号竪穴住居跡伴出遺物(1)

第16号竪穴住居跡伴出遺物12)



図版21

第16号竪穴住居跡伴出遺物(3)

第17号竪穴住居跡(1)



図版22

第17号 竪穴住居跡 2
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第17号竪穴住居跡伴出遺物(2)

第18号竪穴住居跡
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第18号竪穴住居跡伴出遺物(1)

第18号竪穴住居跡伴出遺物(21



図版26
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第18号竪穴住居跡伴出遺物(3)

第18号竪穴住居跡伴 出遺物 (4)


